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みちのくベントス第７号の発行にあたって 

みちのくベントス研究所 

鈴木孝男 

 生物多様性条約（CBD）第 15 回締約国会議（COP15）が 2022 年 12 月にカナダ・モントリオールで開

催され、2010 年に採択された「愛知目標」の後継であり 2020 年以降の生物多様性に関する世界目標

となる「昆明・モントリオール生物多様性枠組」が採択されました。その中で、生物多様性への脅威の

削減の観点から、2030 年までに陸と海のそれぞれ 30％以上を保護・保全することがきちんと定められ

ました。しかし、保護区の定義はあいまいなままなので、国によって解釈が異なります。日本ではこれま

で、鳥獣保護区など指定地域や共同漁業権区域などを海洋保護区と呼ぶことにするなどで 8.3％でし

たが、2020 年に「沖合海底自然環境保全地域」という制度を作り、合計で 13.3％になりました。しかし、

これらの指定地域で生物多様性や自然生態系の保全を考え、真に海洋保護区を設定する方向を向

いているのかどうか疑問です。 

また、近年ブルーカーボン（海洋における炭素固定）が話題に上がるようになってきました。日本が掲

げる 2050 年「カーボンニュートラル（温室効果ガス排出量実質ゼロ）」の実現に向け、海域における炭

素固定能力（海草・海藻が二酸化炭素を吸収して成長し、植物体の一部が短期間で分解されずに現

場に堆積したり、干潟に生息する多種の生物の死骸が干潟に堆積することで固定化されることなど）が

結構大きいことに注目されているようです。しかし、各海域の海藻・海草藻場や干潟が具体的にどれだ

けの炭素固定能力を持っているのかはまだ不明瞭です。今後、民間企業等が経済的な側面からブル

ーカーボンを取り上げることで、生態系の回復にとって、逆効果を生み出す可能性も考えられます。 

いずれにしろ、沿岸域の生態系の重要性をきちんと把握し、生物多様性の保護・保全を推し進めて

いくには、現場に生息・生育する生きものの現状を明らかにし、過去と比較した上で、生息・生育状況

に変化が認められた場合には、必要に応じて対策を検討することが必要です。そのためにはモニタリ

ングを継続する、現場での観察を重視する、必要に応じて標本を作成し保存する、などのことが基本

的に重要ではないでしょうか。 

 「みちのくベントス」に掲載されている論文は、そのほとんどが、地域に密着した現場の実情を把握し

た報告です。このような報告を継続して発行していくことも意味のあることなのではないかと思います。 

 さて、「みちのくベントス第７号」では、最近の調査結果をまとめた 9 編の論文を掲載することができま

した。「宮城県における重要な干潟の現状」では保全すべき干潟の現在の姿を紹介しました。ベントス

群集を扱ったものとしては、日本海の飛島と東京港の潜水調査で出現した種の報告があります。また、

個々の種に注目したものでは、海岸の砂浜に生息するハマスナホリガニやニホンスナハマトビムシに

ついての報告、潮間帯上部に生息する貝類についての報告、陸奥湾で初記録となった外来種シマメ

ノウフネガイについての報告、東京湾でのゴカイ類２種の繁殖行動についての報告があります。他にも

アサリからマイクロプラスチックを検出する試みなど、興味深い話題が掲載されています。ぜひじっくり

と読み込んでいただければと思います。 
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宮城県における重要な干潟の現状 

 

はじめに 

 

重要な干潟の現状 

（１）西舞根川河口（舞根湾） 
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（２）津谷川河口

舞根湾奥 2022 年 6 月

舞根湾入口 2022 年 6 月

九九鳴き浜 2022 年 6 月
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（３）細浦 

 
津谷川河口右岸の堤防 

2020 年 6 月宮城県提供 

 
細浦 2020 年 5 月 

阿部拓三氏撮影 

 
細浦 2022 年 6 月 

 
津谷川河口右岸 2022 年 6 月 
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（４）折立海岸（＝戸倉海岸） 

 
折立海岸 2022 年 9 月 

 
折立川河口 2022 年 6 月 
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（５）万石浦大浜 

 
水戸辺川河口 2022 年 6 月 

 
万石浦大浜 2021 年 7 月 

 
万石浦猪落 202１年 7 月 
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（６）万石浦沢田 

（７）宮戸波津々浦 

 
万石浦沢田 2021 年 5 月 
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（８）松島西ノ浜 

 
松島西の浜北側 2021 年 5 月 

 
波津々浦 2021 年 7 月 

 
松島西の浜南側 2021 年 5 月 
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 （９）双観山下（扇浜） 

（１０）櫃ケ浦 

 
双観山下（扇浜）2021 年 5 月 

 
櫃ケ浦 2021 年 7 月 
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（１１）浦戸桂島 

（１２）浦戸野々島 

 
浦戸桂島 2021 年 7 月 

 
浦戸野々島 2021 年 7 月 
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（１３）土浜 

 
土浜東側 2021 年 5 月 

 
土浜西側 2021 年 5 月 
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（１４）蒲生干潟 

 
蒲生干潟 2021 年 4 月 

 
蒲生干潟 2022 年 7 月 

阿部拓三氏撮影 

 
蒲生干潟 2022 年 6 月 
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（１５）井土浦 

 
井土浦 2019 年 8 月 

 
井土東谷地 2020 年 10 月 
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 （１６）広浦 

 
広浦西側 2021 年 6 月 

 
広浦東側 2021 年 6 月 
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（１７）鳥の海 

 
鳥の海西側方面 2019 年 6 月 

阿部拓三氏撮影 

 
鳥の海東側方面 2019 年 6 月 

阿部拓三氏撮影 
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（１８）長浜海岸 

 
長浜海岸 2021 年 5 月 

阿部拓三氏撮影 

 
鳥の海 2022 年 6 月 

 
長浜海岸 2021 年 5 月 

－ 16 －



参考文献 

みちのくベントス、7: 2-17 (2023)
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飛島の海岸底生動物相 

 

株式会社エコリス 

真部和代 

 

飛島の概要 

飛島は、酒田市の北西約 38k m に位置する山形県で唯一の離島であり、周囲約

10. 2 k m、面積 230 h a の小島である。主として第三紀系からなる海抜 50ｍ前後

(最高点は 69m )の隆起台地であり、高位段丘面がよく発達し起伏が少ないため、

遠くから見るとテーブル状の形状をなしている。地質は主に新第三紀系の玄武岩

質ないし安山岩質の火山砕屑岩より形成されており、第四紀系の灰黒色粘土等が

段丘上及び海食台上に分布している。島の北端は北緯 39°12’18”と山形県内

最北端に位置するものの、日本海を北上する対馬暖流により、山形県内では温暖

な地域である(山形県 201 0 )。 

 

調査目的 

山形県内に生息する海産無脊椎動物については、鈴木(1 9 7 9 )に詳細な分布がま

とめられており、飛島では軟体動物 160 種、節足動物 70 種、環形動物 22 種を含

む合計 347 種の海産無脊椎動物が記録されている。その後、飛島全域の海岸動物

を対象とした調査は少なく、近年では飛島西岸域の主要潮間帯無脊椎動物相（腹

足類）に関する調査が知られるのみである(飛島自然調査会 199 8 a )。 

そこで今回は、飛島全域における海岸部の底生動物相の現況把握を目的に、潮

間帯から潮上帯に生息する軟体動物、環形動物、節足動物等を対象とした調査を

行った。 

 

調査地点 

調査地点は図 1 に示す 5 地点とした。以下に地点ごとの環境を述べる。 

・St. 1 (図 2A )  

飛島南側の小松浜海水浴場脇にある岩礁部で、桟橋に囲まれているため、波

の影響は少ない。親水階段付近では砂泥が堆積し、桟橋付近の水深の深い場所

では、海藻類が繁茂する岩礁がみられる。 

・St. 2 (図 2B )  

飛島北西部の青石海岸内に位置する。海岸部には幅 100～15 0 m にわたり平

均海水面下 20c m 程の平板的な岩礁海食台が広がる(飛島自然調査会 199 8 b )。

水深の深い岩礁部では礫や小石が堆積し、海藻群落がみられる 

・St. 3 (図 2C )  

飛島南西部の荒崎南側に位置する。海岸部には岩礁海食台が広がるが、入江

状の地形となっているため波の影響を受けにくく、岩盤上に薄く砂泥が堆積し

ている。陸地側にはヨシ群落があり、底質は砂泥ないし礫が優占している。 
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・St. 4 (図 2D )  

飛島東側の鴨の浜内に位置する。海岸部には岩礁海食台が広がるが、岩盤上

の堆積物は礫ないし石が優占している。また、St. 2、S t . 3 と比較して、潮間

帯から潮下帯にかけて傾斜が大きく、汀線付近にも海藻類が生育している。陸

側の一部にはヨシ群落が見られるが、奥行きは狭く、すぐ先に海成段丘の崖が

形成されている。 

・St . 5 (図 2E )  

飛島北側八幡崎の東側に位置し、海岸部には岩礁海食台が広がるが、水深が

深く海藻群落が繁茂する場所も一部みられる。汀線付近の岩盤にはわずかに石

礫が堆積し、陸側には海成段丘の崖が形成されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.調査地点位置図． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
図 2.調査地点景観.A: S t . 1 ( 2 0 2 2 年 10 月)、B: S t . 2 ( 2 0 2 2 年 10 月)、 
   C : S t . 3 ( 2 0 2 2 年 5 月)、D: S t . 4 ( 2 0 2 2 年 8 月)、E: S t . 5 ( 2 0 2 2 年 10 月).  

AA   

DD   EE   

BB   CC   
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調査期日	

以下の日程で調査を行った。	

表 1．調査実地日および調査地点	

調査期	 調査日	 調査地点	

春季	 令和 4 年 5 月 2 2 日	 S t . 1 	、 S t . 2、S t . 3 	

夏季	 令和 4 年 8 月 2 8 日～29 日	 S t . 1 	、 S t . 2、S t . 4 	

秋季	 令和 4 年 10 月 2 8 日～11 月 1 日	 S t . 1 	、 S t . 2、S t . 5 	

調査方法	

調査は潮間帯から潮上帯に生息する種を対象に、タモ網（目合い 1m m）を用い

た採集および目視観察により行った。採集個体のうち、現場で同定可能な種は記

録後放逐し、同定が困難な種はエタノールで固定して持ち帰った。なお、漁獲の

対象となっている貝類等に関しては、全てを写真撮影後放逐した。	

調査結果	

現地調査の結果、表 2 に示す 5 門 8 綱 2 5 目 7 4 科 1 1 3 種の底生動物が確認さ

れた。このうち、種までの同定ができ、鈴木(1 9 7 9 )において飛島に記録が無い種

は 34 種である。また、ムシエビ(図 3A )は房総半島・能登半島以南(川瀬 20 0 4 )、

ノミニナ(図 3B )は三陸･佐渡以南(肥後・後藤 19 9 3 )、マメアカイソガニは太平

洋 側 沿 岸 で は 千 葉 県 か ら 種 子 島 、 日 本 海 側 で は 石 川 県 か ら 長 崎 県 (中 岡 ・ 和 田

20 2 1 )に分布するとされており、これら 3 種は飛島が分布の北限となっている可

能性が考えられる。その他、日本海側の詳細な分布域が不明であるムツアナヒラ

フジツボ、ヨツデヒゲナガ、ハナビラヘラムシを除く 28 種については既知の分

布域の範囲内であるが、クロスジアメフラシ(図 3C )は、鈴木(1 9 7 9 )では山形県

内の記録は鼠ヶ関のみであり、奥谷(2 0 1 7 )では房総半島・新潟以南に分布すると

され、飛島が分布の北限となっている可能性が考えられる。	

図 3.分布の北限種.A :ムシエビ	( 2 0 2 2 年 5 月採集)、B:ノミニナ(2 0 2 2 年 5 月	
	採集)、C:クロスジアメフラシ(2 0 2 2 年 8 月採集)．	

以下に、地点別の底生動物確認状況を述べる。	

	 S t . 1 では春季、夏季、秋季に調査を行い、71 種の底生動物を確認した。岩礁

の潮上帯岩盤表面ではアラレタマキビやキタフナムシ、礫が堆積した場所ではホ

ソハマトビムシ、潮間帯の岩礁表面ではウスヒザラガイやウノアシ、オオコシダ

カガンガラが確認された。砂泥が堆積した場所では、 N o t o m a s t u s 属（イトゴカ

イ科）やタマシキゴカイ、ホソウミニナやブドウガイが確認された。海藻群落

AA BB CC
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表 2 a .確認種一覧  
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表 2b.確認種一覧（続き） 

中ではトゲワレカラやニホンコツブムシ、アシナガスジエビ等の甲殻類が確認さ

れた。St. 1 は全調査地点中唯一、砂泥が堆積した環境があるため、コメツブガ

イやニホンドロソコエビ等の砂泥底に生息する種が、他の地点と比較して多く確

認された。 

 S t . 2 では春季、夏季、秋季に調査を行い、69 種の底生動物を確認した。潮上

帯のヨシが生育する場所ではヒメハマトビムシやアカテガニ、岸際の石礫が堆積

した場所ではフナムシやヒライソガニが確認された。潮間帯岩礁海食台の岩盤上

で は ス ガ イ や ホ ソ ウ ミ ニ ナ 、 岩 礁 部 付 近 の 石 礫 が 堆 積 し た 場 所 で は

Cir r i f o r m i a 属（ミズヒキゴカイ科）やスナモグリ、岩礁表面ではウスヒザラ

ガイやカメノテが確認された。海藻群落中ではクロスジアメフラシ、ハナビラヘ

ラムシ、コシマガリモエビ等の貝類や甲殻類が確認された。St. 2 には、St. 1 で

みられるような砂泥が堆積した場所は無いが、砂礫が堆積したところが点在して

いるため、このような場所に埋没して生息する貝類やゴカイ類が確認された。全

調査期間をとおした確認種数は St. 1 と比較し、ほぼ同程度であった。 

 S t . 3 では春季に調査を行い、19 種の底生動物を確認した。潮上帯のヨシが生

育する場所ではキントンイロカワザンショウやカクベンケイガニ、汀線付近の水

St.3 St.4 St.5

春季 夏季 秋季 春季 夏季 秋季 春季 夏季 秋季

節足動物門　軟甲綱　

71 ハマトビムシ ヒメハマトビムシ Platorchestia joi ○ ○ ○

72 ホソハマトビムシ** Pyatakovestia pyatakovi ○ ○ ○ ○

73 ユンボソコエビ ニホンドロソコエビ** Grandidierella japonica ○

74 ヒゲナガヨコエビ ヨツデヒゲナガ Ampithoe tarasovi ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

75 ワレカラ ホソワレカラ* Caprella danilevskii ○

76 トゲワレカラ Caprella scaura ○

77 キタワレカラ Caprella bispinosa ○ ○

78 メリタヨコエビ ナガタメリタヨコエビ** Melita nagatai ○ ○ ○

メリタヨコエビ属 Melita sp. ○

79 アゴナガヨコエビ アゴナガヨコエビ属 Pontogeneia sp. ○

80 テングヨコエビ テングヨコエビ属 Pleustes sp. ○

81 マルテングヨコエビ属 Thorlaksonius sp. ○

82 等脚 ヘラムシ イソヘラムシ Cleantiella isopus ○

83 ハナビラヘラムシ** Synidotea ezoensis ○ ○ ○

84 クロシオナガヘラムシ** Stenosoma pacificum ○

85 コツブムシ ニホンコツブムシ Cymodoce japonica ○ ○ ○

86 イソコツブムシ属 Gnorimosphaeroma sp. ○ ○

87 フナムシ キタフナムシ Ligia cinerascens ○ ○

88 フナムシ Ligia exotica ○ ○ ○

89 十脚 テナガエビ アシナガスジエビ Palaemon ortmanni ○ ○ ○ ○

90 イソスジエビ* Palaemon pacificus ○

91 スジエビモドキ Palaemon serrifer ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

テナガエビ科 Palaemonidae sp. ○

92 テッポウエビ イソテッポウエビ近似種 Alpheus aff.lobidens ○ ○ ○

93 モエビ コシマガリモエビ Heptacarpus geniculatus ○ ○ ○ ○

94 エビジャコ トゲエビジャコ Syncrangon angusticauda ○

95 ホンヤドカリ ホンヤドカリ Pagurus filholi ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

96 スナモグリ スナモグリ Neotrypaea petalura ○

97 コブシガニ カネココブシガニ** Philyra kanekoi ○ ○ ○ ○

98 クモガニ ヨツハモガニ Pugettia quadridens quadridens ○

99 ガザミ イシガニ Charybdis (Charybdis) japonica ○ ○ ○

100 フタハベニツケガニ Thalamita sima ○ ○ ○

101 オウギガニ トガリオウギガニ Cycloxanthops truncatus ○ ○

102 イワガニ イワガニ Pachygrapsus crassipes ○ ○ ○ ○ ○

103 ベンケイガニ アカテガニ Chiromantes haematocheir ○

104 カクベンケイガニ Parasesarma pictum ○

105 モクズガニ ヒメアカイソガニ* Acmaeopleura parvula ○

106 アカイソガニ Cyclograpsus intermedius ○

107 マメアカイソガニ** Cyclograpsus pumilio ○

108 ヒライソガニ Gaetice depressus ○ ○ ○ ○ ○

109 ケフサイソガニ Hemigrapsus penicillatus ○

110 イソガニ Hemigrapsus sanguineus ○ ○

111 カニダマシ イソカニダマシ Petrolisthes japonicus ○

腕足動物門　舌殻綱

112 カサシャミセン スズメガイダマシ スズメガイダマシ類 Discradisca sp. ○

棘皮動物門　クモヒトデ綱

113 クモヒトデ クモヒトデ ニホンクモヒトデ Ophioplocus japonicus ○

27種 31種 45種 28種 17種 47種 19種 28種 32種

※表中の「*」は鈴木(1979)において山形県内に記録があるが飛島で記録が無い種、「**」は山形県内に記録が無い種。
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N0. 目名 科名 種名 学名
St.1 St.2

表 2b.確認種一覧（続き）  

St.3 St.4 St.5

春季 夏季 秋季 春季 夏季 秋季 春季 夏季 秋季

節足動 門　軟 綱　

71 ハマトビムシ ヒメハマトビムシ Platorchestia joi ○ ○ ○

72 ホソハマトビムシ** Pyatakovestia pyatakovi ○ ○ ○ ○

73 ユンボソコエビ ニホンドロソコエビ** Grandidierella japonica ○

74 ヒゲナガヨコエビ ヨツデヒゲナガ Ampithoe tarasovi ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

75 ワレカラ ホソワレカラ* Caprella danilevskii ○

76 トゲワレカラ Caprella scaura ○

77 キタワレカラ Caprella bispinosa ○ ○

78 メリタヨコエビ ナガタメリタヨコエビ** Melita nagatai ○ ○ ○

メリタヨコエビ属 Melita sp. ○

79 アゴナガヨコエビ アゴナガヨコエビ属 Pontogeneia sp. ○

80 テングヨコエビ テングヨコエビ属 Pleustes sp. ○

81 マルテングヨコエビ属 Thorlaksonius sp. ○

82 等脚 ヘラムシ イソヘラムシ Cleantiella isopus ○

シムラヘラビナハ38 ** Synidotea ezoensis ○ ○ ○

84 クロシオナガヘラムシ** Stenosoma pacificum ○

85 コツブムシ ニホンコツブムシ Cymodoce japonica ○○ ○

86 イソコツブムシ属 Gnorimosphaeroma sp. ○ ○

87 フナムシ キタフナムシ Ligia cinerascens ○○

88 フナムシ Ligia exotica ○ ○ ○

89 十脚 テナガエビ アシナガスジエビ Palaemon ortmanni ○ ○ ○ ○

90 イソスジエビ* Palaemon pacificus ○

91 スジエビモドキ Palaemon serrifer ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

テナガエビ科 Palaemonidae sp. ○

92 テッポウエビ イソテッポウエビ近似種 Alpheus aff.lobidens ○ ○ ○

93 モエビ コシマガリモエビ Heptacarpus geniculatus ○ ○ ○ ○

94 エビジャコ トゲエビジャコ Syncrangon angusticauda ○

95 ホンヤドカリ ホンヤドカリ Pagurus filholi ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

96 スナモグリ スナモグリ Neotrypaea petalura ○

97 コブシガニ カネココブシガニ** Philyra kanekoi ○ ○ ○ ○

98 クモガニ ヨツハモガニ Pugettia quadridens quadridens ○

99 ガザミ イシガニ Charybdis (Charybdis) japonica ○○○

ニガケツニベハタフ001 Thalamita sima ○ ○ ○

101 オウギガニ トガリオウギガニ Cycloxanthops truncatus ○ ○

102 イワガニ イワガニ Pachygrapsus crassipes ○ ○ ○ ○ ○

103 ベンケイガニ アカテガニ Chiromantes haematocheir ○

104 カクベンケイガニ Parasesarma pictum ○

105 モクズガニ ヒメアカイソガニ* Acmaeopleura parvula ○

106 アカイソガニ Cyclograpsus intermedius ○

107 マメアカイソガニ** Cyclograpsus pumilio ○

108 ヒライソガニ Gaetice depressus ○ ○ ○ ○ ○

109 ケフサイソガニ Hemigrapsus penicillatus ○

110 イソガニ Hemigrapsus sanguineus ○ ○

111 カニダマシ イソカニダマシ Petrolisthes japonicus ○

腕足動 門　舌殻綱

112 カサシャミセン スズメガイダマシ スズメガイダマシ類 Discradisca sp. ○

棘皮動 門　クモヒトデ綱

113 クモヒトデ クモヒトデ ニホンクモヒトデ Ophioplocus japonicus ○

27種 31種 45種 28種 17種 47種 19種 28種 32種

※表中の「*」は鈴木(1979)において山形県内に記録があるが飛島で記録が無い種、「**」は山形県内に記録が無い種。

5門8綱25目74科113種

名学名種名科名目.0N
St.1 St.2
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際ではケフサイソガニが確認された。潮間帯の岩礁表面ではウスヒザラガイやス

ガイ、岩礁海食台の岩盤上ではホソウミニナやホンヤドカリが確認された。  

 S t . 4 では夏季に調査を行い、2 8 種の底生動物を確認した。潮上帯のヨシが生

育する場所ではホソハマトビムシ、汀線付近の石礫下ではアカイソガニやヒライ

ソガニ、潮間帯の岩礁表面ではクボガイ、クロタマキビが確認された。海藻群落

中ではクロスジアメフラシやコシマガリモエビが確認された。  

 S t . 5 では秋季に調査を行い、32 種の底生動物を確認した。潮上帯の礫が堆積

する場所ではヒメハマトビムシやキタフナムシ、汀線付近の石礫下ではヒメアカ

イソガニ、潮間帯の岩礁表面ではレイシガイやカルエボシ、石礫が堆積した場所

ではアサリやトガリオウギガニが確認された。海藻群落中ではチャツボやイソス

ジエビが確認された。  

 

レッドリスト等掲載種の生息状況  

本調査で出現した底生動物種のうち、環境省のレッドリスト 202 0 (環境省

202 0 )と海洋生物レッドリスト (環境省 201 7 )、レッドデータブックやまがた

201 9 (山形県 201 9 )、干潟の絶滅危惧動物図鑑 (日本ベントス学会 201 2 )に掲載

されている種について、出現した地点を表 3 に示す。また、個々の種についての

文献による分布域および生態、飛島での確認状況も以下に示した。  

 

表 3.レッドリスト等掲載種一覧  

 

 

1 .カネココブシガニ(図 4 A )  

国内では函館湾、新潟県(佐渡島)、房総半島（勝浦）、相模湾、伊豆半島

（下田和歌の浦）、三河湾、伊勢湾、英虞湾、和歌山県（串本町袋・みなべ）、

大阪湾、限界灘（福岡県津屋崎）、長崎県、天草、宮崎県から記録されている。

生息環境はマメコブシガニと同様であり、河口域で両種がともに発見されるこ

ともあるが、本種の方がやや深場(水深 2～5 m 付近)の潮下帯砂泥底やアマモ場

に生息する(岡山県 202 0 )。St . 2、St . 4、St . 5 の海藻群落中などで確認され

ているため、飛島周辺の潮間帯から潮下帯の岩礁海食台に広く生息していると

考えられる。  

 

 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

1 コブシガニ カネココブシガニ Philyra kanekoi DD ○ ○ ○

2 ベンケイガニ アカテガニ Chiromantes haematocheir LP ○

3 モクズガニ ヒメアカイソガニ Acmaeopleura parvula DD ○

4 マメアカイソガニ Cyclograpsus pumilio DD ○

1種 1種 1種 1種 1種 2種 0種 1種 2種

各レッドリスト等の名称とカテゴリー

　　Ⅰ：「 境省レッドリスト2020 」( 境省2020)　　DD：情報不足

　　Ⅱ：「海洋 レッドリスト」 ( 境省2017)　　　DD：情報不足

　　Ⅲ：「レッドデータブックやまがた 2019　山形県の絶 のおそれのある野 動 」(山形県2019)  DD：情報不足

St.5

1門1綱1目3科4種

　　Ⅳ：「干潟の絶 危惧動 図鑑－海岸ベントスのレッドデータブック－」(日本ベントス学会2012) LP：絶 のおそれのある地域個体群

学名

選定基準

St.1 St.2 St.3 St.4No. 科名 種名

節足動 門　軟 綱　十脚目

際ではケフサイソガニが確認された。潮間帯の岩礁表面ではウスヒザラガイやス

ガイ、岩礁海食台の岩盤上ではホソウミニナやホンヤドカリが確認された。  

 S t . 4 では夏季に調査を行い、2 8 種の底生動物を確認した。潮上帯のヨシが生

育する場所ではホソハマトビムシ、汀線付近の石礫下ではアカイソガニやヒライ

ソガニ、潮間帯の岩礁表面ではクボガイ、クロタマキビが確認された。海藻群落

中ではクロスジアメフラシやコシマガリモエビが確認された。  

 S t . 5 では秋季に調査を行い、32 種の底生動物を確認した。潮上帯の礫が堆積

する場所ではヒメハマトビムシやキタフナムシ、汀線付近の石礫下ではヒメアカ

イソガニ、潮間帯の岩礁表面ではレイシガイやカルエボシ、石礫が堆積した場所

ではアサリやトガリオウギガニが確認された。海藻群落中ではチャツボやイソス

ジエビが確認された。  

 

レッドリスト等掲載種の生息状況  

本調査で出現した底生動物種のうち、環境省のレッドリスト 202 0 (環境省

202 0 )と海洋生物レッドリスト (環境省 201 7 )、レッドデータブックやまがた

201 9 (山形県 201 9 )、干潟の絶滅危惧動物図鑑 (日本ベントス学会 201 2 )に掲載

されている種について、出現した地点を表 3 に示す。また、個々の種についての

文献による分布域および生態、飛島での確認状況も以下に示した。  

 

表 3.レッドリスト等掲載種一覧  

 

 

1 .カネココブシガニ(図 4 A )  

国内では函館湾、新潟県(佐渡島)、房総半島（勝浦）、相模湾、伊豆半島

（下田和歌の浦）、三河湾、伊勢湾、英虞湾、和歌山県（串本町袋・みなべ）、

大阪湾、限界灘（福岡県津屋崎）、長崎県、天草、宮崎県から記録されている。

生息環境はマメコブシガニと同様であり、河口域で両種がともに発見されるこ

ともあるが、本種の方がやや深場(水深 2～5 m 付近)の潮下帯砂泥底やアマモ場

に生息する(岡山県 202 0 )。St . 2、St . 4、St . 5 の海藻群落中などで確認され

ているため、飛島周辺の潮間帯から潮下帯の岩礁海食台に広く生息していると

考えられる。  

 

 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

1 コブシガニ カネココブシガニ Philyra kanekoi DD ○ ○ ○

2 ベンケイガニ アカテガニ Chiromantes haematocheir LP ○

3 モクズガニ ヒメアカイソガニ Acmaeopleura parvula DD ○

4 マメアカイソガニ Cyclograpsus pumilio DD ○

1種 1種 1種 1種 1種 2種 0種 1種 2種

各レッドリスト等の名称とカテゴリー

　　Ⅰ：「 境省レッドリスト2020 」( 境省2020)　　DD：情報不足

　　Ⅱ：「海洋 レッドリスト」 ( 境省2017)　　　DD：情報不足

　　Ⅲ：「レッドデータブックやまがた 2019　山形県の絶 のおそれのある野 動 」(山形県2019)  DD：情報不足

St.5

1門1綱1目3科4種

　　Ⅳ：「干潟の絶 危惧動 図鑑－海岸ベントスのレッドデータブック－」(日本ベントス学会2012) LP：絶 のおそれのある地域個体群

学名

選定基準

St.1 St.2 St.3 St.4No. 科名 種名

節足動 門　軟 綱　十脚目
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2 .アカテガニ(図 4B)  

青森県～九州、朝鮮半島、中国大陸沿岸、台湾に分布する。干潟の後背地の

ヨシ原やさらに陸側の土手や松林などの山林に生息する(日本ベントス学会

201 2 )。本調査では St. 2 で複数個体が確認された。他の調査地点では確認さ

れていないが、飛島の海岸にはヨシ原や松林が多くみられるため、St. 2 以外

の場所にも生息している可能性が考えられる。なお、鈴木(19 7 9 )では飛島の他、

山形県湯ノ田等での記録がある。 

3.ヒメアカイソガニ(図 4C)  

本種は男鹿半島・房総半島～奄美大島に分布する。満潮時にわずかに冠水す

るような高潮位の石の下に生息する(渡辺 201 4 )。St . 5 でのみ確認されており、

飛島周辺の生息範囲は不明である。なお、鈴木(19 7 9 )では山形県吹浦での記録

がある。 

4.マメアカイソガニ(図 4D)  

本種は 20 0 9 年に新種として記載され、太平洋側沿岸では千葉県から種子島、

日本海側では能登半島沿岸から長崎県、瀬戸内海沿岸での生息が確認されてい

る。径 5cm 未満の丸礫が堆積した高潮部から潮上帯で、打ち上げ海藻が見られ

るような場所で確認されている(中岡・和田 202 1 )。現地調査では St. 1 で 1

個体が確認された。飛島周辺の生息範囲は不明である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.レッドリスト種.A :カネココブシガニ(2 0 2 2 年 8 月採集)、B :アカテガニ（20 2 2 年 

   8 月採集)、C :  ヒメアカイソガニ(2 0 2 2 年 1 0 月採集)、D :マメアカイソガニ 

   ( 2 0 2 2 年 5 月採集)．  

AA   BB   

CC   DD   
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おわりに 

今回の調査では、飛島周辺で新たに確認された種もいたが、鈴木(1 9 7 9 )におけ

る飛島周辺での海産無脊椎動物種数と比較すると、確認種数はその半分にも満た

ない。飛島の周囲は東側から南側の海岸線を除き、護岸等により改変されていな

い自然の海岸線が広がっている。このため、今回の調査で確認されなかった鈴木

(19 7 9 )の記載種は現在も生息していると考えられる。今後も飛島周辺の複数箇所

における継続的な調査を行い、飛島の海岸動物相の把握を進めたい。また、それ

らの結果は生息種や生物生息環境の保全に活用されることが期待される。 
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宮城県沿岸の潮間帯上部から潮上帯に生息する貝類の分布	

-主にイツマデガイ科、カワザンショウ科、クビキレガイ科について-

株式会社エコリス	

真部和代	

はじめに	

宮城県沿岸部は、岬と入り江が連続する北部のリアス式海岸と白砂青松が続く

南部の砂浜海岸に二分され、豊かな自然に恵まれていた。しかし、20 1 1 年 3 月

1 1 日に発生した東日本大震災により、多くの海岸林や砂浜、湿地が攪乱を受け、

消失してしまった所も散見される(宮城県 20 2 1 年)。また、その後の河川堤防や

海岸の防潮堤等の復旧工事によって、宮城県沿岸域に生息する海岸無脊椎動物、

特に潮間帯上部から潮上帯における貝類の生息地が改変され、減少したと考えら

れる。一部の復旧工事では野生動植物への保全対策が取られ、継続的なモニタリ

ングが行われているが、非保全対策地域における工事後の動植物分布情報は極め

て限られる。そこで今回は、宮城県沿岸の復旧工事の非保全対策地域、ならびに

復旧工事の行われていない地域において、潮間帯上部から潮上帯にかけて生息す

る巻貝類を主要な対象として、分布状況の把握を目的とした調査を行った。	

調査方法	

潮間帯上部から潮上帯のヨシ原や石積護岸、コンクリート護岸周辺において調

査を行った。ヨシの根際や転石下、護岸表面等に生息する巻貝類を目視で確認し、

現地で同定が可能な種については写真を撮影し、個体数を記録した。現地での同

定が困難な場合は、生体のまま持ち帰り室内で同定を行った。イツマデガイ科、

カワザンショウ科、クビキレガイ科を主要な対象としたが、宮城県レッドリスト

20 2 2（宮城県 20 2 2）掲載種が確認された場合には種名および個体数を記録した。

調査を行なった潮間帯上部から潮上帯は、河川堤防や防潮堤の復旧工事の際に埋

め立てられたり、堤防の下敷きになったり、あるいは工事用道路が敷設されたり、

資材置き場になることなどで改変を受けることの多い場所でもある。このため、

調査地点が復旧工事の影響を受けたかどうかを知るために、復旧工事の有無につ

いても記録した。	

調査地点及び調査期日	

宮城県内の沿岸域および河口域の 56 地点において(図 1)、2 0 2 2 年 4 月 8 日か

ら 20 2 2 年 1 1 月 1 1 日の間の計 14 日間で調査を実施した。調査地点は、気仙沼

市 15 地点(青野沢川河口、大島、沖の田川河口等)、南三陸町 6 地点(港川河口、

伊里前漁港、水戸辺川河口等)、石巻市 10 地点(長面浦、雄勝漁港、旧北上川河

口等)、女川町 4 地点(高白浜漁港等)、東松島市 10 地点(北上運河、鳴瀬川河口、

東名運河等)、松島町 3 地点(高城川河口、福浦島等)、塩竈市石田、多賀城市砂

押貞山運河、仙台市貞山堀、名取市広浦、亘理町 2 地点(鳥の海、阿武隈川河口)、
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山元町 2 地点(牛橋河口、坂元川河口)であり、復旧工事後の地点が 33 地点、非

工事地点が 20 地点、復旧工事区域と非工事区域が近接しその双方で調査を行っ

た地点が 3 地点であった。	

図 1 .調査地点位置図 	

調査結果	

現地調査において、潮間帯上部から潮上帯にかけて出現したイツマデガイ科、

カワザンショウ科、クビキレガイ科の巻貝類は以下に示す 11 種であった。種名

に続く(	 )内の数字は、確認地点数とその中の復旧工事後地点数である（確認地

点数／復旧工事後地点数）。	

イツマデガイ科クビキレガイモドキ(1 / 1 ) (図 2 A、図 3A )

カワザンショウ科

クリイロカワザンショウ	( 5 / 5 ) (図 2 B、図 3B )

キントンイロカワザンショウ	( 2 9 / 1 5 ) (図 2 C、図 3C )

ツブカワザンショウ	( 5 / 3 ) (図 2 D、図 3D )

ヒラドカワザンショウ	( 3 / 2 ) (図 2 E、図 3E )

カワザンショウガイ(1 2 / 8 ) 	 (図 2 F、図 3F )

ヒナタムシヤドリカワザンショウ	( 8 / 6 ) (図 2 G、図 3G )

ヨシダカワザンショウ	( 2 0 / 1 4 ) (図 2 H、図 3H )

マツカワウラカワザンショウ(2 / 2 ) (図 2 I、図 3I )

オオウスイロヘソカドガイ(1 0 / 1 ) (図 2 J、図 3J )

クビキレガイ科ヤマトクビキレ	( 6 / 2 ) (図 2 K、図 3K )

県内の広域に出現したカワザンショウガイ、ヨシダカワザンショウの確認地点

には、復旧工事後(図 3L )の地点も多く含まれていた。ヒラドカワザンショウは、

仙台湾のみでの確認であったが、鈴木ほか(2 0 2 2 )では気仙沼市津谷川河口でも記

録されている。また、キントンイロカワザンショウは松島湾以北でのみ確認され
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たが、鈴木ほか(2 0 2 2 )では仙台市蒲生でも確認されており、これら 2 種も分布範

囲は広いと考えられる。また両種とも確認地点の半数以上が復旧工事後の地点で

あった。なおカワザンショウガイ、ヒラドカワザンショウは牡鹿半島から北側で

の確認地点が少ない。これは、牡鹿半島以北のリアス海岸に流入する小河川は、

河床勾配が大きく、両種の生息に適した汽水域の環境が少ないことも関係してい

ると思われる。	

キントンイロカワザンショウの他、松島湾以北で確認された種はツブカワザン

ショウ、オオウスイロヘソカドガイ、ヤマトクビキレの 3 種であり、オオウスイ

ロヘソカドガイは岩礁部の隙間、ヤマトクビキレは海岸部の転石下や打ち上げ物

の下に生息する種である。オオウスイロヘソカドガイ、ヤマトクビキレは非工事

地点(図 3M )での確認割合が高いため、復旧工事で生息場所が改変されるなどし

た場合、回復が難しい生活史を持つ可能性や、復旧工事直後の環境が生息に適し

ていない可能性もあると思われる。ツブカワザンショウは内湾奥部潮間帯砂泥底

の転石間に生息する種(奥谷 20 1 7 )であるが、確認地点の半数以上が復旧工事後

の地点であり、新設されたコンクリート壁の隙間などにも生息していた(図 3 N )。

ただし、復旧工事後において広域に生息する他種と比較し、確認地点数や個体数

が少ないため、何らかの環境要因により生息地が制限されている可能性がある。	

クリイロカワザンショウ、ヒナタムシヤドリカワザンショウは仙台湾で広く確

認され、確認地点の多くは復旧工事後の地点であった。このため、両種の生息地

が今後急激に減少する事はないと予測される。また両種の生息適地となる干潟環

境が少ないため、県内においては牡鹿半島以北では生息が極めて限られると思わ

れる。	

マツカワウラカワザンショウは名取市広浦と山元町牛橋河口の 2 地点で確認さ

れた。両地点とも復旧工事後の地点ではあるが、広範囲に良好な干潟環境が残っ

ていた。(図 3O )。なお、鈴木ほか(2 0 2 2 )では、仙台市井土東谷地、山元町牛橋

河口での記録がある。本種が確認されている地点は健全な干潟環境が残された場

所であるため、牡鹿半島以北に分布域を広げることは難しいと考えられる。	

	 クビキレガイモドキは気仙沼市本吉町の 1 地点でのみ確認された。確認地点は

復旧工事後の地点であり、確認個体数は 3 個体であった。なお、鈴木ほか(2 0 2 2 )

では、桂島において震災後の記録がある。宮城県内において、本種の震災後の記

録は著しく少ないが、今回復旧工事後の地点で確認されたことから、今後も新た

な生息地が確認される可能性が考えられる。	
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図 2 .各種確認地点. A :クビキレガイモドキ、B :クリイロカワザンショウ、C :キントンイ

ロカワザンショウ、D :ツブカワザンショウ、E :ヒラドカワザンショウ、F :カワザンショ

ウガイ、G :ヒナタムシヤドリカワザンショウ、H :ヨシダカワザンショウ、I :マツカワウ

ラカワザンショウ、J :オオウスイロヘソカドガイ、K :ヤマトクビキレ. 	

	

	

	 	

AA 		 BB 		 CC 		

DD 		 EE 		 FF 		

GG
		 		

HH 		 II 		

JJ
		 		

KK 		

－ 28 － － 29 －



	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

図 3 .個体写真と生息環境. 	 A :クビキレガイモドキ. B :クリイロカワザンショウ. C :キン

トンイロカワザンショウ. D :ツブカワザンショウ. E :ヒラドカワザンショウ. F :カワザン

ショウガイ. G :ヒナタムシヤドリカワザンショウ. H :ヨシダカワザンショウ. I :マツカワ

ウラカワザンショウ. J :オオウスイロヘソカドガイ. K :ヤマトクビキレ. L :復旧工事後の

地点 1 (東松島市北上運河) . M :非工事地点(南三陸町神割崎) 	 N :復旧工事後の地点 2 (港

川河口) . O :復旧工事後の地点 3 (山元町牛橋河口) . 	 	
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DD 		 EE 		 FF 		

GG 		 HH 		 II 		

JJ 		 KK 		 LL 		

MM 		 NN 		 OO 		
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宮城県レッドリスト 20 2 2 掲載種	

現地調査において確認された宮城県レッドリスト 20 2 2 掲載種（宮城県 20 2 2）

のうち、前述のイツマデガイ科、カワザンショウ科、クビキレガイ科以外の出現

種は以下の 6 種であった(表 1)。	

・ツボミ	(図 4 A ) 	

石巻市雄勝漁港内の、復旧工事後の 1 地点で、干出した干潟上に生息するホ

ソウミニナの殻表面で確認された。宮城県内では万石浦、松島湾などに生息し

ている(宮城県 20 1 6 )。	

・アマガイ	(図 4 B ) 	

万石浦の非工事地点１地点で、潮間帯上部の岩礁部表面で確認された。宮城

県内では万石浦にのみ生息している(宮城県 20 1 6 )。	

・ウミニナ(図 4C ) 	

万石浦と松島湾の復旧工事後の地点を含む 6 地点で、干出した干潟の砂泥底

上で確認された。確認地点は全て宮城県(2 0 1 6 )または鈴木ほか(2 0 2 2 )におい

て記録のある地点であった。宮城県内では牡鹿半島以南に生息している(宮城

県 20 1 6 ) 	

・ナギサノシタタリ	(図 4 D ) 	

東松島市の非工事地点 1 地点で、潮間帯上部の転石下で確認された。宮城県

内では舞根湾と万石浦で確認されている(宮城県 20 1 6 )。	

・アカテガニ(図 4E ) 	

気仙沼大川から東松島市定川の範囲内計 6 地点(内復旧工事後の地点は 4 地

点)で、潮上帯の転石下やヨシ群落内、倒木下において確認された。宮城県内

では津谷川河口、万石浦、蒲生干潟、井土浦、広浦などに生息する	 (宮城県

20 1 6 )。	

・アカイソガニ(図 4F ) 	

気仙沼大島から東松島市宮戸島の範囲内計 12 地点(内復旧工事後の地点は 9

地点)で、海岸部の潮間帯上部転石下において確認された。宮城県内では三陸

沿岸に生息している(宮城県 20 1 6 )。	

	

表 1 .宮城レッドリスト 20 2 2 掲載種のうち、イツマデガイ科、カワザンショウ科、	

	 	 クビキレガイ科を除いた出現種一覧．	
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図 4 .宮城県レッドリスト 2 0 2 2 掲載種確認地点と個体写真. A :ツボミ、B :アマガイ、C :

ウミニナ、D :ナギサノシタタリ、E :アカテガニ、F :アカイソガニ. 	

	

おわりに	

宮城県沿岸の潮間帯上部から潮上帯に分布する巻貝類にとって、東日本大震災

やその後の復旧工事は、一時的に生息環境を大きく劣化・減少させた可能性があ

る。しかしながら、今回の調査結果により、カワザンショウ科に属する種の多く

が復旧工事後数年で工事区間でも確認されるようになり、生息域が回復している

と考えられた。また、カワザンショウ科に属する種の中には、復旧工事の保全対

象種となり、個体の移植や生息環境の創出・保全等の対策が実施されているもの

もある。保全区域が近隣に存在する事により、回復の速度が速まった可能性もあ

ることから、今後同様な工事を行う場合には、生息環境が残されるような対策を

EE 		 FF 		DD 		

BB 		 CC 		AA 		
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行う事が望まれる。一方で、オオウスイロヘソカドガイ、ヤマトクビキレは経年

による工事区間への参入が他種と比較して少なく、残存する自然護岸や震災前に

設置された護岸等の生息適地以外に生息域を広げることが難しいと考えられた。

なお、クビキレガイモドキは確認地点が著しく少ないため、今後も継続的な調査

を行うことが望まれる。	

今回確認された宮城県レッドリスト 20 2 2 掲載種のうち、沿岸部に生息するア

カイソガニおよび沿岸部や河口域に生息するアカテガニは、復旧工事後の地点で

多く確認された。両種は県内沿岸域に広く生息し、生息域も安定しているようで

ある。その他の種は、主に良好な干潟環境に生息する種であるため、現在残され

ている県内の干潟環境が引き続き保全されることが望まれる。	
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仙台湾砂浜海岸でのハマスナホリガニ Hippa truncatifrons の確認  

English t i t le：  Takeshi Yuhara (2023)  Confirmation of the mole crab 

Hippa truncatifrons  from the sandy beach in Sendai Bay

柚 原  剛

東 北 大 学 大 学 院 生 命 科 学 研 究 科

はじめに 

2022年 8月 12日 に宮 城 県 名 取 市 の「ゆりりん愛 護 会 」代 表 の大 橋 信 彦 氏 から、名 取 市 閖

上 浜 でスナホリガニ類 らしき個 体 を確 認 したとの連 絡 を受 けた。個 体 写 真 をみたところ、スナ

ホリガニ科 Hippidaeスナホリガニ属 Hippaであることは確 実 であったが、種 への識 別 点 として

挙 げられる背 面 額 角 の形 状 （加 藤 ・鈴 木 1992）が不 明 瞭 であった。また捕 獲 した個 体 は写

真 撮 影 後 に放 逐 したとのことで、標 本 は存 在 しなかった。そこで著 者 は2022年 8月 15日 に宮

城 県 名 取 市 閖 上 浜 の砂 浜 海 岸 を訪 れ（図 1）、スナホリガニ属 を2個 体 採 集 した。また2022

年 9月 27日 に宮 城 県 仙 台 市 新 浜 地 区 の砂 浜 海 岸 においても（図 １）、スナホリガニ属 3個 体

を採 集 した。いずれも採 集 方 法 は「捕 虫 網 （目 合 い5㎜）」、および「たも網 （目 合 い10㎜）」を

用 いて、汀 線 の波 打 ち際 の砂 底 を掬 い取 って篩 い、網 目 に残 った個 体 を採 集 した。

図 1．本 調 査 での採 集 地 点 （○宮 城 県 名 取 市 閖 上 、●仙 台 市 新 浜 ）、および日 本 海 側 の

分 布 北 限 地 点 （★つがる市 七 里 長 浜 ）、従 来 の太 平 洋 側 の分 布 北 限 地 点 （▲日 立 市 伊

師 浜 、■いわき市 鮫 川 河 口 ）． 
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仙台湾砂浜海岸でのハマスナホリガニ Hippa truncatifrons の確認  

English t i t le：  Takeshi Yuhara (2023)  Confirmation of the mole crab 

Hippa truncatifrons  from the sandy beach in Sendai Bay
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東 北 大 学 大 学 院 生 命 科 学 研 究 科

はじめに 
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上 浜 でスナホリガニ類 らしき個 体 を確 認 したとの連 絡 を受 けた。個 体 写 真 をみたところ、スナ

ホリガニ科 Hippidaeスナホリガニ属 Hippaであることは確 実 であったが、種 への識 別 点 として

挙 げられる背 面 額 角 の形 状 （加 藤 ・鈴 木 1992）が不 明 瞭 であった。また捕 獲 した個 体 は写

真 撮 影 後 に放 逐 したとのことで、標 本 は存 在 しなかった。そこで著 者 は2022年 8月 15日 に宮

城 県 名 取 市 閖 上 浜 の砂 浜 海 岸 を訪 れ（図 1）、スナホリガニ属 を2個 体 採 集 した。また2022

年 9月 27日 に宮 城 県 仙 台 市 新 浜 地 区 の砂 浜 海 岸 においても（図 １）、スナホリガニ属 3個 体

を採 集 した。いずれも採 集 方 法 は「捕 虫 網 （目 合 い5㎜）」、および「たも網 （目 合 い10㎜）」を

用 いて、汀 線 の波 打 ち際 の砂 底 を掬 い取 って篩 い、網 目 に残 った個 体 を採 集 した。

図 1．本 調 査 での採 集 地 点 （○宮 城 県 名 取 市 閖 上 、●仙 台 市 新 浜 ）、および日 本 海 側 の

分 布 北 限 地 点 （★つがる市 七 里 長 浜 ）、従 来 の太 平 洋 側 の分 布 北 限 地 点 （▲日 立 市 伊

師 浜 、■いわき市 鮫 川 河 口 ）． 

種名 採集場所 性 抱卵 甲長 mm 甲幅 mm 採集日時 緯度経度 保存

ハマスナホリガニ 名取市 閖上浜 雌 あり 12.7 10.1 2022年8月15日 38.164636, 140.958861 70％エタノール

ハマスナホリガニ 名取市 閖上浜 雌 あり 13.8 11.2 2022年8月15日 38.164636, 140.958861 70％エタノール

ハマスナホリガニ 仙台市 新浜地区 雄 ― 8.6 6.9 2022年9月27日 38.237008, 141.000926 70％エタノール

ハマスナホリガニ 仙台市 新浜地区 雄 ― 8.9 7.2 2022年9月27日 38.237008, 141.000926 70％エタノール

ハマスナホリガニ 仙台市 新浜地区 雄 ― 8.5 6.9 2022年9月27日 38.237008, 141.000926 70％エタノール

採集した個体はすべて研究室に持ち帰り、生体写真を撮影後、冷凍庫で保管した。その

後 70％エタノールで固定・保存した。標本は東北大学大学院生命科学研究科水圏生態

分野で保管している。  

 

 

 

 

 

                                                                          

閖 上 浜 と新 浜 地 区 のハマスナホリガニ 

日本近海に生息しているスナホリガニ属 3種の識別点として、背面額角の形状が挙げら

れる（三宅 1982、加藤・鈴木 1992）。ハマスナホリガニHippa truncatifronsでは一葉、スナホ

リガニH .  marmorataでは二葉、ミナミスナホリガニH .  adactylaでは三葉とされる。本調査で採

集したスナホリガニ属 5個体の固定標本を実体顕微鏡下で背面額角の形状を確認したとこ

ろ、背面額角がすべての個体で一葉であったので、ハマスナホリガニと同定した（図 2）。雌

雄に関しては、閖上浜で採集された2個体はいずれも抱卵していたので雌と判断した。新浜

地区で採集された3個体は、実体顕微鏡下で観察したところ、いずれも第 5脚基部に陰茎が

あり雄と判断した（加藤 ・鈴木 1992、和田 2018）。全個体の甲長・甲幅をノギスを使用して

0.1mm単位で計測した。閖上浜で採集された雌 2個体は甲長 12.7～13.8mm、甲幅 10.1～

11.2mmであり、新浜地区で採集された雄 3個体は甲長 8.5～8.9mm、甲幅 6.9～7.2mmであ

った（表１）。  

 

ハマスナホリガニの広 域 分 布 とサイズ比 較  

ハマスナホリガニは中国、台湾、および日本では鹿児島県から青森県にかけての本州・

図 2．本 調 査 で採 集 したハマスナホリガニ 5 個 体 の生 体 写 真 ．A：宮 城 県 名 取 市 閖 上 浜 産  

2 個 体 ．いずれも雌 抱 卵 個 体 ．B:宮 城 県 仙 台 市 新 浜 地 区 産 3 個 体 ．いずれの個 体 も雄 ． 

表 1．本 調 査 で確 認 された仙 台 湾 産 ハマスナホリガニ 5 個 体 の諸 元 ． 
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四 国 ・九 州 沿 岸 から記 録 されている（三 宅 1982、和 田 2018、大 久 保 2020、大 澤 2022）。本

種 は日 本 海 側 では青 森 県 つがる市 七 里 長 浜 が北 限 とされるが、太 平 洋 側 では2016年 まで

茨 城 県 日 立 市 伊 師 浜 が分 布 北 限 とされていた（大 久 保 2020）。その後 、2018、2019、2021

年 に 福 島 県 い わ き 市 鮫 川 河 口 先 の 砂 浜 で 生 息 が 確 認 さ れ （ 鈴 木 ・ 金 谷 私 信 、 環 境 省

2022）、太 平 洋 側 での分 布 北 限 とされた（図 1）。仙 台 湾 の宮 城 県 名 取 市 閖 上 浜 および仙

台 市 新 浜 地 区 は、福 島 県 いわき市 より約 150㎞北 に位 置 し、今 回 の確 認 は太 平 洋 側 での

本 種 の分 布 北 限 を更 新 したと考 えられる。  

日 本 沿 岸 における他 の地 域 の同 時 期 （7～9月 ）で甲 長 サイズの記 録 は、青 森 県 の7月 で

雄 7mm（N=3）、雌 8～17mm（N=15）であった（大 久 保 2020）。徳 島 県 の7月 では、雄 7.3～

9.5mm （ N=3 ） 、 雌 10.1 ～ 12.5mm （ N=7 ） 、 9 月 で 雄 6.9 ～ 8.8mm （ N=2 ） 、 雌 7.4 ～ 12.3mm

（N=6）であった（和 田 2018）。また静 岡 県 駿 河 湾 奥 部 の6～8月 での雄 の甲 長 サイズのモー

ドが7～8 mm（N=85）で、雌 のモードは12～13mm（N=106）を示 していた（土 井 ・鈴 木 2022）。

上 記 の既 往 文 献 との比 較 により、他 地 域 と雌 雄 別 の体 サイズに関 しては大 きな違 いがみら

れず、採 集 された仙 台 湾 のハマスナホリガニ各 個 体 は成 熟 サイズに達 していると考 えて良

い。  

仙 台 湾 名 取 市 閖 上 浜 のハマスナホリガニ雌 2個 体 は抱 卵 していたが、抱 卵 時 期 を既 往

文 献 と比 較 すると、相 模 湾 、北 陸 、三 河 湾 、駿 河 湾 では5～9月 が抱 卵 時 期 とされ（加 藤 ・鈴

木  1992、大 久 保 2015、2019、土 井 ・鈴 木 2022）、徳 島 県 、青 森 県 では7月 に抱 卵 が確 認 さ

れていることから（和 田 2018、大 久 保 2020）、仙 台 湾 の個 体 の抱 卵 時 期 との違 いはみられな

かった。また駿 河 湾 での1年 間 にわたる毎 月 の甲 長 頻 度 分 布 の結 果 から、多 くの個 体 が秋

に 着 底 し 、 翌 年 夏 の 繁 殖 後 に 1 年 間 の 寿 命 に 達 す る こ と が 示 唆 さ れ て い る （ 土 井 ・ 鈴 木

2022）。したがって、8月 に成 熟 サイズの抱 卵 個 体 が確 認 されたことは、仙 台 湾 砂 浜 海 岸 に

生 息 するハマスナホリガニは無 効 分 散 ではなく、越 冬 して定 着 している可 能 性 が高 いことが

示 唆 された。  

本種は開放的な砂浜海岸の波打ち帯に生息し、潜砂性であるため、一 見 して観 察 す

ることが難 しく、採 集 機 会 も限 られることにより、今 まで生 息 が確 認 されていなかった可 能 性 も

ある。このことから福 島 県 いわき市 以 北 から仙 台 湾 までの砂 浜 海 岸 、および仙 台 湾 以 北 の

砂 浜 海 岸 の汀 線 を丹 念 に調 査 することで、今 後 もハマスナホリガニの生 息 が確 認 される可

能 性 が高 い。しかし、東 北 地 方 太 平 洋 沿 岸 域 は東 日 本 大 震 災 以 降 、青 森 県 から千 葉 県 ま

での432kmにわたり防 潮 堤 が建 設 され（国 土 交 通 省 Webサイト）、その建 設 の影 響 により砂

浜 海 岸 の消 失 ・減 衰 も懸 念 される。本 種 は砂 浜 海 岸 の波 打 ち際 に生 息 するため、今 後 もモ

ニタリングを行 うことにより、その影 響 を見 極 める必 要 があるだろう。  
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ドが7～8 mm（N=85）で、雌 のモードは12～13mm（N=106）を示 していた（土 井 ・鈴 木 2022）。

上 記 の既 往 文 献 との比 較 により、他 地 域 と雌 雄 別 の体 サイズに関 しては大 きな違 いがみら

れず、採 集 された仙 台 湾 のハマスナホリガニ各 個 体 は成 熟 サイズに達 していると考 えて良

い。  

仙 台 湾 名 取 市 閖 上 浜 のハマスナホリガニ雌 2個 体 は抱 卵 していたが、抱 卵 時 期 を既 往

文 献 と比 較 すると、相 模 湾 、北 陸 、三 河 湾 、駿 河 湾 では5～9月 が抱 卵 時 期 とされ（加 藤 ・鈴

木  1992、大 久 保 2015、2019、土 井 ・鈴 木 2022）、徳 島 県 、青 森 県 では7月 に抱 卵 が確 認 さ

れていることから（和 田 2018、大 久 保 2020）、仙 台 湾 の個 体 の抱 卵 時 期 との違 いはみられな

かった。また駿 河 湾 での1年 間 にわたる毎 月 の甲 長 頻 度 分 布 の結 果 から、多 くの個 体 が秋

に 着 底 し 、 翌 年 夏 の 繁 殖 後 に 1 年 間 の 寿 命 に 達 す る こ と が 示 唆 さ れ て い る （ 土 井 ・ 鈴 木

2022）。したがって、8月 に成 熟 サイズの抱 卵 個 体 が確 認 されたことは、仙 台 湾 砂 浜 海 岸 に

生 息 するハマスナホリガニは無 効 分 散 ではなく、越 冬 して定 着 している可 能 性 が高 いことが

示 唆 された。  

本種は開放的な砂浜海岸の波打ち帯に生息し、潜砂性であるため、一 見 して観 察 す

ることが難 しく、採 集 機 会 も限 られることにより、今 まで生 息 が確 認 されていなかった可 能 性 も

ある。このことから福 島 県 いわき市 以 北 から仙 台 湾 までの砂 浜 海 岸 、および仙 台 湾 以 北 の

砂 浜 海 岸 の汀 線 を丹 念 に調 査 することで、今 後 もハマスナホリガニの生 息 が確 認 される可

能 性 が高 い。しかし、東 北 地 方 太 平 洋 沿 岸 域 は東 日 本 大 震 災 以 降 、青 森 県 から千 葉 県 ま

での432kmにわたり防 潮 堤 が建 設 され（国 土 交 通 省 Webサイト）、その建 設 の影 響 により砂

浜 海 岸 の消 失 ・減 衰 も懸 念 される。本 種 は砂 浜 海 岸 の波 打 ち際 に生 息 するため、今 後 もモ

ニタリングを行 うことにより、その影 響 を見 極 める必 要 があるだろう。  
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宮城県砂浜海岸でのニホンスナハマトビムシ Sinorchestia nipponensis の確認  

English t i t le：  Takeshi Yuhara, Rina Matsui (2023)  Confirmation of the Talitrid 

Amphipods Sinorchestia nipponensis  from the sandy beach in Miyagi Prefecture 

Sinorchestia nipponensis

Morino 1972 1995 2015 2016 2022 6 10

2022 6 12

Sinorchestia  2 2015

S .sinensis Morino 1972 1995 2015

2016 1  

 

 

図 1. ニホンスナハマトビムシ Sinorchestia nipponensis．aa : 生 体 写 真 （新 浜 地 区 産 ）．第 二 触

角 柄 部 の第 三 節 が前 下 方 へ突 出 している（黄 矢 印 ）．bb : 雄 の第 二 咬 脚 掌 縁 に台 地 形 の突 起

部 が確 認 できる（黄 矢 印 、お伊 勢 浜 産 標 本 ）．cc : 第 一 尾 肢 外 肢 に縁 棘 が確 認 できる（黄 色 囲 み

枠 内 、お伊 勢 浜 産 標 本 ）． 
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採集日時 緯度経度 保存 採集者

宮城県 仙台市 新浜地区 2022年6月12日 38.237008,	141.000926 70％エタノール 柚原	剛・松井里菜

福島県 新地町 釣師浜 2022年10月22日 37.877704,	140.934486 70％エタノール 柚原	剛

宮城県 七ヶ浜町 菖蒲田浜 2022年10月30日 38.289978,	141.067119 70％エタノール 松井里菜

宮城県 気仙沼市 大谷海岸 2022年10月30日 38.813690,	141.566216 70％エタノール 柚原	剛

宮城県 気仙沼市 お伊勢浜 2022年10月30日 38.824860,	141.587386 70％エタノール 柚原	剛

採集場所

2022 10 22 10 30

1 2

10

6

5 70

Morino 1972 1995 2015 2016

1996

1998

2010

2011 2020

2021

表 1．宮 城 県 および福 島 県 で確 認 されたニホンスナハマトビムシの概 要 ． 

図 2．本 調 査 での採 集 地 点 （□宮 城 県 気 仙 沼 市 お伊 勢 浜 、■気 仙 沼 市 大 谷 海 岸 、○七 ヶ浜 町

菖 蒲 田 浜 、●仙 台 市 新 浜 地 区 、☆福 島 県 新 地 町 釣 師 浜 ）、および日 本 海 側 の分 布 北 限 地 点

（▲新 潟 県 出 雲 崎 町 ）、従 来 の太 平 洋 側 の確 認 地 点 （◆宮 城 県 山 元 町 花 釜 海 岸 、★日 立 市 那

珂 湊 ）．
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2022 年の東京港の潜水調査の概要と出現種の情報  
 

  

  

 

2010

2022 1

2022 2022 2 2023 1

5

7 12

12

2 4 5 38 2022

 

 

東東 京京 港港 のの 各各 海海 浜浜 公公 園園 のの 海海 岸岸 動動 物物 相相 のの 特特 徴徴 とと 比比 較較   

2023 1

478 2022 491

2022 1 30  

 
図 1.  東 京 港 内 の潜 水 調 査 地 点 ．●と黒 字 で示 した地 点 は 2022 年 2 月 以 降 に調 査 を行 った地 点

で、○○ と灰 色 字 で示 した地 点 は 2022 年 2 月 以 降 に調 査 を行 っていない． 
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各地点の特性を多留ほか（ 2022）と合算して検討すると、調査回数の最も多いお

台場北岸は最多の 351 種で、追加種数は 30 種（以下追加種数は括弧で示す）、以下

お台場南岸 252（ 39）種、大井埠頭 241（ 24）種、城南島 343（ 44）種、大森ふる

浜 144（ 31）種であった（表 1）。各地点の出現種数と固有種数（表 1）には、多留

ほか（ 2022）と同様に弱い正の相関（R2=0.84）が見られたが、必ずしも調査回数

の多い地点で種数が多くはならなかった。また、他の種と重複する可能性の高い不

確定分類群を除外し、Dice 計数（Qs）により各地点間の類似度を検討した（表 1、
図 2）。調査地点が最も近接するお台場北岸と南岸の類似度が高く、次いで大井埠

頭、城南島と続いた。調査範囲内にヨシ原のある野鳥公園と大森ふる浜がグループ

となり、直立護岸で潮間帯環境のない船の科学館は他の地点のいずれとも類似度が

低かった。多留ほか（ 2022）では類似度の高い地点どうしは出現種数も近い値であっ

たが、今回は必ずしもそのようにはならなかった。これは調査回数が増えたことに

表 1 .  各調査地点の調査開始時期と回数、出現分類群数、2022 年 2 月以降の追加分類群数お

よび各地点間の共通計数 Qs．  

北岸 南岸

2010.1* 2020.6* 2010.1* 2020.3 2020.4 2020.6 2021.4

124*(7) 18*(5) 10* 28 (12) 26 (12) 5 5 (2)
351(30)* 252(39)* 160* 241(24) 343(44) 135 144(31)
43(33) 10(9) 8(5) 14(12) 57(46) 5(5) 2(1)

お台場海浜公園　南岸 0.742 - - - - - -
船の科学館前 0.555 0.558 - - - - -
大井埠頭中央公園 0.702 0.735 0.590 - - - -

城南島海浜公園 0.724 0.688 0.536 0.651 - - -

東京港野鳥公園 0.493 0.553 0.529 0.640 0.473 - -

大森ふるさとの浜辺公園 0.548 0.647 0.504 0.678 0.507 0.677 -
＊船の科学館前、東京港野鳥公園は多留ほか（2022）より．

固有分類群数（除魚類）

共通計数
（Qs）

城南島
海浜公園

東京港
野鳥公園

大森ふるさとの
浜辺公園

調査開始年月

調査回数（追加）

出現分類群数（追加）

大井埠頭
中央公園

船の科学
館前調査地点 お台場海浜公園

 

 

図 2.  各調査地点間の共通計数 Qs に基づくデンドログラム（群平均法）．船の科学館前、東京港

野鳥公園の出現種は多留ほか（ 2022）より．  
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図 3. タ チキガ タ ツリガ ネムシ 類 ． A: Zoothamnium niveum? ．群 体 高 約 10 mm （城 南 島 ）、 B: Z. 
plumula?．群体 高 約 3 mm（お台 場 ）．いずれも 2022 年 7 月 ．  

 

 

22 00 22 22 年年 22 月月 以以 降降 のの 調調 査査 でで 出出 現現 しし たた 海海 岸岸 生生 物物 にに 関関 すす るる 記記 録録   

2022 2

 

 

1.  

2022 7

Zoothamnium 

3A

mm 1.5 cm Bauer-Nebelsick et al.  1996 Ji et al .  2011

Bright et al.  2014

 Carchesium  spp. 

 2020

 1978

 2022

3 mm

3B

Z. plumula  Kahl,  1933 Ji  et al .  2011

1

10 mm “giant cil iate”
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Z. niveum  Ehrenberg, 1838 Bauer-Nebelsick et al  1996

Bright et al.  2014 Wo et al .  2020

 

 

2.  

2022 8 9 8 Tenellia adspersa  (Nordmann, 

1845) 4A 3 mm

4B

 2019

Tenellia pallida  

(Alder & Hancock, 1854) Baba & 

Hamatani 1963

 2019

Encarnação et al .  (2020) 

 

 

 
図 4. A: Tenellia adspersa．全長約 3 mm（城南島）．B、C: T. adspersa 棲息状況（B: お台場南岸、
C: 城南島）．D: ヒメコメツブ．殻長約 2.5 mm（お台場南岸）．2022 年 7 月（A–C）、11 月（D）．  
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図 5.  ナミウチコモチコイソメ（大井埠頭）．A: 航路際の斜面に群生する．周辺の赤色は浅所
から沈降したショウジョウケノリの遺骸．B, C: 粘液マット中の本種．濃赤色の個体はイトゴ
カイ、C の細い個体はイトミミズ亜科の一種．C 左上は浅所より落下してきたトンガリドロク
ダムシ．D: 大井埠頭産の個体．体長約 10 mm．E: 卵を保持した個体．いずれも 2022 年 3 月． 

2022 11 2 m  

Retusa minima  Yamakawa, 1911 4D

2.5 mm

2017

10 100 m

 2019 IA

 2011

 

 

2.  

2022 3 4  Ophryotrocha urbis  

J imi,  Taru & Imura, 2019 5 2015 3

2017 4

2019 Jimi et al .  2019  2020

e.g.  

 2020

 2022  

4 m
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5A  Capitella  cf .  teleta  Blake, Grassle & Eckelbarger,  

2009  Tubificinae gen. sp. 5B, C

5D Jimi et al .  2019  2020

3 4 5E 3

13 C 4 17 C  

 

Jimi et al .  2019 3 4

4 in  2022 2011 3 22

5

11

 2022 3 4

 

 

3.  

2022 7  Nymphonella tapetis  Ohshima, 

1927

2007

 1939 2020 4 1

10

5–6 mm 1–2 m

6A  1927

20 Kikuchi 1976 Ogawa & 

Matsuzaki 1985 2 2007

 2019

 2019

 2019
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図 6. A: カイヤドリウミグモ 2 個体（○印：城南島）．B: Monstrillopsis 属の一種の雌（体長約
1.8 mm：城南島）．C: カブトクラゲに捕食された Monstrillopsis  属の一種（お台場南岸）．D:  
Monstrillopsis 属の一種の雌雄のサイズ比較と雄（体長約 1.2 mm：城南島）． E: 海中の
Monstrillopsis 属の一種の雄（矢印）．右 1 個体は雌（ 2023 年 2 月  城南島）． F: 海中の
Monstrillopsis 属の一種の雌の集団（城南島）．G: 海中の Monstrillopsis 属の一種の雄の集団
（上）．雌の集団（下）に接近（城南島）．H: ナイカイツノフトソコエビと思われる種（体長
約 5 mm 城南島）． 2022 年 3 月（B、H）、 7 月（A）、 2023 年 1 月（C）、 2 月（D–G）．  

1  2010

 

2022 2 3 2023 1 2022 4

2022 11 2023 1 1.8 mm

Monstril lopsis  6B

Suárez-Morales 2018 Jeon et al.

2018 Monstril lopsis longilobata  Lee, Kim & Chang, 2016 

2023 1
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 Paraprionospio patiens  Yokoyama, 2007 

2

2023 1

2 Bolinopsis mikado  Moser,  1908 1

6C 2

 

Eduardo 2018

3

10 2 m

 

2023 2 6

1.2 mm

6D 6E

10 6F, G

 

2022 4 5 2022 3 5 mm

Orchomenella l i t toralis  Nagata,  1965

6H

Nagata 1965

Hirayama 1986 Orchomene naikaiensis

 2018 Heo & Kim 2019

 2022 Hirayama 1986

O. naikaiensis Orchomene breviceps  

Hirayama, 1986 These differences may 

be interspecific variation, and further detail  and more exact comparison must be given to 

them, but I  give up to do because Nagata (1960, 1965a) did not give the description and 

the figures to O. naikaiensis  in detail  and I have received nothing about his comments in 

spite of asking for i t . Heo & Kim 2019

Orchomenella  

Heo & Kim 2019

 

2 m

cm 20 cm
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 2022

 2018

 

 

まま とと めめ   

10

2 500

2022
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お台場北岸 お台場南岸 大井埠頭 城南島 大森ふる浜

No. 門・綱 目 科 和名 学名 351(30) 252(39) 241(24) 343(44) 144(31)

繊毛虫門�貧膜口綱�
1 ツリガネムシ目 ズータムニウム科 Zoothamnium niveum? Zoothamnium niveum Ehrenberg, 1838? ○

2 Zoothamnium plumula? Zoothamnium plumula Kahl 1933? ● ● ● ○

海綿動物門 尋常海綿綱 
3 コルク海綿目 イソカイメン科 ナミイソカイメン Halichondria (Halichondria) panicea (Pallas, 1766) ● ● ● ● ●

4 — — 尋常海綿綱 Demospongiae ● ● ● ● ●

刺胞動物門 花虫綱 
5 ハナギンチャク目 ハナギンチャク科 ムラサキハナギンチャク Cerianthus filiformis Carlgren, 1912 ● ●

6 イソギンチャク目 ムシモドキギンチャク科 ギョライムシモドキギンチャク近似
種

Edwardsia aff. alternobomen Izumi & Fujita, 2019 ●

7 ホシムシモドキ Edwardsia sipunculoides (Stimpson, 1853) ● ●

8 ホソイソギンチャク? Metedwardsia cf. akkeshi (Uchida, 1932) ○ ● ●

9 ムシモドキギンチャク科 Edwardsiidae ● ●

10 ウメボシイソギンチャク科 ヨロイイソギンチャク Anthopleura uchidai England, 1992 ● ●

11 イシワケイソギンチャク Anthopleura sp. 1 ● ● ● ●

12 Anthopleura 属の一種 Anthopleura sp. 2 ● ● ● ● ●

13 ハナワケイソギンチャク Paracondylactis sp. ● ● ● ●

14 セイタカイソギンチャク科 チギレイソギンチャク Aiptasiomorpha sp. ● ● ● ● ●

15 Andvakiidae 科? Andvakiidae 科? Andvakiidae? gen. sp. ○ ●

16 タテジマイソギンチャク科 タテジマイソギンチャク Diadumene lineata (Verrill, 1869) ● ● ● ● ●

17 — Paraiptasia 属?の一種 Paraiptasia? sp. ● ● ● ● ○

18 — ホウザワイソギンチャク Synandwakia hozawai (Uchida, 1932) ● ● ○

19 ウミエラ目 ウミサボテン科 ウミサボテン Cavernularia obesa Valenciennes, 1850 ● ●

刺胞動物門 ヒドロ虫綱 
20 花水母目 クダウミヒドラ科 ベニクダウミヒドラ Ectopleura crocea (Agassiz, 1862) ● ● ● ● ●

21 クダウミヒドラ科 Tubulariidae ○

22 エダアシクラゲ科 エダアシクラゲ Cladonema pacificum Naumov, 1955 ○

23 タマウミヒドラ科 カミクラゲ Spirocodon saltatorix (Tilesius, 1818) ● ● ●

24 エダクラゲ科 ドフラインクラゲ Nemopsis dofleini Maas, 1909 ●

25 エダウミヒドラ科 フトエダウミヒドラ Eudendrium rameum (Pallas, 1766) ●

26 軟水母目 オワンクラゲ科 オワンクラゲ Aequorea coerulescens (Brandt, 1835) ●

27 ホソガヤ科 ホソガヤ科 Haleciidae ● ● ● ●

28 ウミシバ科 ウミシバ科 Sertulariidae ○ ● ● ●

29 硬水母目 オオカラカサクラゲ科 カラカサクラゲ Liriope tetraphylla (Chamisso & Eysenhardt, 1821) ● ●

30 淡水水母目 ハナガサクラゲ科 カギノテクラゲ Gonionemus vertens A. Agassiz, 1862 ○

31 — — ヒドロ虫綱 Hydrozoa ● ● ● ● ●

刺胞動物門 鉢虫綱 
32 旗口水母目 ミズクラゲ科 ミズクラゲ Aurelia cf. coerulea von Lendenfeld, 1884 ● ● ● ● ●

33 オキクラゲ科 アカクラゲ Chrysaora pacifica (Götte, 1886) ● ● ● ● ●

有櫛動物門 有触手綱 
34 カブトクラゲ目 カブトクラゲ科 カブトクラゲ Bolinopsis mikado Moser, 1908 ● ● ● ●

35 カブトヘンゲクラゲ科 カブトヘンゲクラゲ Lobatolampea tetragona Horita, 2000 ● ●

36 チョウクラゲ科 チョウクラゲ Ocyropsis fusca (Rang, 1828) ●

有櫛動物門 無触手綱 
37 ウリクラゲ目 ウリクラゲ科 カンパナウリクラゲ Beroe campana Komai, 1918 ● ○ ●

38 ウリクラゲ Beroe cf. cucumis Fabricius, 1780 ● ● ● ●

扁形動物門 有棒状体綱 
39 多岐腸目 ウスヒラムシ科 ウスヒラムシ科の一種 Notoplanidae gen. sp. ●

40 スチロヒラムシ科 スチロヒラムシ科の一種 Stylochidae gen. sp. ● ● ● ● ●

41 — 多岐腸目 Polycladida ● ● ● ●

42 — — "ウズムシ類" Rhabditophora ●

紐形動物門 古紐虫綱 
43 ホソヒモムシ目 ケファロツリックス科 ホソヒモムシ Cephalothrix sp. ●

44 クリゲヒモムシ目 クリゲヒモムシ科 クリゲヒモムシ Tubulanus punctatus (Takakura, 1898) ○ ●

45 カリノマ目 カリノマ科 Carinoma 属の一種 Carinoma sp. ●

紐形動物門 担帽綱 
46 異紐虫目 リネウス科 ナミヒモムシ Cerebratulus communis Takakura, 1898 ● ○ ● ●

47 Lineopselloides albilineus Lineopselloides albilineus Gibson, 1990 ● ● ○ ●

紐形動物門 針紐虫綱 
48 単針目 マダラヒモムシ科 Nipponnemertes 属?の一種 Nipponnemertes? sp. ●

49 ホソミドリヒモムシ科 ホソミドリヒモムシ Emplectonema gracile (Johnston, 1837) ●

50 Nemertopsis 属?の一種 Nemertopsis? sp. ●

51 メノコヒモムシ科 メノコヒモムシ? Quasitetrastemma nigrifrons (Coe, 1904)? ●

52 Tetrastemma 属?の一種 Tetrastemma? sp. ●

53 — — 紐形動物門 Nemertea ● ○ ● ●

毛顎動物門 現生矢虫綱 
54 無膜筋目 ヤムシ科 ナイカイヤムシ（マントヤムシ） Aidanosagitta crassa (Tokioka, 1938) ●

軟体動物門 腹足綱
55 ヨメガカサ目 コガモガイ科 コウダカアオガイ Nipponacmea concinna (Lischke, 1870) ●

56 アマオブネ目 アマオブネ科 アマガイ Nerita japonica Dunker, 1861 ●

57 オニノツノガイ目 ウミニナ科 ホソウミニナ Batillaria attramentaria (A. Adams, 1855) ●

58 エゾタマキビ目 タマキビ科 アラレタマキビ Echinolittorina radiata (Souleyet, 1852) ○ ● ● ●

59 タマキビ Littorina brevicula (Philippi, 1844) ● ● ● ● ○

60 オニノツノガイ目 ウキツボ科 シマハマツボ Alaba picta (A. Adams, 1861) ● ●

61 エゾタマキビ目 リソツボ科 タニシツボ Voorwindia cf. paludinoides (Yokoyama, 1927) ●

62 カワザンショウ科 キントンイロカワザンショウ Angustassiminea aff. satumana Habe, 1942 ● ● ●

63 オオウスイロヘソカド Paludinellassiminea tanegashimae (Pilsbry, 1924) ●

64 ミズゴマツボ科 エドガワミズゴマツボ Stenothyra edogawensis (Yokoyama, 1927) ● ○

65 タマガイ科 ツメタガイ Neverita didyma (Röding, 1798) ● ● ● ●

66 ホソヤツメタ Neverita didyma hosoyai (Kira, 1959) ●

67 エゾタマガイ Cryptonatica janthostomoides (Kuroda & Habe, 1949) ●

68 イトカケガイ科 クレハガイ Epitonium clementinum (Grateloup, 1840) ●

69 カリバガサ目 カリバガサ科 シマメノウフネガイ Crepidula onyx G.B. Sowerby I, 1824 ● ● ● ● ●

70 ヤツシロガイ目 フジツガイ科 カコボラ Monoplex parthenopeus (Salis Marschlins, 1793) ●

付表． 東京港の潜水観察で2023年1月までに記録された海岸動物および繊毛虫．学名の命名者と記載文の著者が異なる種は，命名者名のみ示した．
各調査地の下の値は通算種数（追加種数）．●：2022年1月以前から確認されている種，○：2022年2月以降に新規に確認された種．

付表（続1）
No. 門・綱 目 科 和名 学名 お台場北岸 お台場南岸 大井埠頭 城南島 大森ふる浜

71 新腹足目 タモトガイ科 ムギガイ Mitrella bicincta (A. Gould, 1860) ● ● ● ●

72 オリイレヨフバイ科 ムシロガイ Nassarius livescens (Philippi, 1849) ● ● ● ●

73 アラムシロ Reticunassa festiva (Powys, 1835) ● ● ● ● ●

74 アッキガイ科 アカニシ Rapana venosa venosa (Valenciennes, 1846) ● ● ● ● ●

75 レイシ Reishia bronni (Dunker, 1861) ● ● ● ●

76 イボニシ Reishia clavigera (Küster, 1860) ● ● ● ● ●

77 外鰓目 カクメイ科 Cornirostra 属の一種 Cornirostra sp. ●

78 異形目 ガクバンゴウナ科 イリエゴウナ Ebala sp. 1 ● ● ●

79 オオシイノミガイ目 オオシイノミガイ科 ムラクモキジビキガイ Japanacteon nipponensis (Yamakawa, 1911) ●

80 マメウラシマ目 マメウラシマ科 マメウラシマ Ringicula doliaris A. Gould, 1860 ● ●

81 フシエラガイ目 ウミフクロウ科 ウミフクロウ Pleurobranchaea japonica Thiele, 1925 ● ●

82 裸鰓目 ド—リス科 ヤマトウミウシ Homoiodoris japonica Bergh, 1882 ●

83 フジタウミウシ科 クロコソデウミウシ Polycera hedgpethi Er. Marcus, 1964 ● ○ ● ●

84 ネコジタウミウシ科 ヒメイバラウミウシ Okenia plana Baba, 1960 ● ●

85 クロシタナシウミウシ科 クロシタナシウミウシ Dendrodoris arborescens (Collingwood, 1881) ● ● ●

86 フジエラミノウミウシ科 コウワンミノウミウシ "Cuthona" cf. perca (Er. Marcus, 1958) ●

87 Tenellia adspersa Tenellia adspersa (Nordmann, 1845) ○ ○

88 オオミノウミウシ科 サラームミノウミウシ Baeolidia cf. salaamica (Rudman, 1982) ●

89 カスミミノウミウシ Cerberilla asamusiensis Baba, 1940 ○

90 イロミノウミウシ Spurilla braziliana MacFarland, 1909 ●

91 ヨツスジミノウミウシ科 スナチゴミノウミウシ Favorinus sp. 2 ● ●

92 アカエラミノウミウシ Sakuraeolis enosimensis (Baba, 1930) ● ● ○ ● ○

93 裸鰓目 — 裸鰓目 Nudibranchia ● ●

94 頭楯目 ブドウガイ科 カミスジカイコガイダマシ Cylichnatys yamakawai (Yokoyama, 1920) ● ● ○

95 キセワタ科 キセワタ Philine orientalis A. Adams, 1855 ● ● ●

96 カノコキセワタ科 ヤミヨキセワタ Melanochlamys fukudai Cooke et al., 2014 ● ● ○

97 タソガレキセワタ Melanochlamys kohi Cooke et al., 2014 ● ○

98 カノコキセワタ Philinopsis cf. gigliolii (Tapparone-Canefri, 1874) ● ●

99 — キセワタ上科の一種 Philinoidea fam. gen. sp. ● ●

100 ヘコミツララ科 ヒメコメツブ Retusa minima Yamakawa, 1911 ○

101 クダタマガイ科 コメツブガイ Decorifer insignis (Pilsbry, 1904) ○

102 マツシマコメツブ Decorifer matusimanus (Nomura, 1939) ●

103 アメフラシ目 アメフラシ科 アメフラシ Aplysia kurodai (Baba, 1937) ○

104 トゲアメフラシ Bursatella leachii de Blainville, 1817 ● ● ● ● ●

105 トウガタガイ目 トウガタガイ科 シオガマクチキレ Brachystomia siogamensis (Nomura, 1936) ● ○

106 ヒガタヨコイトカケギリ Cingulina aff. circinata A. Adams, 1860 ● ● ●

107 ヨコイトカケギリダマシ Cingulina terebra (Dunker, 1861) ● ○ ●

108 ミスジヨコイトカケギリ Cingulina triarata (Pilsbry, 1904) ●

109 “Odostomia” 属の一種 “Odostomia” sp. ● ●

110 ダイヤルクチキレ Parthenina littoralis (A. Adams, 1861) ●

111 ヌカルミクチキレ "Sayella" sp. A ● ●

112 シロイトカケギリ Turbonilla candida (A. Adams, 1855) ● ● ● ● ●

113 コウダカカラマツ目 コウダカカラマツ科 カラマツガイ Siphonaria japonica (Donovan, 1824) ●

114 嚢舌目 チドリミドリガイ科 クロミドリガイ Elysia atroviridis Baba, 1955 ●

115 イズミミドリガイ Elysia nigrocapitata Baba, 1957 ●

116 カンランウミウシ科 クロモウミウシ Aplysiopsis nigra (Baba, 1949) ●

117 ハダカモウミウシ科 アリモウミウシ Ercolania boodleae (Baba, 1938) ● ● ● ● ●

118 ミドリアマモウミウシ Placida babai Ev. Marcus, 1982 ●

119 ベルグウミウシ Stiliger berghi Baba, 1937 ●

120 オカミミガイ目 オカミミガイ科 ナギサノシタタリ Microtralia acteocinoides Kuroda & Habe, 1961 ●

軟体動物門 二枚貝綱
121 イガイ目 イガイ科 ムラサキイガイ Mytilus galloprovincialis Lamarck, 1819 ● ● ● ● ●

122 ミドリイガイ Perna viridis (Linnaeus, 1758) ● ● ● ● ●

123 ホトトギス Musculista senhousia (Benson, 1842) ● ● ● ● ●

124 コウロエンカワヒバリ Xenostrobus securis (Lamarck, 1819) ● ● ● ● ●

125 コケガラス Modiolus modulaides (Röding, 1798) ○ ○

126 フネガイ目 フネガイ科 アカガイ Anadara broughtonii (Schrenck, 1867) ○

127 サルボオ Anadara kagoshimensis (Tokunaga, 1906) ● ● ● ● ●

128 ナミマガシワ科 ナミマガシワ Anomia chinensis Philippi, 1849 ○

129 カキ目 イタボガキ科 マガキ Crassostrea gigas (Thunberg, 1793) ● ● ● ● ●

130 ネリガイ目 オキナガイ科 ソトオリガイ Exolaternula liautaudi (Mittre, 1844) ● ●

131 マテガイ目 マテガイ科 エゾマテガイ Solen krusensterni Schrenck, 1867 ● ● ●

132 マテガイ Solen strictus A. Gould, 1861 ● ○ ●

133 ウロコガイ目 ウロコガイ科 オウギウロコガイ Galeommella utinomii Habe, 1958 ●

134 ザルガイ目 ザルガイ科 トリガイ Fulvia mutica (Reeve, 1844) ● ●

135 ドブシジミ目 ニッコウガイ科 ユウシオガイ Jitlada culter (Hanley, 1844) ●

136 サビシラトリ Limecola contabulata (Deshayes, 1855) ● ●

137 ヒメシラトリ Macoma incongrua (von Martens, 1865) ● ● ● ● ●

138 ゴイサギ Macoma tokyoensis Makiyama, 1927 ●

139 サクラガイ Nitidotellina hokkaidoensis (Habe, 1961) ● ● ●

140 シオサザナミ科 イソシジミ Nuttallia japonica (Reeve, 1857) ● ●

141 アサジガイ科 シズクガイ Theora lubrica A. Gould, 1861 ● ● ● ● ●

142 マルスダレガイ目 バカガイ科 バカガイ Mactra chinensis Philippi, 1846 ●

143 シオフキ Mactra quadrangularis Reeve, 1854 ● ● ● ●

144 チトセノハナガイ科 チヨノハナガイ Raeta pulchella (A. Adams & Reeve, 1850) ● ● ○ ● ●

145 フナガタガイ科 ウネナシトマヤ Neotrapezium liratum (Reeve, 1843) ● ● ●

146 マルスダレガイ科 カガミガイ Dosinia japonica (Reeve, 1850) ● ○ ● ●

147 ホンビノスガイ Mercenaria mercenaria (Linnaeus, 1758) ● ● ● ● ●

148 ハマグリ近似種 Meretrix aff. lusoria (Röding, 1798) ● ● ●

149 アサリ Ruditapes philippinarum (A. Adams & Reeve, 1850) ● ● ● ● ●

150 ウスカラシオツガイ Petricola sp. ● ● ● ● ○

151 シジミ科 ヤマトシジミ Corbicula japonica Prime, 1864 ● ●

152 オオノガイ目 カワホトトギス科 イガイダマシ Mytilopsis sallei (Récluz, 1849) ● ● ● ●

153 オオノガイ科 ヒメマスオ Cryptomya busoensis Yokoyama, 1922 ● ● ●

154 オオノガイ Mya japonica Jay, 1857 ● ○
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お台場北岸 お台場南岸 大井埠頭 城南島 大森ふる浜

No. 門・綱 目 科 和名 学名 351(30) 252(39) 241(24) 343(44) 144(31)

繊毛虫門�貧膜口綱�
1 ツリガネムシ目 ズータムニウム科 Zoothamnium niveum? Zoothamnium niveum Ehrenberg, 1838? ○

2 Zoothamnium plumula? Zoothamnium plumula Kahl 1933? ● ● ● ○

海綿動物門 尋常海綿綱 
3 コルク海綿目 イソカイメン科 ナミイソカイメン Halichondria (Halichondria) panicea (Pallas, 1766) ● ● ● ● ●

4 — — 尋常海綿綱 Demospongiae ● ● ● ● ●

刺胞動物門 花虫綱 
5 ハナギンチャク目 ハナギンチャク科 ムラサキハナギンチャク Cerianthus filiformis Carlgren, 1912 ● ●

6 イソギンチャク目 ムシモドキギンチャク科 ギョライムシモドキギンチャク近似
種

Edwardsia aff. alternobomen Izumi & Fujita, 2019 ●

7 ホシムシモドキ Edwardsia sipunculoides (Stimpson, 1853) ● ●

8 ホソイソギンチャク? Metedwardsia cf. akkeshi (Uchida, 1932) ○ ● ●

9 ムシモドキギンチャク科 Edwardsiidae ● ●

10 ウメボシイソギンチャク科 ヨロイイソギンチャク Anthopleura uchidai England, 1992 ● ●

11 イシワケイソギンチャク Anthopleura sp. 1 ● ● ● ●

12 Anthopleura 属の一種 Anthopleura sp. 2 ● ● ● ● ●

13 ハナワケイソギンチャク Paracondylactis sp. ● ● ● ●

14 セイタカイソギンチャク科 チギレイソギンチャク Aiptasiomorpha sp. ● ● ● ● ●

15 Andvakiidae 科? Andvakiidae 科? Andvakiidae? gen. sp. ○ ●

16 タテジマイソギンチャク科 タテジマイソギンチャク Diadumene lineata (Verrill, 1869) ● ● ● ● ●

17 — Paraiptasia 属?の一種 Paraiptasia? sp. ● ● ● ● ○

18 — ホウザワイソギンチャク Synandwakia hozawai (Uchida, 1932) ● ● ○

19 ウミエラ目 ウミサボテン科 ウミサボテン Cavernularia obesa Valenciennes, 1850 ● ●

刺胞動物門 ヒドロ虫綱 
20 花水母目 クダウミヒドラ科 ベニクダウミヒドラ Ectopleura crocea (Agassiz, 1862) ● ● ● ● ●

21 クダウミヒドラ科 Tubulariidae ○

22 エダアシクラゲ科 エダアシクラゲ Cladonema pacificum Naumov, 1955 ○

23 タマウミヒドラ科 カミクラゲ Spirocodon saltatorix (Tilesius, 1818) ● ● ●

24 エダクラゲ科 ドフラインクラゲ Nemopsis dofleini Maas, 1909 ●

25 エダウミヒドラ科 フトエダウミヒドラ Eudendrium rameum (Pallas, 1766) ●

26 軟水母目 オワンクラゲ科 オワンクラゲ Aequorea coerulescens (Brandt, 1835) ●

27 ホソガヤ科 ホソガヤ科 Haleciidae ● ● ● ●

28 ウミシバ科 ウミシバ科 Sertulariidae ○ ● ● ●

29 硬水母目 オオカラカサクラゲ科 カラカサクラゲ Liriope tetraphylla (Chamisso & Eysenhardt, 1821) ● ●

30 淡水水母目 ハナガサクラゲ科 カギノテクラゲ Gonionemus vertens A. Agassiz, 1862 ○

31 — — ヒドロ虫綱 Hydrozoa ● ● ● ● ●

刺胞動物門 鉢虫綱 
32 旗口水母目 ミズクラゲ科 ミズクラゲ Aurelia cf. coerulea von Lendenfeld, 1884 ● ● ● ● ●

33 オキクラゲ科 アカクラゲ Chrysaora pacifica (Götte, 1886) ● ● ● ● ●

有櫛動物門 有触手綱 
34 カブトクラゲ目 カブトクラゲ科 カブトクラゲ Bolinopsis mikado Moser, 1908 ● ● ● ●

35 カブトヘンゲクラゲ科 カブトヘンゲクラゲ Lobatolampea tetragona Horita, 2000 ● ●

36 チョウクラゲ科 チョウクラゲ Ocyropsis fusca (Rang, 1828) ●

有櫛動物門 無触手綱 
37 ウリクラゲ目 ウリクラゲ科 カンパナウリクラゲ Beroe campana Komai, 1918 ● ○ ●

38 ウリクラゲ Beroe cf. cucumis Fabricius, 1780 ● ● ● ●

扁形動物門 有棒状体綱 
39 多岐腸目 ウスヒラムシ科 ウスヒラムシ科の一種 Notoplanidae gen. sp. ●

40 スチロヒラムシ科 スチロヒラムシ科の一種 Stylochidae gen. sp. ● ● ● ● ●

41 — 多岐腸目 Polycladida ● ● ● ●

42 — — "ウズムシ類" Rhabditophora ●

紐形動物門 古紐虫綱 
43 ホソヒモムシ目 ケファロツリックス科 ホソヒモムシ Cephalothrix sp. ●

44 クリゲヒモムシ目 クリゲヒモムシ科 クリゲヒモムシ Tubulanus punctatus (Takakura, 1898) ○ ●

45 カリノマ目 カリノマ科 Carinoma 属の一種 Carinoma sp. ●

紐形動物門 担帽綱 
46 異紐虫目 リネウス科 ナミヒモムシ Cerebratulus communis Takakura, 1898 ● ○ ● ●

47 Lineopselloides albilineus Lineopselloides albilineus Gibson, 1990 ● ● ○ ●

紐形動物門 針紐虫綱 
48 単針目 マダラヒモムシ科 Nipponnemertes 属?の一種 Nipponnemertes? sp. ●

49 ホソミドリヒモムシ科 ホソミドリヒモムシ Emplectonema gracile (Johnston, 1837) ●

50 Nemertopsis 属?の一種 Nemertopsis? sp. ●

51 メノコヒモムシ科 メノコヒモムシ? Quasitetrastemma nigrifrons (Coe, 1904)? ●

52 Tetrastemma 属?の一種 Tetrastemma? sp. ●

53 — — 紐形動物門 Nemertea ● ○ ● ●

毛顎動物門 現生矢虫綱 
54 無膜筋目 ヤムシ科 ナイカイヤムシ（マントヤムシ） Aidanosagitta crassa (Tokioka, 1938) ●

軟体動物門 腹足綱
55 ヨメガカサ目 コガモガイ科 コウダカアオガイ Nipponacmea concinna (Lischke, 1870) ●

56 アマオブネ目 アマオブネ科 アマガイ Nerita japonica Dunker, 1861 ●

57 オニノツノガイ目 ウミニナ科 ホソウミニナ Batillaria attramentaria (A. Adams, 1855) ●

58 エゾタマキビ目 タマキビ科 アラレタマキビ Echinolittorina radiata (Souleyet, 1852) ○ ● ● ●

59 タマキビ Littorina brevicula (Philippi, 1844) ● ● ● ● ○

60 オニノツノガイ目 ウキツボ科 シマハマツボ Alaba picta (A. Adams, 1861) ● ●

61 エゾタマキビ目 リソツボ科 タニシツボ Voorwindia cf. paludinoides (Yokoyama, 1927) ●

62 カワザンショウ科 キントンイロカワザンショウ Angustassiminea aff. satumana Habe, 1942 ● ● ●

63 オオウスイロヘソカド Paludinellassiminea tanegashimae (Pilsbry, 1924) ●

64 ミズゴマツボ科 エドガワミズゴマツボ Stenothyra edogawensis (Yokoyama, 1927) ● ○

65 タマガイ科 ツメタガイ Neverita didyma (Röding, 1798) ● ● ● ●

66 ホソヤツメタ Neverita didyma hosoyai (Kira, 1959) ●

67 エゾタマガイ Cryptonatica janthostomoides (Kuroda & Habe, 1949) ●

68 イトカケガイ科 クレハガイ Epitonium clementinum (Grateloup, 1840) ●

69 カリバガサ目 カリバガサ科 シマメノウフネガイ Crepidula onyx G.B. Sowerby I, 1824 ● ● ● ● ●

70 ヤツシロガイ目 フジツガイ科 カコボラ Monoplex parthenopeus (Salis Marschlins, 1793) ●

付表． 東京港の潜水観察で2023年1月までに記録された海岸動物および繊毛虫．学名の命名者と記載文の著者が異なる種は，命名者名のみ示した．
各調査地の下の値は通算種数（追加種数）．●：2022年1月以前から確認されている種，○：2022年2月以降に新規に確認された種．

付表（続1）
No. 門・綱 目 科 和名 学名 お台場北岸 お台場南岸 大井埠頭 城南島 大森ふる浜

71 新腹足目 タモトガイ科 ムギガイ Mitrella bicincta (A. Gould, 1860) ● ● ● ●

72 オリイレヨフバイ科 ムシロガイ Nassarius livescens (Philippi, 1849) ● ● ● ●

73 アラムシロ Reticunassa festiva (Powys, 1835) ● ● ● ● ●

74 アッキガイ科 アカニシ Rapana venosa venosa (Valenciennes, 1846) ● ● ● ● ●

75 レイシ Reishia bronni (Dunker, 1861) ● ● ● ●

76 イボニシ Reishia clavigera (Küster, 1860) ● ● ● ● ●

77 外鰓目 カクメイ科 Cornirostra 属の一種 Cornirostra sp. ●

78 異形目 ガクバンゴウナ科 イリエゴウナ Ebala sp. 1 ● ● ●

79 オオシイノミガイ目 オオシイノミガイ科 ムラクモキジビキガイ Japanacteon nipponensis (Yamakawa, 1911) ●

80 マメウラシマ目 マメウラシマ科 マメウラシマ Ringicula doliaris A. Gould, 1860 ● ●

81 フシエラガイ目 ウミフクロウ科 ウミフクロウ Pleurobranchaea japonica Thiele, 1925 ● ●

82 裸鰓目 ド—リス科 ヤマトウミウシ Homoiodoris japonica Bergh, 1882 ●

83 フジタウミウシ科 クロコソデウミウシ Polycera hedgpethi Er. Marcus, 1964 ● ○ ● ●

84 ネコジタウミウシ科 ヒメイバラウミウシ Okenia plana Baba, 1960 ● ●

85 クロシタナシウミウシ科 クロシタナシウミウシ Dendrodoris arborescens (Collingwood, 1881) ● ● ●

86 フジエラミノウミウシ科 コウワンミノウミウシ "Cuthona" cf. perca (Er. Marcus, 1958) ●

87 Tenellia adspersa Tenellia adspersa (Nordmann, 1845) ○ ○

88 オオミノウミウシ科 サラームミノウミウシ Baeolidia cf. salaamica (Rudman, 1982) ●

89 カスミミノウミウシ Cerberilla asamusiensis Baba, 1940 ○

90 イロミノウミウシ Spurilla braziliana MacFarland, 1909 ●

91 ヨツスジミノウミウシ科 スナチゴミノウミウシ Favorinus sp. 2 ● ●

92 アカエラミノウミウシ Sakuraeolis enosimensis (Baba, 1930) ● ● ○ ● ○

93 裸鰓目 — 裸鰓目 Nudibranchia ● ●

94 頭楯目 ブドウガイ科 カミスジカイコガイダマシ Cylichnatys yamakawai (Yokoyama, 1920) ● ● ○

95 キセワタ科 キセワタ Philine orientalis A. Adams, 1855 ● ● ●

96 カノコキセワタ科 ヤミヨキセワタ Melanochlamys fukudai Cooke et al., 2014 ● ● ○

97 タソガレキセワタ Melanochlamys kohi Cooke et al., 2014 ● ○

98 カノコキセワタ Philinopsis cf. gigliolii (Tapparone-Canefri, 1874) ● ●

99 — キセワタ上科の一種 Philinoidea fam. gen. sp. ● ●

100 ヘコミツララ科 ヒメコメツブ Retusa minima Yamakawa, 1911 ○

101 クダタマガイ科 コメツブガイ Decorifer insignis (Pilsbry, 1904) ○

102 マツシマコメツブ Decorifer matusimanus (Nomura, 1939) ●

103 アメフラシ目 アメフラシ科 アメフラシ Aplysia kurodai (Baba, 1937) ○

104 トゲアメフラシ Bursatella leachii de Blainville, 1817 ● ● ● ● ●

105 トウガタガイ目 トウガタガイ科 シオガマクチキレ Brachystomia siogamensis (Nomura, 1936) ● ○

106 ヒガタヨコイトカケギリ Cingulina aff. circinata A. Adams, 1860 ● ● ●

107 ヨコイトカケギリダマシ Cingulina terebra (Dunker, 1861) ● ○ ●

108 ミスジヨコイトカケギリ Cingulina triarata (Pilsbry, 1904) ●

109 “Odostomia” 属の一種 “Odostomia” sp. ● ●

110 ダイヤルクチキレ Parthenina littoralis (A. Adams, 1861) ●

111 ヌカルミクチキレ "Sayella" sp. A ● ●

112 シロイトカケギリ Turbonilla candida (A. Adams, 1855) ● ● ● ● ●

113 コウダカカラマツ目 コウダカカラマツ科 カラマツガイ Siphonaria japonica (Donovan, 1824) ●

114 嚢舌目 チドリミドリガイ科 クロミドリガイ Elysia atroviridis Baba, 1955 ●

115 イズミミドリガイ Elysia nigrocapitata Baba, 1957 ●

116 カンランウミウシ科 クロモウミウシ Aplysiopsis nigra (Baba, 1949) ●

117 ハダカモウミウシ科 アリモウミウシ Ercolania boodleae (Baba, 1938) ● ● ● ● ●

118 ミドリアマモウミウシ Placida babai Ev. Marcus, 1982 ●

119 ベルグウミウシ Stiliger berghi Baba, 1937 ●

120 オカミミガイ目 オカミミガイ科 ナギサノシタタリ Microtralia acteocinoides Kuroda & Habe, 1961 ●

軟体動物門 二枚貝綱
121 イガイ目 イガイ科 ムラサキイガイ Mytilus galloprovincialis Lamarck, 1819 ● ● ● ● ●

122 ミドリイガイ Perna viridis (Linnaeus, 1758) ● ● ● ● ●

123 ホトトギス Musculista senhousia (Benson, 1842) ● ● ● ● ●

124 コウロエンカワヒバリ Xenostrobus securis (Lamarck, 1819) ● ● ● ● ●

125 コケガラス Modiolus modulaides (Röding, 1798) ○ ○

126 フネガイ目 フネガイ科 アカガイ Anadara broughtonii (Schrenck, 1867) ○

127 サルボオ Anadara kagoshimensis (Tokunaga, 1906) ● ● ● ● ●

128 ナミマガシワ科 ナミマガシワ Anomia chinensis Philippi, 1849 ○

129 カキ目 イタボガキ科 マガキ Crassostrea gigas (Thunberg, 1793) ● ● ● ● ●

130 ネリガイ目 オキナガイ科 ソトオリガイ Exolaternula liautaudi (Mittre, 1844) ● ●

131 マテガイ目 マテガイ科 エゾマテガイ Solen krusensterni Schrenck, 1867 ● ● ●

132 マテガイ Solen strictus A. Gould, 1861 ● ○ ●

133 ウロコガイ目 ウロコガイ科 オウギウロコガイ Galeommella utinomii Habe, 1958 ●

134 ザルガイ目 ザルガイ科 トリガイ Fulvia mutica (Reeve, 1844) ● ●

135 ドブシジミ目 ニッコウガイ科 ユウシオガイ Jitlada culter (Hanley, 1844) ●

136 サビシラトリ Limecola contabulata (Deshayes, 1855) ● ●

137 ヒメシラトリ Macoma incongrua (von Martens, 1865) ● ● ● ● ●

138 ゴイサギ Macoma tokyoensis Makiyama, 1927 ●

139 サクラガイ Nitidotellina hokkaidoensis (Habe, 1961) ● ● ●

140 シオサザナミ科 イソシジミ Nuttallia japonica (Reeve, 1857) ● ●

141 アサジガイ科 シズクガイ Theora lubrica A. Gould, 1861 ● ● ● ● ●

142 マルスダレガイ目 バカガイ科 バカガイ Mactra chinensis Philippi, 1846 ●

143 シオフキ Mactra quadrangularis Reeve, 1854 ● ● ● ●

144 チトセノハナガイ科 チヨノハナガイ Raeta pulchella (A. Adams & Reeve, 1850) ● ● ○ ● ●

145 フナガタガイ科 ウネナシトマヤ Neotrapezium liratum (Reeve, 1843) ● ● ●

146 マルスダレガイ科 カガミガイ Dosinia japonica (Reeve, 1850) ● ○ ● ●

147 ホンビノスガイ Mercenaria mercenaria (Linnaeus, 1758) ● ● ● ● ●

148 ハマグリ近似種 Meretrix aff. lusoria (Röding, 1798) ● ● ●

149 アサリ Ruditapes philippinarum (A. Adams & Reeve, 1850) ● ● ● ● ●

150 ウスカラシオツガイ Petricola sp. ● ● ● ● ○

151 シジミ科 ヤマトシジミ Corbicula japonica Prime, 1864 ● ●

152 オオノガイ目 カワホトトギス科 イガイダマシ Mytilopsis sallei (Récluz, 1849) ● ● ● ●

153 オオノガイ科 ヒメマスオ Cryptomya busoensis Yokoyama, 1922 ● ● ●

154 オオノガイ Mya japonica Jay, 1857 ● ○
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付表（続2）
No. 門・綱 目 科 和名 学名 お台場北岸 お台場南岸 大井埠頭 城南島 大森ふる浜

軟体動物門 頭足綱
155 ヒメイカ目 ヒメイカ科 ヒメイカ Idiosepius paradoxus (Ortmann, 1888) ● ● ●

156 — — 十腕形上目 Decapodiformes ●

157 八腕形目 — 八腕形目 Octopoda ● ●

環形動物門�ー�
158 （サシバゴカイ類） チロリ科 ヒガタチロリ Glycera macintoshi Grube, 1877 ● ●

159 チロリ Glycera nicobarica Grube, 1866 ● ● ● ●

160 Glycera 属 Glycera sp. or spp. ● ● ● ●

161 ニカイチロリ科 チャメチヨリ Glycinde wireni Arwidsson, 1899 ● ● ●

162 シリス科 カキモトシリス Myrianida pachycera (Augener, 1913) ●

163 ミスジシリス Proceraea prismatica (O.F. Müller, 1776) ●

164 シロマダラシリス Syllis adamantea (Treadwell, 1914) ● ● ● ● ○

165 Syllis 属の一種 Syllis sp. ○ ●

166 シリス科 Syllidae ● ●

167 ウロコムシ科 マダラウロコムシ Harmothoe cf. imbricata (Linné, 1767) ● ● ● ● ●

168 サンハチウロコムシ Hermilepidonotus helotypus (Grube, 1877) ● ● ●

169 ウロコムシ亜科の一種 Polynoinae gen. sp. ○ ○ ○

170 Ophthalmonoe 属?の一種 Ophthalmonoe? sp. ● ●

171 ウロコムシ科 Polynoidae ● ○ ●

172 ゴカイ科 オイワケゴカイ Namanereis littoralis (Grube, 1872) complex ● ●

173 コケゴカイ Simplisetia erythraeensis (Fauvel, 1918) ● ● ●

174 ツルヒゲゴカイ Platynereis bicanaliculata (Baird, 1863) ○

175 ヤマトカワゴカイ Hediste diadroma Sato & Nakashima, 2003 ● ● ● ●

176 アシナガゴカイ Neanthes succinea (Leuckart, 1847) ● ● ● ● ●

177 オウギゴカイ Nectoneanthes oxypoda (Marenzeller, 1879) ● ● ●

178 マサゴゴカイ Nereis multignatha Imajima & Hartman, 1964 ○

179 シロガネゴカイ科 ハヤテシロガネゴカイ Nephtys caeca (Fabricius, 1780) ● ●

180 コクチョウシロガネゴカイ Nephtys californiensis (Hartman, 1938) ●

181 コクテンシロガネゴカイ Nephtys neopolybranchia Imajima & Takeda, 1987 ●

182 ミナミシロガネゴカイ Nephtys polybranchia Southern, 1921 ● ● ● ● ●

183 Nephtys 属の一種 Nephtys sp. ●

184 オトヒメゴカイ科 モグリオトヒメ Oxydromus okudai Uchida, 2019 ● ● ● ● ○

185 Oxydromus 属の一種 Oxydromus sp. ● ● ● ●

186 Nereimyra 属の一種 Nereimyra sp. ○ ○ ○ ●

187 Syllidia 属の一種 Syllidia sp. ○ ○ ● ● ○

188 オトヒメゴカイ科 Hesionidae ● ○ ● ●

189 カギゴカイ科 ハナオカカギゴカイ Sigambra hanaokai (Kitamori, 1960) ● ● ● ● ●

190 サシバゴカイ科 ホソミサシバ Eteone cf. longa (Fabricius, 1780) ● ● ● ●

191 サミドリサシバ Eulalia cf. viridis (Linné, 1767) ● ● ● ●

192 Eumida 属の一種 Eumida sp. ● ● ● ● ○

193 アケノサシバ Nereiphylla castanea (Marenzeller, 1879) ●

194 Phyllodoce 属の一種 Phyllodoce sp. ● ○ ● ●

195 サシバゴカイ科 Phyllodocidae ●

196 （イソメ類） イソメ科 イソメの一種 Eunice sp. ●

197 ギボシイソメ科 ギボシイソメ科 Lumbrineridae ○ ●

198 コイソメ科 ルドルフイソメ Schistomeringos cf. rudolphii  (Delle Chiaje, 1828) ● ● ● ●

199 ナミウチコモチコイソメ Ophryotrocha urbis Jimi, Taru & Imura, 2019 ● ○

200 （ケヤリムシ類） カンザシゴカイ科 カニヤドリカンザシ Ficopomatus enigmaticus (Fauvel, 1923) ● ● ● ● ●

201 エゾカサネカンザシ Hydroides ezoensis Okuda, 1934 ● ● ● ● ●

202 ナデシコカンザシ Hydroides cf. dianthus (Verrill, 1873) ● ● ● ● ●

203 Hydroides 属の一種 Hydroides sp. ●

204 ウズマキゴカイ亜科の一種 Spirorbinae gen. sp. ● ●

205 ケヤリムシ科 アマクサケヤリムシ? Paradialychone cincta (Zachs, 1933)? ○

206 ウメタテケヤリムシ Paradialychone edomae  Nishi, Tanaka,
Tovar-Hernández & Giangrande, 2009

● ● ● ● ●

207 Parasabella 属の一種 Parasabella sp. ● ● ● ● ●

208 ケヤリムシ科 Sabellidae ● ●

209 （スピオ類） スピオ科 ケンサキスピオ Aonides oxycephala (Sars, 1862) ● ● ● ●

210 シノブハネエラスピオ Paraprionospio patiens Yokoyama, 2007 ● ● ● ● ●

211 ヤマトスピオ Prionospio japonica Okuda, 1935 ● ● ● ○

212 ミツバネスピオ Prionospio krusadensis Fauvel, 1929 ○

213 イトエラスピオ Prionospio pulchra Imajima, 1990 ● ● ● ● ●

214 Prionospio 属の一種 Prionospio sp. ●

215 ヒゲスピオ Rhynchospio glutaea (Ehlers, 1897) complex ● ●

216 ヒラタスピオ Scolelepis (Scolelepis) planata Imajima, 1992 ●

217 マドカスピオ Spio pigmentata Lee, Meißner, Yoon & Min, 2021 ● ● ●

218 ホソエリタテスピオ Streblospio japonica Imajima, 1990 ○ ● ● ●

219 ヒガタスピオ Polydora cornuta Bosc, 1802 ● ● ● ● ●

220 Polydora neocaeca Polydora neocaeca Williams & Radashevsky, 1999 ● ● ● ● ○

221 Polydora websteri Polydora websteri Hartman, 1943 ● ● ● ● ○

222 Polydora 属 Polydora sp. or spp. ● ● ● ● ●

223 ドロオニスピオ Pseudopolydora cf. kempi (Southern, 1921) ● ● ● ● ●

224 アミメオニスピオ Pseudopolydora bassarginensis (Zachs, 1933) ● ● ● ● ●

225 コオニスピオ Pseudopolydora paucibranchiata (Okuda, 1937) ● ● ● ● ●

226 （ミズヒキゴカイ類） ミズヒキゴカイ科 ミズヒキゴカイ種群 Cirriformia sp. or spp. ● ● ● ● ●

227 Dodecaceria 属の一種 Dodecaceria sp. ● ● ●

228 （イトミミズ類） ミズミミズ科 イトミミズ亜科 Tubificinae ○ ● ● ● ●

229 （Metagynophora 類）フトミミズ科 イソミミズ Pontodrilus litoralis (Grube, 1855) ● ●

230 — — “貧毛類” "Oligochaeta" ● ●

231 （オヨギミミズ類） ウオビル科 ヒダビル Limnotrachelobdella okae (Moore, 1924) ●

232 （フサゴカイ類） フサゴカイ科（広義） ガンゼキフサゴカイの一種 Lanice sp. ● ● ● ● ●

233 チンチロフサゴカイの一種 Loimia sp. ● ●

234 フタエラフサゴカイ Nicolea gracilibranchis (Grube, 1878) ●

235 チュウゴクフサゴカイ Nicolea sinensis Fauvel, 1932 ● ●

236 フサゴカイ科（広義） Terebellidae (sensu lato) ● ○

237 ウミイサゴムシ科 ウミイサゴムシ Lagis bocki (Hessle, 1917) ● ● ● ○

付表（続3）
No. 門・綱 目 科 和名 学名 お台場北岸 お台場南岸 大井埠頭 城南島 大森ふる浜

238 （タケフシゴカイ類） タマシキゴカイ科 イソタマシキゴカイ Abarenicola pacifica Healy & Wells, 1959 ○

239 タマシキゴカイ Arenicola brasiliensis Nonato, 1958 ● ● ○ ●

240 タケフシゴカイ科 タケフシゴカイ科 Maldanidae ●

241 （オフェリアゴカイ類） オフェリアゴカイ科 ツツオオフェリア Armandia cf. amakusaensis
Saito, Tamaki & Imajima, 2000

● ○ ● ● ●

242 （イトゴカイ類） イトゴカイ科 イトゴカイ Capitella cf. teleta Blake, Grassle &
Eckelbarger, 2009

● ● ● ● ●

243 Heteromastus 属の一種 Heteromastus sp. ● ● ● ● ●

244 Mediomastus 属の一種 Mediomastus sp. ● ● ● ● ●

245 Notomastus 属の一種 Notomastus sp. ● ○

246 イトゴカイ科 Capitellidae ● ● ● ● ●

247 （ツバサゴカイ類） ツバサゴカイ科 ツバサゴカイ Chaetopterus cautus Marenzeller, 1879 ● ● ● ● ●

248 スナタバムシ Mesochaetopterus cf. minutus Potts, 1914 ●

249 アシビキツバサゴカイ近似種 Spiochaetopterus aff. okudai "Gitay, 1969" ● ● ○ ○

250 サンバンセツバサゴカイ Spiochaetopterus sanbanzensis
Nishi, Bhaud & Koh, 2004

● ● ○

251 （チマキゴカイ類） チマキゴカイ科 チマキゴカイ Owenia gomsoni Koh & Bhaud, 2001 ○ ●

内肛動物門 ー
252 — バレンチア科 ヒメスズコケムシ Barentsia cf. gracilis M. Sars, 1835 ● ● ●

外肛動物門 裸喉綱
253 唇口目 フサコケムシ科 ナギサコケムシ近似種 Bugulina stolonifera (Ryland, 1960) ● ● ● ● ●

254 アミメコケムシ科 ヒラハコケムシの一種 Membranipora sp. ○ ● ● ●

255 モングチコケムシ科 モングチコケムシの一種 Cryptosula sp. ● ●

箒虫動物門 箒虫綱
256 — ホウキムシ科 ヒメホウキムシ Phoronis ijimai Oka, 1897 ● ● ● ● ●

257 イサゴホウキムシ? Phoronis psammophila Cori, 1889? ○ ○

節足動物門 ウミグモ綱
258 皆脚目 イソウミグモ科 イソウミグモ科 Ammotheidae ○

259 トックリウミグモ科 カイヤドリウミグモ Nymphonella tapetis Ohshima, 1927 ●

260 — 皆脚目 Pantopoda ● ●

節足動物門 貝形虫綱
261 — — 貝形虫綱 Ostracoda ●

節足動物門 ウオヤドリエビ綱
262 鰓尾目 エラオ科 ウミチョウの一種 Argulus sp. ○

節足動物門 橈脚綱
263 ウオジラミ目 ウオジラミ科 クロダイウオジラミ Caligus latigenitalis Shiino, 1954 ○ ○ ○ ○ ○

264 トウヨウウオジラミ Caligus orientalis Gusev, 1951 ●

265 ウキウオジラミ Caligus undulatus Shen & Li, 1959 ○

266 ウオジラミの一種 Caligus sp. ● ● ● ●

267 サメジラミ科? サメジラミ科?の一種 Pandridae? gen.  sp. ○

268 モンストリラ目 モンストリラ科 Monstrillopsis 属の一種 Monstrillopsis longilobata Lee, Kim & Chang, 2016? ○ ○ ○

節足動物門 鞘甲綱
269 ミョウガガイ目 エボシガイ科 カルエボシ Lepas anserifera Linné, 1767 ●

270 フジツボ目 イワフジツボ科 イワフジツボ Chthamalus challengeri Hoek, 1883 ● ● ● ●

271 フジツボ科 ドロフジツボ Fistulobalanus kondakovi (Tarasov & Zevina, 1963) ●

272 シロスジフジツボ Fistulobalanus albicostatus (Pilsbry, 1916) ● ● ● ● ●

273 タテジマフジツボ Amphibalanus amphitrite (Darwin, 1854) ● ● ● ● ●

274 アメリカフジツボ Amphibalanus eburneus (A. Gould, 1841) ● ● ● ● ●

275 ヨーロッパフジツボ Amphibalanus improvisus (Darwin, 1854) ● ● ● ● ●

節足動物門 軟甲綱
276 口脚目 シャコ科 シャコ Oratosquilla oratoria (De Haan, 1844) ●

277 薄甲目 コノハエビ科 コノハエビ Nebalia cf. japanensis Claus, 1888 ● ● ●

278 アミ目 アミ科 ニホンイサザアミ Neomysis japonica Nakazawa, 1910 ● ● ● ○ ●

279 イサザアミ Neomysis awatschensis (Brandt, 1851) ● ● ● ○ ●

280 Neomysis 属 Neomysis sp. or spp. ● ● ● ● ●

281 端脚目 クチバシソコエビ科 クチバシソコエビ科の一種 Oedicerotidae gen sp. ●

282 タテソコエビ科 Stenothoe 属の一種 Stenothoe sp. ● ● ● ●

283 タカラソコエビ科 ナイカイツノフトソコエビ? Orchomenella littoralis Nagata, 1965? ○ ○

284 モクズヨコエビ科 Apohyale 属の一種 Apohyale sp. ●

285 フサゲモクズ Ptilohyale barbicornis (Hiwatari & Kajihara, 1981) ● ● ● ● ●

286 モクズヨコエビ科 Hyalidae ● ● ●

287 ハマトビムシ科 タイヘイヨウヒメハマトビムシ Platorchestia pacifica Miyamoto & Morino, 2004 ● ● ●

288 ニホンスナハマトビムシ Sinorchestia nipponensis (Morino, 1972) ○ ● ●

289 ユンボソコエビ科 ブラブラソコエビ Aoroides curvipes Ariyama, 2004 ○ ● ●

290 ニホンドロソコエビ Grandidierella japonica Stephensen, 1938 ● ● ● ● ●

291 ヒメドロソコエビ Paragrandidierella minima Ariyama, 2002 ●

292 ドロクダムシ科 アリアケドロクダムシ Monocorophium acherusicum (Costa, 1853) ● ● ● ●

293 トンガリドロクダムシ Monocorophium insidiosum (Crawford, 1937) ● ● ● ● ●

294 ウエノドロクダムシ Monocorophium uenoi (Stephensen, 1932) ● ○ ● ●

295 タイリクドロクダムシ? Sinocorophium cf. sinensis (Zhang, 1974) ●

296 ドロクダムシ亜科 Corophiinae ● ● ● ● ●

297 ヒゲナガヨコエビ科 モズミヨコエビ Ampithoe valida Smith, 1873 ● ● ● ● ●

298 ワレカラ科 クビナガワレカラ Caprella equilibra Say, 1818 ● ● ● ● ○

299 オオワレカラ Caprella kroeyeri De Haan, 1849 ● ●

300 マルエラワレカラ Caprella penantis Leach, 1814 ○ ● ● ● ○

301 トゲワレカラ Caprella scaura Templeton, 1836 ● ● ● ●

302 Caprella 属 Caprella sp. or spp. ● ● ● ●

303 ドロノミ科 ドロノミの一種 Podocerus cf. brasiliensis (Dana, 1853) ● ● ●

304 メリタヨコエビ科 フトメリタヨコエビ Melita rylovae Bulycheva, 1955 ● ○ ○ ●

305 ヒゲツノメリタヨコエビ Melita setiflagella Yamato, 1988 ● ● ● ● ●

306 シミズメリタヨコエビ Melita shimizui (Ueno, 1940) ● ● ● ○

307 Melita 属の一種 Melita sp. ○ ● ●

308 キタヨコエビ科 ポシエットトゲオヨコエビ Eogammarus possjeticus (Tzvetkova, 1967) ● ○

309 — ヨコエビ類 "Gammaridea" ● ○

310 等脚目 エビヤドリムシ科 スナモグリヤドリムシ Ione cornuta Spence Bate, 1864 ● ○ ○

311 スナホリムシ科 ヒメスナホリムシ Excirolana chiltoni (Richardson, 1905) ●

312 フナムシ科 フナムシ Ligia exotica Roux, 1828 ● ●

313 キタフナムシ Ligia cinerascens Budde-Lund, 1885 ● ● ● ● ●

314 コツブムシ科 Gnorimosphaeroma 属 Gnorimosphaeroma sp. or spp. ● ● ● ○ ○
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付表（続2）
No. 門・綱 目 科 和名 学名 お台場北岸 お台場南岸 大井埠頭 城南島 大森ふる浜

軟体動物門 頭足綱
155 ヒメイカ目 ヒメイカ科 ヒメイカ Idiosepius paradoxus (Ortmann, 1888) ● ● ●

156 — — 十腕形上目 Decapodiformes ●

157 八腕形目 — 八腕形目 Octopoda ● ●

環形動物門�ー�
158 （サシバゴカイ類） チロリ科 ヒガタチロリ Glycera macintoshi Grube, 1877 ● ●

159 チロリ Glycera nicobarica Grube, 1866 ● ● ● ●

160 Glycera 属 Glycera sp. or spp. ● ● ● ●

161 ニカイチロリ科 チャメチヨリ Glycinde wireni Arwidsson, 1899 ● ● ●

162 シリス科 カキモトシリス Myrianida pachycera (Augener, 1913) ●

163 ミスジシリス Proceraea prismatica (O.F. Müller, 1776) ●

164 シロマダラシリス Syllis adamantea (Treadwell, 1914) ● ● ● ● ○

165 Syllis 属の一種 Syllis sp. ○ ●

166 シリス科 Syllidae ● ●

167 ウロコムシ科 マダラウロコムシ Harmothoe cf. imbricata (Linné, 1767) ● ● ● ● ●

168 サンハチウロコムシ Hermilepidonotus helotypus (Grube, 1877) ● ● ●

169 ウロコムシ亜科の一種 Polynoinae gen. sp. ○ ○ ○

170 Ophthalmonoe 属?の一種 Ophthalmonoe? sp. ● ●

171 ウロコムシ科 Polynoidae ● ○ ●

172 ゴカイ科 オイワケゴカイ Namanereis littoralis (Grube, 1872) complex ● ●

173 コケゴカイ Simplisetia erythraeensis (Fauvel, 1918) ● ● ●

174 ツルヒゲゴカイ Platynereis bicanaliculata (Baird, 1863) ○

175 ヤマトカワゴカイ Hediste diadroma Sato & Nakashima, 2003 ● ● ● ●

176 アシナガゴカイ Neanthes succinea (Leuckart, 1847) ● ● ● ● ●

177 オウギゴカイ Nectoneanthes oxypoda (Marenzeller, 1879) ● ● ●

178 マサゴゴカイ Nereis multignatha Imajima & Hartman, 1964 ○

179 シロガネゴカイ科 ハヤテシロガネゴカイ Nephtys caeca (Fabricius, 1780) ● ●

180 コクチョウシロガネゴカイ Nephtys californiensis (Hartman, 1938) ●

181 コクテンシロガネゴカイ Nephtys neopolybranchia Imajima & Takeda, 1987 ●

182 ミナミシロガネゴカイ Nephtys polybranchia Southern, 1921 ● ● ● ● ●

183 Nephtys 属の一種 Nephtys sp. ●

184 オトヒメゴカイ科 モグリオトヒメ Oxydromus okudai Uchida, 2019 ● ● ● ● ○

185 Oxydromus 属の一種 Oxydromus sp. ● ● ● ●

186 Nereimyra 属の一種 Nereimyra sp. ○ ○ ○ ●

187 Syllidia 属の一種 Syllidia sp. ○ ○ ● ● ○

188 オトヒメゴカイ科 Hesionidae ● ○ ● ●

189 カギゴカイ科 ハナオカカギゴカイ Sigambra hanaokai (Kitamori, 1960) ● ● ● ● ●

190 サシバゴカイ科 ホソミサシバ Eteone cf. longa (Fabricius, 1780) ● ● ● ●

191 サミドリサシバ Eulalia cf. viridis (Linné, 1767) ● ● ● ●

192 Eumida 属の一種 Eumida sp. ● ● ● ● ○

193 アケノサシバ Nereiphylla castanea (Marenzeller, 1879) ●

194 Phyllodoce 属の一種 Phyllodoce sp. ● ○ ● ●

195 サシバゴカイ科 Phyllodocidae ●

196 （イソメ類） イソメ科 イソメの一種 Eunice sp. ●

197 ギボシイソメ科 ギボシイソメ科 Lumbrineridae ○ ●

198 コイソメ科 ルドルフイソメ Schistomeringos cf. rudolphii  (Delle Chiaje, 1828) ● ● ● ●

199 ナミウチコモチコイソメ Ophryotrocha urbis Jimi, Taru & Imura, 2019 ● ○

200 （ケヤリムシ類） カンザシゴカイ科 カニヤドリカンザシ Ficopomatus enigmaticus (Fauvel, 1923) ● ● ● ● ●

201 エゾカサネカンザシ Hydroides ezoensis Okuda, 1934 ● ● ● ● ●

202 ナデシコカンザシ Hydroides cf. dianthus (Verrill, 1873) ● ● ● ● ●

203 Hydroides 属の一種 Hydroides sp. ●

204 ウズマキゴカイ亜科の一種 Spirorbinae gen. sp. ● ●

205 ケヤリムシ科 アマクサケヤリムシ? Paradialychone cincta (Zachs, 1933)? ○

206 ウメタテケヤリムシ Paradialychone edomae  Nishi, Tanaka,
Tovar-Hernández & Giangrande, 2009

● ● ● ● ●

207 Parasabella 属の一種 Parasabella sp. ● ● ● ● ●

208 ケヤリムシ科 Sabellidae ● ●

209 （スピオ類） スピオ科 ケンサキスピオ Aonides oxycephala (Sars, 1862) ● ● ● ●

210 シノブハネエラスピオ Paraprionospio patiens Yokoyama, 2007 ● ● ● ● ●

211 ヤマトスピオ Prionospio japonica Okuda, 1935 ● ● ● ○

212 ミツバネスピオ Prionospio krusadensis Fauvel, 1929 ○

213 イトエラスピオ Prionospio pulchra Imajima, 1990 ● ● ● ● ●

214 Prionospio 属の一種 Prionospio sp. ●

215 ヒゲスピオ Rhynchospio glutaea (Ehlers, 1897) complex ● ●

216 ヒラタスピオ Scolelepis (Scolelepis) planata Imajima, 1992 ●

217 マドカスピオ Spio pigmentata Lee, Meißner, Yoon & Min, 2021 ● ● ●

218 ホソエリタテスピオ Streblospio japonica Imajima, 1990 ○ ● ● ●

219 ヒガタスピオ Polydora cornuta Bosc, 1802 ● ● ● ● ●

220 Polydora neocaeca Polydora neocaeca Williams & Radashevsky, 1999 ● ● ● ● ○

221 Polydora websteri Polydora websteri Hartman, 1943 ● ● ● ● ○

222 Polydora 属 Polydora sp. or spp. ● ● ● ● ●

223 ドロオニスピオ Pseudopolydora cf. kempi (Southern, 1921) ● ● ● ● ●

224 アミメオニスピオ Pseudopolydora bassarginensis (Zachs, 1933) ● ● ● ● ●

225 コオニスピオ Pseudopolydora paucibranchiata (Okuda, 1937) ● ● ● ● ●

226 （ミズヒキゴカイ類） ミズヒキゴカイ科 ミズヒキゴカイ種群 Cirriformia sp. or spp. ● ● ● ● ●

227 Dodecaceria 属の一種 Dodecaceria sp. ● ● ●

228 （イトミミズ類） ミズミミズ科 イトミミズ亜科 Tubificinae ○ ● ● ● ●

229 （Metagynophora 類）フトミミズ科 イソミミズ Pontodrilus litoralis (Grube, 1855) ● ●

230 — — “貧毛類” "Oligochaeta" ● ●

231 （オヨギミミズ類） ウオビル科 ヒダビル Limnotrachelobdella okae (Moore, 1924) ●

232 （フサゴカイ類） フサゴカイ科（広義） ガンゼキフサゴカイの一種 Lanice sp. ● ● ● ● ●

233 チンチロフサゴカイの一種 Loimia sp. ● ●

234 フタエラフサゴカイ Nicolea gracilibranchis (Grube, 1878) ●

235 チュウゴクフサゴカイ Nicolea sinensis Fauvel, 1932 ● ●

236 フサゴカイ科（広義） Terebellidae (sensu lato) ● ○

237 ウミイサゴムシ科 ウミイサゴムシ Lagis bocki (Hessle, 1917) ● ● ● ○
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238 （タケフシゴカイ類） タマシキゴカイ科 イソタマシキゴカイ Abarenicola pacifica Healy & Wells, 1959 ○

239 タマシキゴカイ Arenicola brasiliensis Nonato, 1958 ● ● ○ ●

240 タケフシゴカイ科 タケフシゴカイ科 Maldanidae ●

241 （オフェリアゴカイ類） オフェリアゴカイ科 ツツオオフェリア Armandia cf. amakusaensis
Saito, Tamaki & Imajima, 2000

● ○ ● ● ●

242 （イトゴカイ類） イトゴカイ科 イトゴカイ Capitella cf. teleta Blake, Grassle &
Eckelbarger, 2009

● ● ● ● ●

243 Heteromastus 属の一種 Heteromastus sp. ● ● ● ● ●

244 Mediomastus 属の一種 Mediomastus sp. ● ● ● ● ●

245 Notomastus 属の一種 Notomastus sp. ● ○

246 イトゴカイ科 Capitellidae ● ● ● ● ●

247 （ツバサゴカイ類） ツバサゴカイ科 ツバサゴカイ Chaetopterus cautus Marenzeller, 1879 ● ● ● ● ●

248 スナタバムシ Mesochaetopterus cf. minutus Potts, 1914 ●

249 アシビキツバサゴカイ近似種 Spiochaetopterus aff. okudai "Gitay, 1969" ● ● ○ ○

250 サンバンセツバサゴカイ Spiochaetopterus sanbanzensis
Nishi, Bhaud & Koh, 2004

● ● ○

251 （チマキゴカイ類） チマキゴカイ科 チマキゴカイ Owenia gomsoni Koh & Bhaud, 2001 ○ ●

内肛動物門 ー
252 — バレンチア科 ヒメスズコケムシ Barentsia cf. gracilis M. Sars, 1835 ● ● ●

外肛動物門 裸喉綱
253 唇口目 フサコケムシ科 ナギサコケムシ近似種 Bugulina stolonifera (Ryland, 1960) ● ● ● ● ●

254 アミメコケムシ科 ヒラハコケムシの一種 Membranipora sp. ○ ● ● ●

255 モングチコケムシ科 モングチコケムシの一種 Cryptosula sp. ● ●

箒虫動物門 箒虫綱
256 — ホウキムシ科 ヒメホウキムシ Phoronis ijimai Oka, 1897 ● ● ● ● ●

257 イサゴホウキムシ? Phoronis psammophila Cori, 1889? ○ ○

節足動物門 ウミグモ綱
258 皆脚目 イソウミグモ科 イソウミグモ科 Ammotheidae ○

259 トックリウミグモ科 カイヤドリウミグモ Nymphonella tapetis Ohshima, 1927 ●

260 — 皆脚目 Pantopoda ● ●

節足動物門 貝形虫綱
261 — — 貝形虫綱 Ostracoda ●

節足動物門 ウオヤドリエビ綱
262 鰓尾目 エラオ科 ウミチョウの一種 Argulus sp. ○

節足動物門 橈脚綱
263 ウオジラミ目 ウオジラミ科 クロダイウオジラミ Caligus latigenitalis Shiino, 1954 ○ ○ ○ ○ ○

264 トウヨウウオジラミ Caligus orientalis Gusev, 1951 ●

265 ウキウオジラミ Caligus undulatus Shen & Li, 1959 ○

266 ウオジラミの一種 Caligus sp. ● ● ● ●

267 サメジラミ科? サメジラミ科?の一種 Pandridae? gen.  sp. ○

268 モンストリラ目 モンストリラ科 Monstrillopsis 属の一種 Monstrillopsis longilobata Lee, Kim & Chang, 2016? ○ ○ ○

節足動物門 鞘甲綱
269 ミョウガガイ目 エボシガイ科 カルエボシ Lepas anserifera Linné, 1767 ●

270 フジツボ目 イワフジツボ科 イワフジツボ Chthamalus challengeri Hoek, 1883 ● ● ● ●

271 フジツボ科 ドロフジツボ Fistulobalanus kondakovi (Tarasov & Zevina, 1963) ●

272 シロスジフジツボ Fistulobalanus albicostatus (Pilsbry, 1916) ● ● ● ● ●

273 タテジマフジツボ Amphibalanus amphitrite (Darwin, 1854) ● ● ● ● ●

274 アメリカフジツボ Amphibalanus eburneus (A. Gould, 1841) ● ● ● ● ●

275 ヨーロッパフジツボ Amphibalanus improvisus (Darwin, 1854) ● ● ● ● ●

節足動物門 軟甲綱
276 口脚目 シャコ科 シャコ Oratosquilla oratoria (De Haan, 1844) ●

277 薄甲目 コノハエビ科 コノハエビ Nebalia cf. japanensis Claus, 1888 ● ● ●

278 アミ目 アミ科 ニホンイサザアミ Neomysis japonica Nakazawa, 1910 ● ● ● ○ ●

279 イサザアミ Neomysis awatschensis (Brandt, 1851) ● ● ● ○ ●

280 Neomysis 属 Neomysis sp. or spp. ● ● ● ● ●

281 端脚目 クチバシソコエビ科 クチバシソコエビ科の一種 Oedicerotidae gen sp. ●

282 タテソコエビ科 Stenothoe 属の一種 Stenothoe sp. ● ● ● ●

283 タカラソコエビ科 ナイカイツノフトソコエビ? Orchomenella littoralis Nagata, 1965? ○ ○

284 モクズヨコエビ科 Apohyale 属の一種 Apohyale sp. ●

285 フサゲモクズ Ptilohyale barbicornis (Hiwatari & Kajihara, 1981) ● ● ● ● ●

286 モクズヨコエビ科 Hyalidae ● ● ●

287 ハマトビムシ科 タイヘイヨウヒメハマトビムシ Platorchestia pacifica Miyamoto & Morino, 2004 ● ● ●

288 ニホンスナハマトビムシ Sinorchestia nipponensis (Morino, 1972) ○ ● ●

289 ユンボソコエビ科 ブラブラソコエビ Aoroides curvipes Ariyama, 2004 ○ ● ●

290 ニホンドロソコエビ Grandidierella japonica Stephensen, 1938 ● ● ● ● ●

291 ヒメドロソコエビ Paragrandidierella minima Ariyama, 2002 ●

292 ドロクダムシ科 アリアケドロクダムシ Monocorophium acherusicum (Costa, 1853) ● ● ● ●

293 トンガリドロクダムシ Monocorophium insidiosum (Crawford, 1937) ● ● ● ● ●

294 ウエノドロクダムシ Monocorophium uenoi (Stephensen, 1932) ● ○ ● ●

295 タイリクドロクダムシ? Sinocorophium cf. sinensis (Zhang, 1974) ●

296 ドロクダムシ亜科 Corophiinae ● ● ● ● ●

297 ヒゲナガヨコエビ科 モズミヨコエビ Ampithoe valida Smith, 1873 ● ● ● ● ●

298 ワレカラ科 クビナガワレカラ Caprella equilibra Say, 1818 ● ● ● ● ○

299 オオワレカラ Caprella kroeyeri De Haan, 1849 ● ●

300 マルエラワレカラ Caprella penantis Leach, 1814 ○ ● ● ● ○

301 トゲワレカラ Caprella scaura Templeton, 1836 ● ● ● ●

302 Caprella 属 Caprella sp. or spp. ● ● ● ●

303 ドロノミ科 ドロノミの一種 Podocerus cf. brasiliensis (Dana, 1853) ● ● ●

304 メリタヨコエビ科 フトメリタヨコエビ Melita rylovae Bulycheva, 1955 ● ○ ○ ●

305 ヒゲツノメリタヨコエビ Melita setiflagella Yamato, 1988 ● ● ● ● ●

306 シミズメリタヨコエビ Melita shimizui (Ueno, 1940) ● ● ● ○

307 Melita 属の一種 Melita sp. ○ ● ●

308 キタヨコエビ科 ポシエットトゲオヨコエビ Eogammarus possjeticus (Tzvetkova, 1967) ● ○

309 — ヨコエビ類 "Gammaridea" ● ○

310 等脚目 エビヤドリムシ科 スナモグリヤドリムシ Ione cornuta Spence Bate, 1864 ● ○ ○

311 スナホリムシ科 ヒメスナホリムシ Excirolana chiltoni (Richardson, 1905) ●

312 フナムシ科 フナムシ Ligia exotica Roux, 1828 ● ●

313 キタフナムシ Ligia cinerascens Budde-Lund, 1885 ● ● ● ● ●

314 コツブムシ科 Gnorimosphaeroma 属 Gnorimosphaeroma sp. or spp. ● ● ● ○ ○

－ 54 － － 55 －
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315 タナイス目 タナイス科 キスイタナイス Sinelobus kisui Hirano & Kakui, 2022 ○ ○ ● ● ●

316 Zeuxo 属の一種 Zeuxo sp. ● ●

317 クーマ目 ク—マ科 ミツオビクーマ Diastylis tricincta (Zimmer, 1903) ●

318 — クーマ目 Cumacea ●

319 十脚目 クルマエビ科 クルマエビ Penaeus japonicus Spence Bate, 1888 ●

320 ウシエビ Penaeus monodon Fabricius, 1798 ●

321 サクラエビ科 アキアミ Acetes japonicus Kishinouye, 1905 ●

322 テッポウエビ科 セジロムラサキエビ Athanas japonicus Kubo, 1936 ●

323 テッポウエビ Alpheus brevicristatus De Haan, 1844 ● ●

324 モエビ科 ヒラツノモエビ Latreutes planirostris (De Haan, 1844) ●

325 エビジャコ科 ウリタエビジャコ Crangon uritai Hayashi & Kim, 1999 ● ●

326 カシオペエビジャコ Crangon casiope de Man, 1906 ● ● ●

327 エビジャコ属の一種 Crangon sp. ●

328 テナガエビ科 ユビナガスジエビ Palaemon macrodactylus Rathbun, 1902 ● ● ● ● ●

329 アシナガスジエビ Palaemon ortmanni Rathbun, 1902 ●

330 スジエビモドキ Palaemon serrifer (Stimpson, 1860) ● ●

331 Palaemon 属 Palaemon sp. or spp. ● ●

332 シラタエビ Exopalaemon orientis (Holothuis, 1951) ● ● ● ● ●

333 スナモグリ科 ニホンスナモグリ Neotrypaea japonica (Ortmann, 1891) ● ● ● ● ●

334 ハサミシャコエビ科 ハサミシャコエビ Laomedia astacina De Haan, 1841 ● ● ●

335 アナジャコ科 アナジャコ Upogebia major (De Haan, 1841) ● ● ● ● ●

336 ヤドカリ科 コブヨコバサミ Clibanarius infraspinatus (Hilgendorf, 1869) ● ● ●

337 テナガツノヤドカリ Diogenes nitidimanus Terao, 1913 ● ●

338 ホンヤドカリ科 ユビナガホンヤドカリ Pagurus minutus Hess, 1865 ● ● ● ● ○

339 ヨモギホンヤドカリ Pagurus nigrofascia Komai, 1996 ● ●

340 イチョウガニ科 コイチョウガニ Glebocarcinus amphioetus (Rathbun, 1898) ●

341 スベスベオウギガニ科 スベスベオウギガニ Sphaerozius nitidus Stimpson, 1858 ●

342 コブシガニ科 マメコブシガニ Pyrhila pisum (De Haan, 1841) ● ●

343 イッカククモガニ科 イッカククモガニ Pyromaia tuberculata (Lockington, 1877) ● ● ● ● ○

344 ミドリガニ科 チチュウカイミドリガニ Carcinus aestuarii Nard, 1847 ●

345 ガザミ科 タイワンガザミ Portunus pelagicus (Linnaeus, 1758) ● ●

346 ガザミ Portunus trituberculatus (Miers, 1876) ●

347 トゲノコギリガザミ Scylla paramamosain Estampador, 1949 ●

348 アミメノコギリガザミ Scylla serrata (Forskål, 1775) ●

349 ノコギリガザミの一種 Scylla sp. ○ ●

350 イシガニ Charybdis (Charybdis) japonica
(A. Milne-Edwards, 1861)

● ● ● ●

351 オウギガニ科 シワオウギガニ Macromedaeus distinguendus (De Haan, 1835) ● ●

352 ミナトオウギガニ科 ハクライオウギガニ Acantholobulus pacificus (Edmondson, 1931) ● ○ ●

353 ベンケイガニ科 クロベンケイガニ Orisarma dehaani (H. Milne Edwards, 1853) ● ●

354 アカテガニ Chiromantes haematocheir (De Haan, 1833) ●

355 ヒメベンケイガニ Nanosesarma minutum (de Man, 1887) ●

356 カクベンケイガニ Parasesarma pictum (De Haan, 1835) ○ ● ● ●

357 モクズガニ科 ヒライソガニ Gaetice depressus (De Haan, 1833) ●

358 アシハラガニ Helice tridens (De Haan, 1833) ● ●

359 トリウミアカイソモドキ Sestrostoma toriumii (Takeda, 1974) ●

360 モクズガニ Eriocheir japonica (De Haan, 1835) ● ○ ○ ○

361 スネナガイソガニ Hemigrapsus longitarsis (Miers, 1879) ● ● ● ● ●

362 ケフサイソガニ Hemigrapsus penicillatus (De Haan, 1835) ● ●

363 イソガニ Hemigrapsus sanguineus (De Haan, 1835) ● ● ● ● ○

364 タカノケフサイソガニ Hemigrapsus takanoi Asakura & Watanabe, 2005 ● ● ● ● ●

365 コメツキガニ科 コメツキガニ Scopimera globosa (De Haan, 1835) ● ● ●

366 オサガニ科 オオヨコナガピンノ Tritodynamia rathbunae Shen, 1932 ●

367 カクレガニ科 ラスバンマメガニ近似種 Pinnixa aff. rathbuni Sakai, 1934 ● ●

棘皮動物門 ヒトデ綱
368 アカヒトデ目 イトマキヒトデ科 チビイトマキヒトデ Aquilonastra minor (Hayashi, 1974) ●

369 マヒトデ目 マヒトデ科 マヒトデ Asterias amurensis Lütken, 1871 ● ●

棘皮動物門 クモヒトデ綱
370 クモヒトデ目 トウクモヒトデ科 クシノハクモヒトデ Ophiuroglypha kinbergi (Ljungman, 1866) ○ ○ ●

371 ハナビラクモヒトデ目 チビクモヒトデ科 ダイリンチビクモヒトデ Ophiactis macrolepidota
Marktanner-Turneretscher, 1887

●

372 チビクモヒトデ Ophiactis savignyi (J.P. Müller & Troschel, 1842) ●

373 トゲクモヒトデ科 ナガトゲクモヒトデ Ophiothrix exigua Lyman, 1874 ○

374 — — クモヒトデ綱 Metophiurida ●

棘皮動物門�ウニ綱
375 ホンウニ目 サンショウウニ科 サンショウウニ Temnopleurus toreumaticus (Leske, 1778) ●

棘皮動物門�ナマコ綱
376 Synallactida 目 シカクナマコ科 マナマコ Apostichopus japonicus (Selenka, 1867) ●

377 アカナマコ Apostichopus cf. roseus (Augustin, 1908) ● ○

378 無足目 イカリナマコ科 ヒモイカリナマコ Patinapta ooplax (von Marenzeller, 1882) ●

尾索動物門 ホヤ綱
379 マメボヤ目 ユウレイボヤ科 カタユウレイボヤ Ciona robusta Hoshino & Tokioka, 1967 ● ● ● ● ●

380 ユウレイボヤ Ciona savignyi Herdman, 1882 ● ● ● ● ●

381 Ciona 属 Ciona sp. or spp. ● ● ● ● ●

382 ナツメボヤ科 ザラボヤ Ascidia zara Oka, 1935 ● ● ● ● ●

383 ナツメボヤ科の一種 Ascidia sp. ○ ● ○

384 マボヤ目 シロボヤ科 シロボヤ Styela plicata (Lesueur, 1823) ● ● ● ● ●

385 エボヤ Styela clava Herdman, 1881 ● ●

386 マボヤ科 ベニボヤ Herdmania momus (Savigny, 1816) ●

387 フクロボヤ科 マンハッタンボヤ Molgula manhattensis (De Kay, 1843) ● ● ● ●

脊椎動物門 軟骨魚綱
388 メジロザメ目 ドチザメ科 ドチザメ Triakis scyllium J.P. Müller & Henle,1841 ●

389 トビエイ目 アカエイ科 ホシエイ? Bathytoshia brevicaudata (Hutton, 1875)? ●

390 アカエイ Hemitrygon akajei (Bürger, 1841) ● ● ● ● ●

391 ツバクロエイ科 ツバクロエイ Gymnura japonica (Temminck & Schlegel, 1850) ● ● ● ● ○

付表（続5）
No. 門・綱 目 科 和名 学名 お台場北岸 お台場南岸 大井埠頭 城南島 大森ふる浜

脊椎動物門 条鰭綱
392 ウナギ目 ウナギ科 ニホンウナギ Anguilla japonica Temminck & Schlegel, 1846 ○

393 ウミヘビ科 ホタテウミヘビ Ophichthus zophistius (Jordan & Snyder, 1901) ●

394 アナゴ科 マアナゴ Conger myriaster (Brevoort, 1856) ●

395 ニシン目 ニシン科 コノシロ Konosirus punctatus (Temminck & Schlegel, 1846) ● ● ● ○

396 サッパ Sardinella zunasi (Bleeker, 1854) ● ● ● ●

397 カタクチイワシ科 カタクチイワシ Engraulis japonica Temminck & Schlegel, 1846 ● ○ ○

398 コイ目 ウグイ科 マルタ Pseudaspius brandtii maruta (Sakai & Amano, 2014) ● ●

399 サケ目 アユ科 アユ Plecoglossus altivelis (Temminck & Schlegel, 1846) ○

400 トゲウオ目 ヤガラ科 アオヤガラ Fistularia commersonii Rüppell, 1838 ●

401 ヨウジウオ科 ヨウジウオ Syngnathus schlegeli Kaup, 1856 ● ○ ●

402 オクヨウジ Urocampus nanus Günther, 1870 ○

403 ボラ目 ボラ科 セスジボラ Chelon lauvergnii (Eydoux & Souleyet, 1850) ● ● ●

404 ボラ Mugil cf. cephalus Linnaeus, 1758 ● ● ● ● ●

405 オニボラ？ Ellochelon vaigiensis (Quoy & Gaimard, 1825)? ○

406 カダヤシ目 カダヤシ科 カダヤシ Gambusia affinis affinis (Baird & Girard, 1853) ○

407 スズキ目 メバル科 シロメバル Sebastes cheni Barsukov, 1988 ● ○ ○ ●

408 クロメバル Sebastes ventricosus Temminck & Schlegel, 1843 ●

409 カサゴ Sebastiscus marmoratus (Cuvier, 1829) ● ●

410 ホウボウ科 ホウボウ Chelidonichthys spinosus (McClelland, 1843) ●

411 コチ科 マゴチ Platycephalus sp. 2 sensu Nakabo, 1993 ● ● ● ●

412 アイナメ科 アイナメ Hexagrammos otakii Jordan & Starks, 1895 ● ● ●

413 スズキ科 スズキ Lateolabrax japonicus (Cuvier, 1828) ● ● ● ● ○

414 アジ科 ギンガメアジ Caranx sexfasciatus Quoy & Gaimard, 1825 ●

415 マアジ Trachurus japonicus (Temminck & Schlegel, 1844) ●

416 ヒイラギ科 ヒイラギ Nuchequula nuchalis (Temminck & Schlegel, 1845) ●

417 クロサギ科 クロサギ Gerres equulus Temminck & Schlegel, 1844 ○ ● ●

418 イサキ科 コショウダイ Plectorhinchus cinctus (Temminck & Schlegel, 1843) ● ●

419 タイ科 キチヌ Acanthopagrus latus (Houttuyn, 1782) ● ○ ●

420 クロダイ Acanthopagrus schlegelii (Bleeker, 1854) ● ● ● ● ●

421 マダイ Pagrus major (Temminck & Schlegel, 1843) ● ○

422 ヘダイ Rhabdosargus sarba (Forsskål, 1775) ● ○

423 キス科 シロギス Sillago japonica Temminck & Schlegel, 1843 ●

424 ヒメジ科 ヨメヒメジ Upeneus tragula Richardson, 1846 ●

425 ウミタナゴ科 マタナゴ Ditrema temminckii pacificum Katafuchi & Nakabo, 2007 ● ●

426 アオタナゴ Ditrema viride Oshima, 1940 ●

427 スズメダイ科 スズメダイ chromis notata (Temminck & Schlegel, 1843) ●

428 シマイサキ科 シマイサキ Rhyncopelates oxyrhynchus (Temminck & Schlegel, 1842) ● ● ●

429 コトヒキ Terapon jarbua (Forsskål, 1775) ● ●

430 イシダイ科 イシダイ Oplegnathus fasciatus (Temminck & Schlegel, 1844) ● ○

431 メジナ科 メジナ Girella punctata Gray, 1835 ● ●

432 ベラ科 キュウセン Parajulis poecileptera (Temminck & Schlegel, 1845) ●

433 タウエガジ科 ダイナンギンポ Dictyosoma temminckii Burger, 1853 ●

434 ニシキギンポ科 ギンポ Pholis nebulosa (Temminck & Schlegel, 1845) ● ● ●

435 トラギス科 トラギス Parapercis pulchella (Temminck & Schlegel, 1843) ●

436 イソギンポ科 ナベカ Omobranchus elegans (Steindachner, 1876) ● ● ●

437 トサカギンポ Omobranchus fasciolatoceps (Richardson, 1846) ● ● ● ● ○

438 イダテンギンポ Omobranchus punctatus (Valenciennes, 1836) ● ● ●

439 イソギンポ Parablennius yatabei (Jordan & Snyder, 1900) ● ● ●

440 ニジギンポ Petroscirtes breviceps (Valenciennes, 1836) ● ○ ●

441 ネズッポ科 ハタタテヌメリ Callionymus valenciennei Temminck & Schlegel, 1845 ● ● ○

442 ネズッポ科の一種 Callionymidae gen. sp. ● ● ● ●

443 ハゼ科 スジハゼ Acentrogobius virgatulus (Jordan & Snyder, 1901) ● ● ● ● ●

444 ツマグロスジハゼ Acentrogobius sp. 2 sensu Nakabo, 2013 ● ● ● ● ●

445 ヒメハゼ Favonigobius gymnauchen (Bleeker, 1860) ● ● ● ● ○

446 ウロハゼ Glossogobius olivaceus (Temminck & Schlegel, 1845) ● ○ ●

447 ハゼ科（オクスデルクス科）マハゼ Acanthogobius flavimanus (Temminck & Schlegel, 1845) ● ● ● ● ●

448 アシシロハゼ Acanthogobius lactipes (Hilgendorf, 1879) ● ○ ● ●

449 アゴハゼ Chaenogobius annularis Gill, 1859 ● ○

450 ドロメ Chaenogobius gulosus (Sauvage, 1882) ● ● ● ●

451 ヒモハゼ Eutaeniichthys gilli Jordan & Snyder, 1901 ○ ●

452 ビリンゴ Gymnogobius breunigii (Steindachner, 1880) ○ ● ●

453 ニクハゼ Gymnogobius heptacanthus (Hilgendorf, 1879) ● ● ● ● ●

454 エドハゼ Gymnogobius macrognathos (Bleeker, 1860) ●

455 チクゼンハゼ Gymnogobius uchidai (Takagi, 1957) ● ● ●

456 ウキゴリ Gymnogobius urotaenia (Hilgendorf, 1879) ● ○

457 Gymnogobius 属の一種 Gymnogobius sp. ● ● ○ ● ●

458 ミミズハゼの一種 Luciogobius sp. ● ●

459 アベハゼ Mugilogobius abei (Jordan & Snyder, 1901) ● ○

460 リュウグウハゼ Pterogobius zacalles Jordan & Snyder, 1901 ●

461 マサゴハゼ Pseudogobius masago (Tomiyama, 1936) ● ●

462 ヒナハゼ Redigobius bikolanus (Herre, 1927) ● ● ● ● ●

463 アカオビシマハゼ Tridentiger trigonocephalus (Gill, 1859) ● ● ● ● ●

464 シモフリシマハゼ Tridentiger bifasciatus Steindachner, 1881 ● ● ● ●

465 チチブ Tridentiger obscurus (Temminck & Schlegel, 1845) ● ● ● ● ●

466 ハゼ科 ハゼ科（広義） Gobiidae (sensu lato) ● ● ● ● ●

467 クロユリハゼ科 サツキハゼ Parioglossus dotui Tomiyama, 1958 ○ ○

468 アイゴ科 アイゴ Siganus fuscescens (Houttuyn, 1782) ●

469 カレイ目 ヒラメ科 ヒラメ Paralichthys olivaceus (Temminck & Schlegel, 1846) ●

470 カレイ科 イシガレイ Platichthys bicoloratus (Basilewsky, 1855) ● ○ ● ●

471 マコガレイ Pseudopleuronectes yokohamae (Günther, 1877) ● ○ ● ●

472 カレイ科の一種 Pleuronectidae gen. sp. ○

473 フグ目 ギマ科 ギマ Triacanthus biaculeatus (Bloch, 1786) ● ●

474 カワハギ科 アミメハギ Rudarius ercodes Jordan & Fowler, 1902 ● ●

475 フグ科 クサフグ Takifugu alboplumbeus (Richardson, 1845) ○ ● ●

476 ヒガンフグ Takifugu pardalis (Temminck & Schlegel, 1850) ○

477 ショウサイフグ Takifugu snyderi (Abe, 1988) ●

脊椎動物門 爬虫綱
478 ヌマガメ科 ミシシッピアカミミガメ Trachemys scripta elegans (Wied-Neuwied, 1839) ○
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付表（続4）
No. 門・綱 目 科 和名 学名 お台場北岸 お台場南岸 大井埠頭 城南島 大森ふる浜

315 タナイス目 タナイス科 キスイタナイス Sinelobus kisui Hirano & Kakui, 2022 ○ ○ ● ● ●

316 Zeuxo 属の一種 Zeuxo sp. ● ●

317 クーマ目 ク—マ科 ミツオビクーマ Diastylis tricincta (Zimmer, 1903) ●

318 — クーマ目 Cumacea ●

319 十脚目 クルマエビ科 クルマエビ Penaeus japonicus Spence Bate, 1888 ●

320 ウシエビ Penaeus monodon Fabricius, 1798 ●

321 サクラエビ科 アキアミ Acetes japonicus Kishinouye, 1905 ●

322 テッポウエビ科 セジロムラサキエビ Athanas japonicus Kubo, 1936 ●

323 テッポウエビ Alpheus brevicristatus De Haan, 1844 ● ●

324 モエビ科 ヒラツノモエビ Latreutes planirostris (De Haan, 1844) ●

325 エビジャコ科 ウリタエビジャコ Crangon uritai Hayashi & Kim, 1999 ● ●

326 カシオペエビジャコ Crangon casiope de Man, 1906 ● ● ●

327 エビジャコ属の一種 Crangon sp. ●

328 テナガエビ科 ユビナガスジエビ Palaemon macrodactylus Rathbun, 1902 ● ● ● ● ●

329 アシナガスジエビ Palaemon ortmanni Rathbun, 1902 ●

330 スジエビモドキ Palaemon serrifer (Stimpson, 1860) ● ●

331 Palaemon 属 Palaemon sp. or spp. ● ●

332 シラタエビ Exopalaemon orientis (Holothuis, 1951) ● ● ● ● ●

333 スナモグリ科 ニホンスナモグリ Neotrypaea japonica (Ortmann, 1891) ● ● ● ● ●

334 ハサミシャコエビ科 ハサミシャコエビ Laomedia astacina De Haan, 1841 ● ● ●

335 アナジャコ科 アナジャコ Upogebia major (De Haan, 1841) ● ● ● ● ●

336 ヤドカリ科 コブヨコバサミ Clibanarius infraspinatus (Hilgendorf, 1869) ● ● ●

337 テナガツノヤドカリ Diogenes nitidimanus Terao, 1913 ● ●

338 ホンヤドカリ科 ユビナガホンヤドカリ Pagurus minutus Hess, 1865 ● ● ● ● ○

339 ヨモギホンヤドカリ Pagurus nigrofascia Komai, 1996 ● ●

340 イチョウガニ科 コイチョウガニ Glebocarcinus amphioetus (Rathbun, 1898) ●

341 スベスベオウギガニ科 スベスベオウギガニ Sphaerozius nitidus Stimpson, 1858 ●

342 コブシガニ科 マメコブシガニ Pyrhila pisum (De Haan, 1841) ● ●

343 イッカククモガニ科 イッカククモガニ Pyromaia tuberculata (Lockington, 1877) ● ● ● ● ○

344 ミドリガニ科 チチュウカイミドリガニ Carcinus aestuarii Nard, 1847 ●

345 ガザミ科 タイワンガザミ Portunus pelagicus (Linnaeus, 1758) ● ●

346 ガザミ Portunus trituberculatus (Miers, 1876) ●

347 トゲノコギリガザミ Scylla paramamosain Estampador, 1949 ●

348 アミメノコギリガザミ Scylla serrata (Forskål, 1775) ●

349 ノコギリガザミの一種 Scylla sp. ○ ●

350 イシガニ Charybdis (Charybdis) japonica
(A. Milne-Edwards, 1861)

● ● ● ●

351 オウギガニ科 シワオウギガニ Macromedaeus distinguendus (De Haan, 1835) ● ●

352 ミナトオウギガニ科 ハクライオウギガニ Acantholobulus pacificus (Edmondson, 1931) ● ○ ●

353 ベンケイガニ科 クロベンケイガニ Orisarma dehaani (H. Milne Edwards, 1853) ● ●

354 アカテガニ Chiromantes haematocheir (De Haan, 1833) ●

355 ヒメベンケイガニ Nanosesarma minutum (de Man, 1887) ●

356 カクベンケイガニ Parasesarma pictum (De Haan, 1835) ○ ● ● ●

357 モクズガニ科 ヒライソガニ Gaetice depressus (De Haan, 1833) ●

358 アシハラガニ Helice tridens (De Haan, 1833) ● ●

359 トリウミアカイソモドキ Sestrostoma toriumii (Takeda, 1974) ●

360 モクズガニ Eriocheir japonica (De Haan, 1835) ● ○ ○ ○

361 スネナガイソガニ Hemigrapsus longitarsis (Miers, 1879) ● ● ● ● ●

362 ケフサイソガニ Hemigrapsus penicillatus (De Haan, 1835) ● ●

363 イソガニ Hemigrapsus sanguineus (De Haan, 1835) ● ● ● ● ○

364 タカノケフサイソガニ Hemigrapsus takanoi Asakura & Watanabe, 2005 ● ● ● ● ●

365 コメツキガニ科 コメツキガニ Scopimera globosa (De Haan, 1835) ● ● ●

366 オサガニ科 オオヨコナガピンノ Tritodynamia rathbunae Shen, 1932 ●

367 カクレガニ科 ラスバンマメガニ近似種 Pinnixa aff. rathbuni Sakai, 1934 ● ●

棘皮動物門 ヒトデ綱
368 アカヒトデ目 イトマキヒトデ科 チビイトマキヒトデ Aquilonastra minor (Hayashi, 1974) ●

369 マヒトデ目 マヒトデ科 マヒトデ Asterias amurensis Lütken, 1871 ● ●

棘皮動物門 クモヒトデ綱
370 クモヒトデ目 トウクモヒトデ科 クシノハクモヒトデ Ophiuroglypha kinbergi (Ljungman, 1866) ○ ○ ●

371 ハナビラクモヒトデ目 チビクモヒトデ科 ダイリンチビクモヒトデ Ophiactis macrolepidota
Marktanner-Turneretscher, 1887

●

372 チビクモヒトデ Ophiactis savignyi (J.P. Müller & Troschel, 1842) ●

373 トゲクモヒトデ科 ナガトゲクモヒトデ Ophiothrix exigua Lyman, 1874 ○

374 — — クモヒトデ綱 Metophiurida ●

棘皮動物門�ウニ綱
375 ホンウニ目 サンショウウニ科 サンショウウニ Temnopleurus toreumaticus (Leske, 1778) ●

棘皮動物門�ナマコ綱
376 Synallactida 目 シカクナマコ科 マナマコ Apostichopus japonicus (Selenka, 1867) ●

377 アカナマコ Apostichopus cf. roseus (Augustin, 1908) ● ○

378 無足目 イカリナマコ科 ヒモイカリナマコ Patinapta ooplax (von Marenzeller, 1882) ●

尾索動物門 ホヤ綱
379 マメボヤ目 ユウレイボヤ科 カタユウレイボヤ Ciona robusta Hoshino & Tokioka, 1967 ● ● ● ● ●

380 ユウレイボヤ Ciona savignyi Herdman, 1882 ● ● ● ● ●

381 Ciona 属 Ciona sp. or spp. ● ● ● ● ●

382 ナツメボヤ科 ザラボヤ Ascidia zara Oka, 1935 ● ● ● ● ●

383 ナツメボヤ科の一種 Ascidia sp. ○ ● ○

384 マボヤ目 シロボヤ科 シロボヤ Styela plicata (Lesueur, 1823) ● ● ● ● ●

385 エボヤ Styela clava Herdman, 1881 ● ●

386 マボヤ科 ベニボヤ Herdmania momus (Savigny, 1816) ●

387 フクロボヤ科 マンハッタンボヤ Molgula manhattensis (De Kay, 1843) ● ● ● ●

脊椎動物門 軟骨魚綱
388 メジロザメ目 ドチザメ科 ドチザメ Triakis scyllium J.P. Müller & Henle,1841 ●

389 トビエイ目 アカエイ科 ホシエイ? Bathytoshia brevicaudata (Hutton, 1875)? ●

390 アカエイ Hemitrygon akajei (Bürger, 1841) ● ● ● ● ●

391 ツバクロエイ科 ツバクロエイ Gymnura japonica (Temminck & Schlegel, 1850) ● ● ● ● ○

付表（続5）
No. 門・綱 目 科 和名 学名 お台場北岸 お台場南岸 大井埠頭 城南島 大森ふる浜

脊椎動物門 条鰭綱
392 ウナギ目 ウナギ科 ニホンウナギ Anguilla japonica Temminck & Schlegel, 1846 ○

393 ウミヘビ科 ホタテウミヘビ Ophichthus zophistius (Jordan & Snyder, 1901) ●

394 アナゴ科 マアナゴ Conger myriaster (Brevoort, 1856) ●

395 ニシン目 ニシン科 コノシロ Konosirus punctatus (Temminck & Schlegel, 1846) ● ● ● ○

396 サッパ Sardinella zunasi (Bleeker, 1854) ● ● ● ●

397 カタクチイワシ科 カタクチイワシ Engraulis japonica Temminck & Schlegel, 1846 ● ○ ○

398 コイ目 ウグイ科 マルタ Pseudaspius brandtii maruta (Sakai & Amano, 2014) ● ●

399 サケ目 アユ科 アユ Plecoglossus altivelis (Temminck & Schlegel, 1846) ○

400 トゲウオ目 ヤガラ科 アオヤガラ Fistularia commersonii Rüppell, 1838 ●

401 ヨウジウオ科 ヨウジウオ Syngnathus schlegeli Kaup, 1856 ● ○ ●

402 オクヨウジ Urocampus nanus Günther, 1870 ○

403 ボラ目 ボラ科 セスジボラ Chelon lauvergnii (Eydoux & Souleyet, 1850) ● ● ●

404 ボラ Mugil cf. cephalus Linnaeus, 1758 ● ● ● ● ●

405 オニボラ？ Ellochelon vaigiensis (Quoy & Gaimard, 1825)? ○

406 カダヤシ目 カダヤシ科 カダヤシ Gambusia affinis affinis (Baird & Girard, 1853) ○

407 スズキ目 メバル科 シロメバル Sebastes cheni Barsukov, 1988 ● ○ ○ ●

408 クロメバル Sebastes ventricosus Temminck & Schlegel, 1843 ●

409 カサゴ Sebastiscus marmoratus (Cuvier, 1829) ● ●

410 ホウボウ科 ホウボウ Chelidonichthys spinosus (McClelland, 1843) ●

411 コチ科 マゴチ Platycephalus sp. 2 sensu Nakabo, 1993 ● ● ● ●

412 アイナメ科 アイナメ Hexagrammos otakii Jordan & Starks, 1895 ● ● ●

413 スズキ科 スズキ Lateolabrax japonicus (Cuvier, 1828) ● ● ● ● ○

414 アジ科 ギンガメアジ Caranx sexfasciatus Quoy & Gaimard, 1825 ●

415 マアジ Trachurus japonicus (Temminck & Schlegel, 1844) ●

416 ヒイラギ科 ヒイラギ Nuchequula nuchalis (Temminck & Schlegel, 1845) ●

417 クロサギ科 クロサギ Gerres equulus Temminck & Schlegel, 1844 ○ ● ●

418 イサキ科 コショウダイ Plectorhinchus cinctus (Temminck & Schlegel, 1843) ● ●

419 タイ科 キチヌ Acanthopagrus latus (Houttuyn, 1782) ● ○ ●

420 クロダイ Acanthopagrus schlegelii (Bleeker, 1854) ● ● ● ● ●

421 マダイ Pagrus major (Temminck & Schlegel, 1843) ● ○

422 ヘダイ Rhabdosargus sarba (Forsskål, 1775) ● ○

423 キス科 シロギス Sillago japonica Temminck & Schlegel, 1843 ●

424 ヒメジ科 ヨメヒメジ Upeneus tragula Richardson, 1846 ●

425 ウミタナゴ科 マタナゴ Ditrema temminckii pacificum Katafuchi & Nakabo, 2007 ● ●

426 アオタナゴ Ditrema viride Oshima, 1940 ●

427 スズメダイ科 スズメダイ chromis notata (Temminck & Schlegel, 1843) ●

428 シマイサキ科 シマイサキ Rhyncopelates oxyrhynchus (Temminck & Schlegel, 1842) ● ● ●

429 コトヒキ Terapon jarbua (Forsskål, 1775) ● ●

430 イシダイ科 イシダイ Oplegnathus fasciatus (Temminck & Schlegel, 1844) ● ○

431 メジナ科 メジナ Girella punctata Gray, 1835 ● ●

432 ベラ科 キュウセン Parajulis poecileptera (Temminck & Schlegel, 1845) ●

433 タウエガジ科 ダイナンギンポ Dictyosoma temminckii Burger, 1853 ●

434 ニシキギンポ科 ギンポ Pholis nebulosa (Temminck & Schlegel, 1845) ● ● ●

435 トラギス科 トラギス Parapercis pulchella (Temminck & Schlegel, 1843) ●

436 イソギンポ科 ナベカ Omobranchus elegans (Steindachner, 1876) ● ● ●

437 トサカギンポ Omobranchus fasciolatoceps (Richardson, 1846) ● ● ● ● ○

438 イダテンギンポ Omobranchus punctatus (Valenciennes, 1836) ● ● ●

439 イソギンポ Parablennius yatabei (Jordan & Snyder, 1900) ● ● ●

440 ニジギンポ Petroscirtes breviceps (Valenciennes, 1836) ● ○ ●

441 ネズッポ科 ハタタテヌメリ Callionymus valenciennei Temminck & Schlegel, 1845 ● ● ○

442 ネズッポ科の一種 Callionymidae gen. sp. ● ● ● ●

443 ハゼ科 スジハゼ Acentrogobius virgatulus (Jordan & Snyder, 1901) ● ● ● ● ●

444 ツマグロスジハゼ Acentrogobius sp. 2 sensu Nakabo, 2013 ● ● ● ● ●

445 ヒメハゼ Favonigobius gymnauchen (Bleeker, 1860) ● ● ● ● ○

446 ウロハゼ Glossogobius olivaceus (Temminck & Schlegel, 1845) ● ○ ●

447 ハゼ科（オクスデルクス科）マハゼ Acanthogobius flavimanus (Temminck & Schlegel, 1845) ● ● ● ● ●

448 アシシロハゼ Acanthogobius lactipes (Hilgendorf, 1879) ● ○ ● ●

449 アゴハゼ Chaenogobius annularis Gill, 1859 ● ○

450 ドロメ Chaenogobius gulosus (Sauvage, 1882) ● ● ● ●

451 ヒモハゼ Eutaeniichthys gilli Jordan & Snyder, 1901 ○ ●

452 ビリンゴ Gymnogobius breunigii (Steindachner, 1880) ○ ● ●

453 ニクハゼ Gymnogobius heptacanthus (Hilgendorf, 1879) ● ● ● ● ●

454 エドハゼ Gymnogobius macrognathos (Bleeker, 1860) ●

455 チクゼンハゼ Gymnogobius uchidai (Takagi, 1957) ● ● ●

456 ウキゴリ Gymnogobius urotaenia (Hilgendorf, 1879) ● ○

457 Gymnogobius 属の一種 Gymnogobius sp. ● ● ○ ● ●

458 ミミズハゼの一種 Luciogobius sp. ● ●

459 アベハゼ Mugilogobius abei (Jordan & Snyder, 1901) ● ○

460 リュウグウハゼ Pterogobius zacalles Jordan & Snyder, 1901 ●

461 マサゴハゼ Pseudogobius masago (Tomiyama, 1936) ● ●

462 ヒナハゼ Redigobius bikolanus (Herre, 1927) ● ● ● ● ●

463 アカオビシマハゼ Tridentiger trigonocephalus (Gill, 1859) ● ● ● ● ●

464 シモフリシマハゼ Tridentiger bifasciatus Steindachner, 1881 ● ● ● ●

465 チチブ Tridentiger obscurus (Temminck & Schlegel, 1845) ● ● ● ● ●

466 ハゼ科 ハゼ科（広義） Gobiidae (sensu lato) ● ● ● ● ●

467 クロユリハゼ科 サツキハゼ Parioglossus dotui Tomiyama, 1958 ○ ○

468 アイゴ科 アイゴ Siganus fuscescens (Houttuyn, 1782) ●

469 カレイ目 ヒラメ科 ヒラメ Paralichthys olivaceus (Temminck & Schlegel, 1846) ●

470 カレイ科 イシガレイ Platichthys bicoloratus (Basilewsky, 1855) ● ○ ● ●

471 マコガレイ Pseudopleuronectes yokohamae (Günther, 1877) ● ○ ● ●

472 カレイ科の一種 Pleuronectidae gen. sp. ○

473 フグ目 ギマ科 ギマ Triacanthus biaculeatus (Bloch, 1786) ● ●

474 カワハギ科 アミメハギ Rudarius ercodes Jordan & Fowler, 1902 ● ●

475 フグ科 クサフグ Takifugu alboplumbeus (Richardson, 1845) ○ ● ●

476 ヒガンフグ Takifugu pardalis (Temminck & Schlegel, 1850) ○

477 ショウサイフグ Takifugu snyderi (Abe, 1988) ●

脊椎動物門 爬虫綱
478 ヌマガメ科 ミシシッピアカミミガメ Trachemys scripta elegans (Wied-Neuwied, 1839) ○
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城南島海浜公園で観察された海産環形動物 2 種の繁殖行動 

東邦大学東京湾生態系研究センター  多留聖典

東京港水中生物研究会  尾島智仁・尾島雅子

環形動物門の中で「多毛類」とされてきた生物群は、日本では 1200 種以上が確

認されており、海岸での生物調査を行うと高頻度で出現し、場合によっては出現種

の個体数の多くを占めることもある。一方で「多毛類」に含まれていた分類群は、

環形動物門内での系統的な位置について、未だに整理の途中である（田中 2020、

小林 2021）。さらにその中のそれぞれの種についても分類・生態学的な研究は現在

も途上である。特に 21 世紀に入り、分子情報や詳細な形態形質・生態情報による

検討により、今まで海外で記載された種とされてきた日本の個体群が実は別種であっ

たり、単一種と考えられていた種が実は複数種を包含していたことなどが次々と解

明され（ e.g.  Abe et al .  2019、 Jimi  et  al .  2022、 Taylor et al .  2022）、新種記載や学名

の変更などが現在も進行している。

しかしながら、一般には多くの種が目視での同定が困難であり、底質中や間隙、

棲管中で生活するなど隠蔽的であること、一部の分類群を除き鑑賞・愛玩の対象と

しての価値が低く扱われていることなどからも、「多毛類」各種についての生時の

情報は非常に限られている。特に、今まで汎世界種や他地域の種と同一視されてき

た種については、過去の情報が実質的に別種のものであり、特に環境評価の根拠と

して、別種の生態情報を日本産の種に援用する正当性はかなり低い。従って、今後

は日本産の個体群についての生態的な知見を蓄積することが求められる。

著者らの参加する東京港水中生物研究会は、東京港において SCUBA による潜水

調査を実施し、都市部の港湾域における浅海域の海岸動物についての記録を継続的

に行っている。（多留 2020、多留ほか 2022）。そのうちの 1 調査地点である城南島

海浜公園（図 1：以降「城南島」と表記）のつばさ浜において、環形動物 2 種の繁

殖行動を観察・記録することができた。城南島は、人工砂浜海岸であり汀線付近は

図 1.	調査地点．
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砂質～礫質で、沖合に向けて泥分が増加する。最も沖合は東京湾に直接面し、航路

との境界に高さ約 2 m のコンクリート製の潜堤があり、その周辺は泥質で直径 30-50 

cm 程度の転石が散在する。調査方法は多留ほか（ 2022）に示した通りで、 2022

年には 1 月から 12 月まで毎月のうちの 1 日に、 1 時間程度の潜水を 2 回ずつ行っ

た。そのうち 2022 年 7 月 3 日に、チマキゴカイ  Owenia gomsoni  Koh & Bhaud, 2001

（チマキゴカイ科）およびミズヒキゴカイの一種  Cirriformia  sp.（ミズヒキゴカイ

科）の 2 種の環形動物の産卵行動が確認・撮影された。両種の産卵行動を以下に図

示し記述する。なお、当日の月齢は 4.0 で中潮、東京港での最満潮は 6:27 (181 cm)、

最干潮は 13:28 (31 cm)、水温は 24ºC であった。  

  

チチママキキゴゴカカイイ  

「チマキゴカイ」は、過去には汎世界種の Owenia fusiformis  Delle Chiaje, 1844

とされていた（ e.g.  Imajima & Morita 1987、今島 1969、 2001、  内田 1992）。しか

し真の O. fusiformis  は地中海および大西洋に分布する種であり、日本周辺の個体

群は韓国西岸から記載された O. gomsoni Koh & Bhaud, 2001 とされている（Koh & 

Bhaud 2003）。  

城南島では、本種は比較的多産し、潜水調査でも高頻度で確認され、棲管を作っ

て砂質底に埋在している。棲管は全長約 10 cm で、強固に砂粒および貝殻片を結合

しており、多少の柔軟性は有しているが、指でつまむ程度では簡単に潰れたり切れ

たりしない程度の固さである。通常時は前端部の触手冠のみをパセリの葉状に海底

に奔出している（図 2A）。午前 9 時 30 分、水深約 2 m の砂質底から棲管を持ち上

げ、そこから黄白色の尾部を 1 cm 程度露出させ、大きく振り回しながら粒子を噴

出する個体を発見した（図 2B）。粒子は尾部末端から 2 列で噴出されており、ほぼ

球形をしていることから卵であると推定された。放卵は断続的に約 30 秒間継続し、

終了後に尾部は速やかに棲管内に収納され、棲管も底質中に引き込まれた。なおこ

のとき、周辺での他の本種他個体の産卵・放精は確認されなかった。  

 
図 2. 城南島で確認されたチマキゴカイ．A: 通常時の個体．海底に触手冠を露出している．
B: 尾部末端から放卵する状況． 
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ミミ ズズ ヒヒ キキ ゴゴ カカ イイ のの 一一 種種   

汚濁指標種として著名な「ミズヒキゴカイ」も、過去には汎世界種の Cirriformia  

tentaculata  (Montagu, 1808) とされていた（ e.g.  奥田・山田 1969、内田 1992）。し

かし C.  tentaculata  はイギリスのデボン州南岸から記載された種であり（Montagu 

1808）、近年では同種の異名同物と扱われてきた、横浜・高知・長崎産の標本を基

に記載された C. comosa (Marenzeller,  1879) と扱われることも多くなってきた。と

ころが近年、日本産の「ミズヒキゴカイ」とされる種には 10 種以上の隠蔽種が含

まれることが示され（ Jimi 2019）、現状では種同定が困難である。  

過去の「ミズヒキゴカイ」の繁殖に関する知見として、「産卵期は 5～ 6 月頃、棲

管上端附近に柔い粘液質の卵塊を生み付ける」（奥田・山田 1969）とされる一方、

東京湾富津産の個体では「飼育下で分裂繁殖をしたり、水中への放卵をしたりと、

従来の認識と異なる繁殖スタイルをもち」（山田 2009）と、全く異なる報告がなさ

れ、複数種の知見が混在している可能性が伺える。  

城南島におけるミズヒキゴカイの一種は体長約 10 cm で、普段は砂質～砂泥質の

底質中に全身を埋在し、感触糸と鰓のみを海底に露出している（図 3A）。粘液を分

泌して砂を虫体に纏っているが、明瞭な棲管は形成しない。 7 月 3 日の午前 10 時

 
図 3. 城南島で確認されたミズヒキゴカイの一種．A: 通常時の個体．海底に感触糸および鰓を
露出している．B: 放精と考えられる行動．C: 拡散する精子と考えられる粘液．D: 放卵と考
えられる行動．E: 拡散する卵と考えられる粒子．  
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19 分、水深約 2 m の砂質底から虫体中部をループ状に海底へと露出させる個体が

見出され、その後、体をくねらせながら、体中部の各体節の両側面から糸状に白色

の粘液を放出した（図 3B）。放出された白色の粘液は速やかに海水中に拡散し、肉

眼では粒子が確認されなかったことから（図 3C）、雄による放精であると考えられ

た。その直後の午前 10 時 20 分、約 1 m 離れた海底で別個体が同様に体中部を海

底にループ状に露出させ、放精と同様に体をくねらせながら、体中部の各体節の両

側面から、緑灰色の粒子を大量に放出した（図 3D）。粒子は海水中に速やかに拡散

し、ほぼ球形をなしていることから（図 3E）、これは放卵であると考えられた。放

精・放卵いずれも断続的に放出は約 1 分間続き、その後 30 秒程度で虫体を底質中

に埋没させた。今回観察された繁殖行動は奥田・山田（ 1969）とは一致しないが、

山田（ 2009）の報告にある水中への放卵とは一致した。また周辺の他の個体につい

ては確認ができていないが、このような放卵・放精では、他個体との同調が繁殖成

功の向上に有効なことから、潮汐などを基準にした同調を行っているか、雄の放精

を契機に雌の抱卵が誘発された可能性がある。  
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陸奥湾における外来種シマメノウフネガイの初記録および	

浅虫水族館所蔵標本に基づく宮城県沿岸への侵入履歴	

	

福森	啓晶 1・中山	凌 2・阿部	広和 1・鷲尾	正彦 1・杉本	匡 3	

1	東北大学大学院生命科学研究科附属	浅虫海洋生物学教育研究センター・	

2	青森県産業技術センター	水産総合研究所・3	青森県営浅虫水族館	

	

はじめに	

シマメノウフネガイ Crepidula onyx  G.B. Sowerby I,  1824 は、北アメリカ西岸を

原産地とし、主に巻貝や二枚貝の殻に付着して片利共生生活を送るカリバガサ科腹

足類である（Von Tungeln & Pernet 2017）。本種は侵略的外来生物として知られ、

原産地から 8,000	km 以上離れた東アジア諸国（日本・韓国・中国）での定着が確

認されている（Collin 2019）。日本への移入経路は成体の船舶付着や幼生のバラス

ト水運搬によると考えられ（自然環境研究センター	2019）、時に移入先の水産有用

貝類に過剰に付着し、漁業被害をもたらす事例が知られている（山崎ほか	2009）。

このため、本種は環境省と農林水産省の生態系被害防止外来種リストで「その他の

総合対策外来種」に指定されており（自然環境研究センター	2019）、基礎的防除対

策を勘案するためにも日本各地での詳細な分布や生態情報の把握が重要である。	

日本では 1968 年に神奈川県三浦半島金田湾沿岸の岩浦で最初に発見された後、

侵入初期から比較的急速に国内での分布域を拡大させたと考えられている（間瀬	

1969、江川	1985、岩崎ほか	2004a、b）。近年も新産地の報告が相次いでおり、現

在までに北海道南部・本州・四国・九州まで分布が拡大している（岩崎ほか	2004a、

b、山崎ほか	2009、照屋	2016、鈴木ほか	2022）。一方、東北地方北部での記録は

少なく、太平洋側では岩手県越喜来湾、日本海側では秋田県能代市が本州での北限

分布となっている（能代市環境マップ製作委員会	2010、加戸	2021）。本研究では、

2022 年に青森県陸奥湾内の海域（図 1）で確認された県内初記録となるシマメノウ

フネガイ個体群およびその付着状況と、青森県営浅虫水族館所蔵の主に 1960–1980

年代採集の県産貝類標本を含む三輪道子氏寄贈コレクション（以下、三輪コレクシ

ョン）に含まれるシマメノウフネガイ標本を検討したので、それらを合わせて報告

する。	

	

青森湾における野外調査（潮間帯徒手採集・潜水・ドレッジ）	

陸奥湾の支湾である青森湾東側に位置する青森市浅虫（図 1A）裸島の潮間帯転

石地（図 1B-1:	40°54'12”N、140°51'15”E）において 2022 年 7 月 16 日干潮時（+8	

cm）に底生生物の採集を行った。定性的な徒手採集の結果、抱卵したシマメノウフ

ネガイ 1 個体（図 2A–C、殻長 22.3	mm）がケブカヒメヨコバサミ Paguristes ortmanni

の背負うコシダカガンガラ Tegula rustica 殻上に付着しているのが発見された。同

地点において、同年 11 月 28 日干潮時（+30	cm）に同じくコシダカガンガラを利用
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するホンヤドカリ Pagurus	f i lholi の殻上か

ら本種 1 個体（図 2D、E、20.8	mm）が確認

された。またサンセットビーチあさむし

（図 1B-2:	40°53'39”N、140°51'32”E）に

おいて同年 9 月 25 日干潮時（+17	cm）に

定性的な徒手採集を行い、ガラス瓶に付着

した 1 個体（図 2K、17.3	mm）を確認した。

平内町茂浦月泊（図 1A-1:	40°56'46”N、

140°51'41”E）では同年 9 月 16 日の潜水

調査（水深 5	m）時にアマモ場周辺の岩礁

でケブカヒメヨコバサミ 1 個体が背負うコ

シダカガンガラ殻上に重なり合わずに 2 個

体（15.2	mm、 15.3	mm）が付着していた。

また同年 10 月 6 日に青森市久栗坂の水深

10	 m 付 近 （ 図 1B-4:	 40°53'03”N 、

140°50'56”E）において 2 個体（7.4	mm、

25.2	mm、付着状況不明）が採集された。

10 月 8 日の潜水調査では青森市野内の水

深 10ｍ 付 近 	 (図 1A-2:	 40°51'14.5”N 、

140°48'56.8”E)	で 50cm 程度の転石に付

着した 1 個体（31.9	mm）が確認された。さらに同年 7 月 25 日に東北大学浅虫海洋

生物学教育研究センター所有の船舶うとう III により、湯ノ島南東のアマモ場潮下

帯水深 8	m（図 1B-3:	40°53'26”N、140°51'24”E）でドレッジ採集をおこなった結

果、ウチムラサキ	Saxidomus purpurata の死殻上に 1 個体（図 2F、G、30.7	mm）、

イガイ Mytilus coruscus の生貝上で重なり合ったペア 2 個体（図 2H–J、7.7	mm、33.9	

mm）が発見された。採集個体は 99％エタノールで固定・保存された。	

	

文献および標本調査	

本種が日本に移入したとされる 1968 年以降の青森県における貝類相研究につい

て文献調査を行い、過去の分布記録の有無を精査した。また、三輪コレクションお

よびその目録（三輪	1988）を検討し、シマメノウフネガイ標本を調査した。	

	

青森県での生息状況	

野外調査により、青森湾東側海域から 11 個体のシマメノウフネガイが採集され

た。青森県は県内で確認されている外来種のリスト（青森県	2006）を公表してい

るが、その中にシマメノウフネガイは含まれていない。また、今回本種が見つかっ

た浅虫のアマモ場周辺では 1988 年にドレッジ調査が行われているが、その際は確

認されていない（Takeda et al .  1990）。文献調査を行った結果、県内におけるこれ

図 1．シマメノウフネガイの採集地点 . 
A:  青森湾（ 1: 茂浦月泊、 2: 野内） .   
B:  浅虫周辺（ 1：裸島、２：サンセッ
トビーチあさむし、 3：湯ノ島南東の
アマモ場、 4: 久栗坂） .  
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までの貝類相研究（ e.g.	小滝 	1970、鳥海 	1973、 Tsuchiya 1979、三輪 	1988、

Matsumasa & Nishihira 1994、島口	2000、野村・奈良	2002、山口ほか	2012、安藤	2021）

において、本種の採集記録は見つからなかった。また、三輪コレクション（三輪	1988）

には青森県で採集されたシマメノウフネガイの標本は含まれていなかった。以上の

検討により、本研究における浅虫でのシマメノウフネガイの記録は青森県初である

と考えられる。本種の陸奥湾内への正確な侵入時期は不明（文献記録からの類推で

はおそらく 2000 年代以降）であるが、比較的狭い範囲内で抱卵個体やペア形成個

体を含む個体群が確認されたことから、青森湾では既に定着していると考えられる。	

青森県と距離的に近い津軽海峡の北海道側においては、シマメノウフネガイの存

在がすでに報告されている（江川	1985、山崎ほか	2009）。今回の陸奥湾での分布

を考えると、今後、湾外の津軽海峡青森県側でも本種が見つかる可能性がある。北

海道南部の木古内湾ではヒメエゾボラ Neptunea arthritica に本種が大量に付着する

漁業被害が確認されており（山崎ほか	2009）、有効な対策は今のところ付着個体の

物理的除去しか知られていない（江川	2002）。現状では、青森県におけるシマメノ

ウフネガイの定着が生態系や産業に与える影響は未知数であるが、少なくとも在来

種との付着場所を巡る競争は存在すると考えられる（奥谷	1994）。例えば、青森県

ではシマメノウフネガイと同様に貝類等に付着することが知られるカリバガサ科

図 2. 浅虫周辺で採集されたシマメノウフネガイ . A–C: ケブカヒメヨコバサミが背負
うコシダカガンガラ殻に付着した個体および卵嚢  (A:  付着状況、 B:  殻および軟体部、
t :  頭部触角、mm: 外套膜縁、 f :  足部、C: 抱卵されていた卵嚢塊、 eg: 卵嚢 ) .  D–E: ホ
ンヤドカリが背負うコシダカガンガラ殻に付着した個体  (D: 付着状況、E: 殻および付
着基盤 ) .  F–G: ウチムラサキ死殻に付着した個体  (F:  付着状況、G: 殻 ) .  H–J: イガイに
付着したペア形成個体  (H: 付着状況、 I :  下側個体の殻、 J:  上側個体の殻 ) .  K : ガラス
瓶に付着していた個体の殻 .  図中の白いバーは 5 mm を示す .  
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の 在 来 種 エ ゾ フ ネ ガ イ Grandicrepidula grandis と ア ワ ブ ネ Bostrycapulus	

gravispinosus が記録されている（奈良	1965、三輪	1988）。さらに、日本では付着

性貝類であるスズメガイ科のキクスズメ Sabia conica とシマメノウフネガイとの

間でニッチ競争があることが報告されている（奥谷	1994）が、キクスズメは青森

県にも分布する（三輪	1988）。このようにニッチを競合し得る貝類が複数存在する

ことからも、今後、青森県におけるシマメノウフネガイおよび他の在来性付着性貝

類について詳細な分布状況を調査し、過去に採集された貝類標本コレクションの産

地・生態情報と比較をすることが外来種・在来種間における生態学的競合の影響を

把握する上で重要である。併せて、今後のシマメノウフネガイ陸奥湾集団の経年的

な分布拡大や個体群変動に注視をする必要があると考えられる。	

	

標本記録に基づく宮城県沿岸への 1970 年代の侵入履歴	

浅虫水族館所蔵の三輪コレクション中には青森県産のシマメノウフネガイ標本

は含まれていなかったが、1960–1980 年代に採集された国内産標本が 4 ロット確認

された（表１）。その中には侵入初期の 1960–1980 年代に既に本種の存在が確認さ

れていた関東地方（神奈川・千葉）で採集された標本が 3 ロット含まれ（図 3A–D）、

うち 2 ロットは日本で初めてシマメノウフネガイが確認された神奈川県三浦半島

金田湾沿岸（標本ラベルには「相模	金田」と記載）において、1969 年と 1971 年

に最初の発見者である相模貝類同好会の間瀬欣弥氏が採集した標本であった。三輪

（1988）の標本目録によると、シマメノウフネガイの項目に”1967.7	神奈川・相

模湾	間瀬欣弥”とあり、本種が日本で初めて採集された 1968 年より古い年月が記

載されているが、ラベルの情報（図 3A、C）と照合した結果、「1969 年 7 月」の誤

植であると考えられる。また、残りの 1 ロットには三輪道子氏により採集された東

北地方の宮城県産標本 1 個体が含まれていた。宮城県産ロットの標本ラベルの種名

には、”クリイロカリバガサ	Calyptraea sakaguchii  Kuroda et Habe, 1961”と記載

されていたが、殻が円錐形ではなく長卵円形で、後端にある殻頂が右後方に巻き暗

色を呈すること（波部	1972、青木	1978、奥谷	2017）からこの標本はシマメノウ

フネガイと同定された（図 3E-a）。また標本の殻口内に残存した軟体部の外套膜縁

には黒の縞模様（図 3E-b）が確認され、シマメノウフネガイに見られる特徴と一	

	

表１．三輪コレクション中のシマメノウフネガイ標本	

ラベルの種名表記	 	 	 個体数	 産地	 	 採集日	 	 採集者	

"ネコゼフネガイ"	 	 1					神奈川県（相模	金田）	 1969.7	 	 間瀬欣弥	

シマメノウフネガイ	 	 5					神奈川県（相模	金田）	 1969.7、 1971.1	 間瀬欣弥	

"クリイロカリバガサ"*	 1					宮城県	 	 1976.	 	 三輪道子	

シマメノウフネガイ	**	 4					千葉県	 	 1987.11.30	 三輪道子	

		 *:	宮城県産ホヤに着生、**:	クロアワビに着生.	
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致した。ラベルには「1976.	宮城産ホヤに着生」との記載があり、乾燥した軟体部

が残存していることからおそらく水産物として流通していたマボヤ	Halocynthia 

roretzi に付着していた生体と考えられる。宮城県の隣の福島県では 1976 年にいわ

き市で本種の採集記録がある（高橋	1977）が、宮城県では 2001 年に仙台湾で採集

されたヒメエゾボラに付着した標本（宮城県名取市閑上漁港）がこれまでで最も古

い記録である（黒住	2001）。ラベルの産地記載が正しければ、1976 年に採集され

た三輪コレクション中の標本が宮城県内で最も古いシマメノウフネガイの記録と

なる。しかし 1976 年以降、約 25 年後の 2001 年まで採集記録が確認できない（黒

住	2001）ことを考えると、少なくとも宮城県での個体群の定着は三輪道子氏によ

り本種が採集された 1976 年よりもかなり後であったと考えられる。	
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図３ .  浅虫水族館所蔵標本（三輪コレクション）中のシマメノウフネガイ .  A–B: “ネ
コゼフネガイ ”表記の神奈川県産標本［A: 標本およびラベル、B: 殻  (殻長 35.4  mm)］.  
C: 神奈川県産標本およびラベル  ［ a-e:  殻 (a:  30.3  mm、 b: 24.7  mm、 c:  24.1  mm、
d: 20.1  mm、 e: 18.7  mm)］ .  D:  千葉県産標本およびラベル  ［ a-d:  殻 (a:  34.1  mm、
b: 24.8 mm、 c:  20.4 mm、 d: 14.9 mm)］ .  E : "クリイロカリバガサ "表記の宮城県産
標本およびラベル  ［ a: 殻 (8.5 mm］、 b: 殻口に残存した軟体部 .  黒い三角形は外套
膜縁の黒縞模様を示す、 i r : 殻口内唇、黒いバーは 1 mm を示す］ .  
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市販アサリにおけるマイクロプラスチック検出の試み 
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Abstract  
Microplastics (MPs), tiny plastic particles smaller than 5 mm, have recently received 

worldwide attention because their uptake has been documented in many species at all  
trophic levels of the marine food web and they have potentially harmful effects on all 
living organisms, including humans. In this study, MPs content was investigated in fresh 
Manila clams Ruditapes philippinarum  purchased in Miyagi Prefecture. The mean 
number of detected MPs per individual was 17, 11.4, and 20 for clams from Korea, Chiba,  
and Hokkaido Prefectures, respectively. The number of MPs was significantly higher in 
the clams than in the fil tered distilled water samples (4.2 MPs). The mean number of 
MPs per gram was 6.2, 7.3, and 2.7 for the clams from Korean, Chiba, and Hokkaido, 
respectively. The highest number of MPs in the filtered distilled water were found in 
fibrous MPs, while those in clams  from Chiba were particulate with sizes ranging 25–50 
µm, and those from Korea and Hokkaido were particulate with sizes ranging 10–25 µm. 
Although the results of this study clearly indicate that commercially marketed clams 
originating from Korea, Chiba, and Hokkaido contain MPs, the MPs contamination is a 
worldwide problem and is not an indictment of any particular fishery region. 

はじめに 

海洋ごみは年々増加の一途をたどっており，世界共通の問題となっている。海洋

ごみのほとんどは，人々が生活する市街地が発生源となり，河川を経由して海へと

運ばれる。その中でも，プラスチックごみは自然に分解されない性質上，回収しな

い限り自然環境に蓄積される。プラスチック製品は，海岸に打ち上げられた後，紫

外線への曝露や乾湿を繰り返すことなどにより劣化して粉々になり，5 mm 以下の

マイクロプラスチック（MPs）と呼ばれる微細なプラスチック粒子になる（Cole et
al.  2011）。MPs 自体が物理的異物であることによる影響（粒子毒性）のほか，MPs
に含有される化学物質や，海水中から吸着した疎水性の有害化学物質（船舶事故や
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廃棄物などから流出した残留性有機汚染物質など）を MPs とともに摂取すること

により，人間を含めるすべての生物に影響を及ぼす可能性も考えられ，近年注目さ

れている（Mato et al.  2001，高田  2019）。  
これまで，プランクトンから哺乳類まで，海洋食物網のすべての栄養段階におけ

る多くの生物種において，MPs の取り込みが記録されている（ e.g. Desforges et al.  
2015，Fossi et al.  2016，Ding et al.  2019，北橋・仲村  2020）。特に，ろ過摂食者で

ある二枚貝類は，水中に懸濁している植物プランクトンなどの摂食の際に MPs も

体内に取り込んでしまうことが想定され，MPs の摂食リスクが高いものと考えら

れる。実際に，カキ類やイガイ類をはじめ，二枚貝類の MPs 汚染が世界中に遍在

することを示す証拠は増えつつある（Ding et al.  2022a, 2022b）。二枚貝類は世界各

地で人気のある食材であるが，消化器官を外さずに丸ごと消費されることから，人

間の健康への潜在的な影響が特に懸念される。  
MPs の摂取が人間の健康に与える影響は現状ではほとんど不明であるが，いく

つか潜在的なリスクは示唆されている（Wright & Kelly 2017, Cox et al.  2019）。ま

た，現在，MPs が人間の健康に及ぼす潜在的なリスクを定量的に評価する研究が

数多く行われており，二枚貝類においても世界的に MPs の含有量やポリマー型の

組成，暴露リスクを評価し，異なる国間で比較をする取り組みが進んできている

（Ding et al.  2022b）。その一方で，国内においては二枚貝類における MPs の含有量

の調査は進んでいるとはいえず，Ding et al.（ 2022b）の 22 カ国の二枚貝類におけ

る暴露リスクの評価においても，日本は含まれていない。  
本研究では，ヒトの活動によって他の生物に影響を与えている事実の一つとして

海洋生物への MPs 蓄積の問題を多くの人に知ってもらう目的で，身近な食材であ

るアサリ Ruditapes philippinarum を対象に MPs の調査を行った。また，MPs の調

査・定量手法は標準化されておらず，未だ最適な手法が模索されている段階である

ため（中嶋・山下  2022），本研究では，既往研究（ de Guzman et al.  2022）の手法

を参考に，より簡易的な方法でアサリ体内の MPs を検出することを試みた。  
 
材 料 と方 法  

2022 年 9 月から 10 月にかけて，韓国産，千葉県産，北海道産の活アサリを宮城

県内のスーパーマーケットおよび水産商店で購入し，購入後すぐに−20℃で冷凍保

存した。各産地 5 個体，計 15 個体のアサリを材料とし，アサリから MPs の抽出を

行った。アサリは解凍後，貝殻や身の表面に付着した MPs などを取り除くために

ろ過蒸留水で洗浄し，軟体部を殻から取り出した。軟体部は，湿重量を測定後，5 g
を超えるものは二分割にし，三角フラスコ内で 250 mL の 15%（w/v）水酸化カリ

ウム水溶液により 60℃， 24 時間の条件で溶解した。その後，吸引ろ過器を使用し

て懸濁物を 47 mm 径の GF/A ガラス繊維フィルター（孔径約 1.6 μm）上に捕集し

た。この時，吸引ろ過器や三角フラスコに残った MPs を回収するために， 150 mL
のろ過蒸留水で壁面を洗い流し，フィルター上に回収した。対照区として，400 mL
のろ過蒸留水も同様に GF/A フィルターでろ過し，試料とした（ n=5）。  

フィルターから捕集物を遊離させるため， 10 mL の 72.5%（w/v）塩化亜鉛水溶
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液（密度=1.37 g/mL）中で超音波洗浄機を用いて 28 kHz， 30 分間の超音波処理を

行い，その後 5000 rpm で 30 分間の遠心分離を行う事で，MPs を密度分離した。

密度分離した上澄み 3 mL をガラス瓶に採取し， 0.025%（w/v）のナイルレッド・

アセトン溶液により MPs を 30 分間 60℃で染色した後，吸引ろ過器で 25 mm 径の

GF/A フィルター上に捕集した。  
25 mm 径の GF/A フィルターはスライドグラスに載せ，FITC フィルターを装着

した正立蛍光顕微鏡（Nikon ECLIPSE 80i）下で波長 450～ 490 nm の青色励起光を

照射しながら検鏡した。検鏡の際は，緑色の蛍光波長を発する物質を MPs と判断

し（Michelaraki et al.  2020, Konde et al.  2023），粒子状と繊維状のものに区分して

MPs の個数を計数した。粒子状のものは，長径によりさらに 5 つのサイズ（< 10 μm，

10～ 25 μm， 25～ 50 μm， 50 μm～ 100 μm，> 100 μm）に区分した。 3 産地のアサリ

と ろ 過 蒸 留 水 （ 対 照 区 ） か ら 得 ら れ た デ ー タ は ， 統 計 ソ フ ト R を 使 用 し て

Steel-Dwass 法による多重比較検定を行った。  
なお，実験で使用した蒸留水には MPs が含まれていたため，あらかじめ 47 mm

径の GF/F ガラス繊維フィルター（孔径約 0.7 μm）でろ過した蒸留水をガラス製容

器に保存し，ろ過蒸留水として，サンプル調製，ろ過，洗浄などに使用した。また，  
大気中にも MPs が存在している可能性があるため（大塚他  2021），実験中はガラ

ス製容器の開口部はアルミホイルで覆うなど，MPs のコンタミネーションを極力

防ぐよう努めた。  
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1．本研究で使用

したアサリの湿重

量 と 検 出 さ れ た

MPs の個数の散布

図．プロットの色

でアサリの産地の

違いを示す．  
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結 果  

各産地のアサリの殻長（平均値  ± SD）は，韓国産が 32.8 ± 1.6 mm（ 30.6～ 34.1 mm），

千葉県産が 28.7 ± 1.8 mm（ 26.0～ 31.0 mm），北海道産が 42.9 ± 1.1 mm（ 41.5～ 44.6 

mm）であり，むき身の湿重量は，韓国産が 2.82 ± 0.46 g（ 2.3～ 3.3 g），千葉県産

が 1.64 ± 0.31 g（ 1.2～ 2.0 g），北海道産が 7.62 ± 0.94 g（ 7.1～ 9.3 g）であった（図

1）。アサリ 1 個体あたりの MPs 含有量は，韓国産で 17.0 ± 3.4 個（ 13～ 21 個），

千葉県産で 11.4 ± 4.8 個（ 6～ 17 個），北海道産で 20.0 ± 4.9 個（ 13～ 25 個），ろ

過蒸留水 1 試料あたりの MPs 含有量は 4.2 ± 1.3 個（ 2～ 5 個）であり，ろ過蒸留水

と 3 産地のアサリ試料の間にはそれぞれ MPs の個数に有意差（ Steel-Dwass，p < 0.05）

が見られた（図 2A）。アサリ 1 g あたりの MPs 含有量は，韓国産で 6.2 ± 1.8 個，

千葉県産で 7.3 ± 3.9 個，北海道産では 2.7 ± 0.8 個であり，産地間で有意差は見ら

れなかった（図 2B）。MPs のサイズ画分では，ろ過蒸留水では繊維状の個数が最

も多く（ 23.8%），千葉県産では 25～ 50 µm の粒子状（ 33.3%），韓国産と北海道

産では 10～ 25µm の粒子状（それぞれ 36.5%，41%）の個数が最も多かった（図 3）。  

 

図 2．ろ過蒸留水 1 試料およびアサリ 1 個体あたりの MPs 含有量（A）と，アサリ
1 g あたりの MPs 含有量（B）のボックスプロット．黒のプロットは外れ値
を，色付きのプロットは実際のデータ値を示す．Steel-Dwass 検定で有意差
がみられた組み合わせは図の上部に p 値を示す．  

 
考 察  

ろ過蒸留水と 3 産地のアサリ試料の間にはそれぞれ MPs の個数に有意差が見ら

れたことから， 3 産地のすべてにおいて，アサリの体内に MPs が含まれていたと

判断された。本研究で得られたアサリ 1 個体あたりの MPs 含有量からろ過蒸留水

1 試料あたりの MPs 含有量（約 4.2 個）を引くと，アサリ 1 個体あたりのおおまか

な MPs 含有量は韓国産で 13 個，千葉県産で 7 個，北海道産で 16 個程度であった

と考えられる。岡山県内で市販されていた二枚貝類の MPs 含有量を調査した既往 	
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図 3．本研究で検出
された MPs のサイ
ズ画分．棒グラフ

内の数値は各サイ

ズ画分の MPs の個
数を，棒グラフ上

部の数値は各試料

における総 MPs 数
を示す．  
 

 

研究では，熊本県産のアサリ，中国産のハマグリ Meretrix lusoria，愛知県産のシ

ジミ科，岡山県産のマガキ Crassostrea gigas のすべてで MPs が検出され，1 個体あ

たりの MPs 含有量は平均で約 3 個と見積もられている（Yamamoto et al .  2021）。ま

た，大阪府の淀川に生息するイシガイ  Nodularia douglasiae とシジミ類  Corbicula  

sp.の MPs 含有量を調査した既往研究においても， 1 個体あたりの MPs 含有量は 0

～ 1.5 個と数は少ないものの，両種から MPs が検出されている（相子ほか  2020）。

本研究で得られたアサリ 1 個体あたりの MPs 含有量は，これらの既往研究と比較

して高い数値となったが，本研究では孔径およそ 1.6 µm の GF/A フィルターを使

用したのに対し，これらの既往研究ではいずれも孔径 100 µm のメッシュを使用し

ているなど，手法が異なるために単純な比較はできないことに注意を要する。本研

究で観察された MPs のサイズ画分では，100 µm 以上の MPs が占める割合は非常に

小さかったことから（図 3），二枚貝類の MPs 含有量を調べる際には，微小な MPs

を検出できる手法を用いることが肝要であろう。世界各国における二枚貝類の MPs

についてのこれまでの知見をまとめた最近の総説においても，異なる研究で得られ

たデータを比較可能とするためのプロトコルの標準化として，MPs を捕集するフ

ィルターの孔径は 5 µm 以下とすることが推奨されており，このほか，調査地ごと

のサンプルサイズを 50 個体以上にすることや，軟体部を溶解する消化液としては

10%の水酸化カリウム水溶液を使用することが提案されている（Ding et al .  2022a）。 

本研究において手法を参考にした既往研究（ de Guzman et al .  2022）では，韓国

の木浦産の養殖アサリを対象として，軟体部の湿重量によって大小 2 つのグループ

に分けて MPs 含有量を調査しており，小型のグループ（重量：5.80 ± 1.16 g，n = 51）
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では 1 個体あたり 21.14 ± 19.56 個， 1 g あたり 4.0 ± 4.27 個，大型のグループ（重

量：11.21 ± 2.28 g，n = 50）では 1 個体あたり 52.28 ± 77.82 個，1 g あたり 4.51 ± 6.06

個の MPs が検出されていた。 1 g あたりの MPs 含有量は本研究で得られた値と同

程度であり，サイズにより大きな差は見られないという点も共通していた。1 個体

あたりの MPs 含有量はサイズの大きいアサリで多くなるという傾向も，本研究（図

1）と既往研究で共通していたが，本研究では産地によりアサリのサイズがはっき

りと異なっていたため（図 1），サイズと産地のどちらが影響していたのかは明ら

かにすることができなかった。  

本研究において採用した MPs の検出手法では，MPs の種類（ポリマー型）を特

定することはできないが，それほど特殊な装置や試薬を必要とせずに MPs の検

出・計数を行うことができ，アサリなどの二枚貝類だけでなく，他の多くの生物種

へも適用できるものと思われる。大気中や蒸留水中に含まれる MPs のコンタミネ

ーション対策には難しさがあるが，本研究ではろ過蒸留水を対照区として MPs 含

有量を比較することによって，アサリ体内に MPs が含まれていたことを示すこと

ができた。また，本研究では材料として市販のアサリを使用したが，産地から販売

店までに輸送する過程においても，梱包材などで使用されるプラスチックの影響や，

砂抜き，排泄などによりアサリに含まれる MPs が増減している可能性も考えられ

る。今後は，自然環境下や流通過程におけるアサリの MPs の取込みや排出の挙動

を調べていく必要があるだろう。  

本研究は，人間の活動が他の生物に影響を与えている事実を多くの人に知っても

らいたいという動機で行ったものであり，本研究の結果から特定の産地を非難する

ものではない。海流に乗って世界中の海に拡散するというマイクロプラスチックの

性質や，二枚貝類の MPs 汚染が世界中に遍在することを示す証拠が増えつつある

ことを勘案すると（Ding et al .  2022a, 2022b），MPs 汚染は特定の産地の問題では

なく，明らかに世界共通の問題である。正しい事実を知ることによって一人ひとり

ができる範囲で行動を起こすことが，この大きな問題を解決するための第一歩とな

るだろう。普段食べているアサリに MPs が含まれているという事は，私たちが自

然環境に捨てたプラスチックが私たちのもとへ戻ってきていることの証明でもあ

る。本論文が，多くの人が MPs に興味を持ち，MPs を含めた海洋ごみ問題に対す

る議論が活発となるきっかけの一助となれば幸いである。  
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あとがき 

2022 年 3 月に発行した第 6 号に続いて、「みちのくベントス第 7 号」をお届けします。 

 今号では、東京湾での話題以外は「みちのく」地方に関連した論文ですが、今回初めて日本海側の
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調査を行いました。これは、宮城県のレッドリスト種の現状把握を行い、必要に応じてレッドリストの改定
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ということがありましたら、ご一報ください。 

 本報告書についても、色々とご意見をいただければ幸いです。 （鈴木孝男） 
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